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　少年の頃ころ、『そいつ』は彼の敵だった。

　──おまえが悪いのではないよ。

　彼の敬愛する父は、ことあるごとに息むす子こにそう言って聞かせてくれたものだった。誰だれの悪意からも、どんな言葉からも庇かばってくれる父のことを、彼はとても好きで──それだけに、理解していた。父がしていることは、その立場には相応ふさわしくないことなのだと。魔ま法ほうをもってこの国を統すべる皇こう帝ていとして、父の言葉は正しくないのだ。

　──持って生まれるもののことなど、誰にも決められるはずはないのだ。何ができてもできなくても、おまえは私の息子に違ちがいない。

　けれど、その『持って生まれなかったもの』が大問題なのだ。彼が持たないものは、彼自身だけではない、アールレックの血統そのものにとって、重大な欠けつ陥かんを示す──強大な魔ま力りよくを受け継つぐための血統が、常人が当然に有している程度の魔力さえ持たない子供を生み出したとなれば、その血統に対する信しん頼らいも揺ゆらぐ。

　自身の能力さえも疑われながら、それでも父が彼を責めることはなかった。自らの力を証明するために、新たな術式を抱かかえ込むことになっても──やがてはそれが、父の生命を食くらうことになると解わかっていたはずなのに、そんなことはおくびにも出さなかった。ありとあらゆる方向から、父は彼を守ってくれた。

　だがそれでも、現実は変わらない。彼は、父の一生の仕事を継ぐことができない。フォーセガルドは魔法の帝てい国こくであり、その源たる『輝き石せき』を支配する魔力こそ、皇帝に求められる唯ゆい一いつの資質なのだ──よりにもよって、彼が持たずに生まれてきてしまった、唯一の才能。

　だからこそ、『そいつ』はここへ来た。

「……ここか」

　父の城、皇宮の一角に佇たたずんで、彼は暗い目をして呟つぶやいた。皇宮内にありながら、独立した建物であるその屋や敷しきは、入り口を衛兵に守られて、おいそれと入り込めないようになっている。……皇宮の他ほかの場所には存在しない、生き生きとした緑に満ちた庭園を持つその屋敷が、『輝石』の影えい響きようを遮さえぎる術式で覆おおわれていたこと──中にいる人間の、強力すぎる魔力を抑おさえる檻おりであったことは、そのときはまだ知らなかった。

　知っていたのはただ、『そいつ』がそこにいるということだけだ。どう足あ搔がいても、父の背負うものを支えられない彼の代わりに、父の全すべてを持っていく者が、この中にいる。

　解っている、それは仕方のないことなのだ。父の仕事は、誰かが受け継がなければならないものである。彼にその力がないのなら、別の人間に継がせるしかない。誰が悪いのでもなく、強しいて言うならば、力を持たない彼が悪いのだろう。

　しかし、理り屈くつではそうと理解していても、この苛いら立だちは消えそうにない。父の息子として、相応しくないのは知っている。けれど、自分が劣おとっていると思うのは嫌いやだった。父の名を汚けがすだけの存在だと思うのは耐たえ難がたかった。

　この苛立ちを解消する方法は、一つしか思いつかない。──自分が『そいつ』よりも勝っていると、証明しなければ。

　屋敷に入り込むのは簡単だった。仮にも皇宮の衛兵が、皇帝の皇子を通さないはずがない。しかし実際に足を踏ふみ入れた屋敷は、想像とは少し違っていた。広い建物の中は、がらんとして静まり返っている。誰かが出てくると思っていたが、人の気配はどこにもない。

　──どうして……？

　普ふ通つうなら、召めし使つかいくらい現れるだろうにと思いながら、彼は勝手に奥へと進んでいった。ここへ来た目的を果たさなければと思ったのもあるが、はじめての建物が珍めずらしかったせいもある。見知らぬ通路の先に、輝かがやく緑が揺れるのが見えた。吹ふき込んでくる風は、独特の香かおりに満ちている。それが草木の──生命の香りだと、彼は知らなかった。冷たい石で作られた皇宮で、そうしたものに触ふれる機会はほとんどない……。

「──何してるの」

　不意に、背後から声がする。ぎょっとして振ふり返った彼は、そこで声の主の姿を見て更さらに驚おどろく。いつの間に近付いていたのか、立っていたのは見知らぬ人間だった。大人ではない、彼と同じ年頃の少年だ。澄すんだ輝きの金の髪かみ、こちらに向けられた顔はまるで人形のように整っていて、それが突とつ然ぜん声をかけられたことに対するものとは別の動どう揺ようを生む──生命を持たないはずの人形が、動き出すのを見るかのような、本能的な違い和わ感かん。

「あ──」

「誰？　何でここにいるの？」

　とはいえ、それが本当に人形ではないことくらいは解っている。相手の少年に続けざまに問われて、彼は我に返った。相手とは違い、彼は少年の正体を知っている。

　しげしげと、相手の姿を眺ながめた。この屋敷に住むはずの、同じ年頃の少年──父の物を何もかも持って行ってしまう、彼の代わりに選ばれた少年。

「──おまえが、イシュトヴァルド？」

　名前を呼ばれた少年は、その綺き麗れいな瞳ひとみを瞬またたいてきょとんと彼を見返してきた。こちらのことを知らないのだから、当然の反応だが、しかしそれがまた彼には許せなかった。意識しているのは自分だけだと、思い知らされる。父の後こう継けい者しやたるこの少年は、彼のことを歯し牙がにもかけていないのだ。

「うん……」

「おまえと勝負しに来た！」

　腹が立って、怒ど鳴なりつけるように宣言する。そのまま、驚く少年の腕うでを摑つかんで、彼は目の前の庭園に下りた。何をするかは決めていなかったが、仕方がない。ここで敵を発見したからには、迷う様など見せられない。

　辺りを見み渡わたして、適当な距きよ離りに目標を探す。少し離はなれたところに立つ木を指差して、彼は言った。

「ここから、あの枝の先についてる木の実を落としてみろよ。おまえ、魔ま法ほう使えるんだろう。魔法使う奴やつは、そのくらいできなきゃ駄だ目めなんだろう」

　それは皇宮の子供がよくやる遊びであり、訓練の一いつ環かんでもある。離れたところから的に向かって、魔法を当てるのだ。今や貴族の証あかしでもある『印』さえあれば、魔法を使うことはそれほど難しくはない。しかし上手に扱あつかえるようになるには修練が要いる。力の使い方を学ぶのに、こうした遊びはうってつけで、子供たちは皇宮の至るところで勝負に熱中しながら、魔法の取り扱いを覚えていく。

「ええ……難しいよ」

　しかし相手の少年は、気乗りしない様子でそう答えた。意外な答えに、彼は暗い喜びと、同時に憤いきどおりを覚える。皇宮の者なら誰にでもできるような、こんなこともできないなんて──こんなこともできないまま、こいつは父のものを受け継ごうというのか。

「何だよ。あれくらいも当てられないのか」

「？　当てるのはできるよ、簡単だよ。でも、落とせるかどうかは解らない」

「はあ？　どういう──」

　意味だ、と問いかける途と中ちゆうで、彼は思わず言葉を切った。少年が何気なく、木の方を指し示したのだ。瞬しゆん間かん、びりっと空気が震ふるえる。魔法を感知できないはずの彼にも伝わる、圧あつ倒とう的な力の気配。

　鋭するどい音を立てて、何かが弾はじけ飛んだ。咄とつ嗟さに目を閉じかけて、しかし彼ははっきりとそれを見てしまった。

「────！」

　たった今まで、あったはずのものが消えている。屈くつ強きような男の二の腕ほどもありそうな太い枝は、無造作にへし折られたようで、生木の白さが妙みように痛々しい。的とした木の実は、それをつけていた枝ごとなくなった。彼の見ている前で、千々に砕くだけ散ったのだ。

「やっぱり、なくなっちゃった。つまんない」

　傍かたわらで、少年が無感動に呟いた。その顔には驚きも恐おそれもない。無む為いに傷つけたものに対する、罪悪感さえも。

　こんなことができる者は、これまでになかった。半ば無意識に、彼は少年から距離を取ろうとする。整い過ぎるほど整った顔立ちも、無む垢くな振ふる舞まいも、今となっては人間離ばなれした異様なものとしか思われない。子供の魔ま法ほう遊びなどとは次元の違ちがう力を操あやつって、けれどそのことを何とも思っていないのだ。

　だが、それ以上離れることはできなかった。彼が退どくより早く、少年が素す早ばやく手を伸のばす。上着の裾すそを摑まれて、ぎょっとして固まった彼に向かって、少年は平然と言った。

「じゃあ、今度はそっち」

「は……？」

「君の番だよ。やって見せてよ」

　あの木でいいよ、と今度は別の木を的に示す。たった今見せられた現象が脳のう裏りを過よぎり、彼は一いつ瞬しゆん反応することができなかった。あんなこと、できるはずがない。普通の『印』持ちの子供にだって難しいだろうに、ましてや『印』を持たない彼には絶対に不可能だ。

「…………」

　絶対に──けれど、それでは何のためにここに来たのか。

「……言っとくけど、俺は、枝を折って木こっ端ぱ微み塵じんにしろなんて言ってないんだからな。単に、ここから的に当ててみろって言っただけなんだからな」

　魔法が使えないからできないなんて、言いたくはなかった。『印』がなくとも、他の人間と変わらない、むしろそれ以上のことができると証明したかった。

　ポケットに手を突つっ込んで、彼は道具を取り出す。持ち歩いているばね仕じ掛かけの玩具おもちやは、城に出入りの職人の手を借りながらも自力で作ったものだ。小石を嵌はめて引き金を引くと、勢いよく飛び出す仕組みで、上手うまく狙ねらえば石を遠くの標的に当てることができる。

「──馬ば鹿かにするな」

　魔法だけが、この世の全すべてなどであるものか。たとえ魔法がなくとも、別の知ち恵えと力で、必ず同じ結果に辿たどり着ける。自分にその力があると信じている。他ほかの誰だれよりも、父の仕事を守りたいと──その任に堪たえ得る人間でありたいと、願っているのに。

　軽く空を切る音が響ひびいて、離れた場所で枝が揺ゆれた。狙いは違たがわず、小石が的になった木の実を見事撃うち落としたのだ。

「…………」

　成功を誇ほこったのは一瞬、しかしすぐに暗あん澹たんたる気持ちに襲おそわれて、彼は己おのれの成果から目を背そむけた。確かに目的は果たした。だがそれに何の意味があるだろう。少年の力は、誰が見ても圧倒的に優すぐれていると解わかる。今の彼にできることでは、到とう底てい及およばないくらいに……。

「！」

　不意にがしっと腕を取られ、彼は驚いて息を吞のんだ。見れば側にいた少年が、彼の右みぎ腕うでに取りついている。そのまま、彼の手から無言で仕掛けを取り上げようとしたので、彼は慌あわてて振り払はらう。

「何するんだ！」

「それがいい」

「はあ？」

「それやりたい。ちょうだい」

　あまりにも率そつ直ちよくすぎる要求を口にして、少年は手を差し出してくる。真っ直すぐに見つめてくる瞳は、彼が望みのものを献けん上じようすることを疑ってもいない様子だ。彼は呆あつ気けに取られ、次いで腹を立てた。こいつは何を考えているのか。

「や、やるわけないだろ！　おまえになんかやるもんか！」

「！　何で!?」

「何でって、これは俺が作ったんだから、俺のものだ……って、放せよ、馬鹿！」

　再び強ごう引いんに、彼の仕掛けを奪うばおうと飛びかかってきた少年を怒鳴る。だが相手も引かなかった。怒おこったような泣きそうな顔をして彼を睨にらむと、手を放さないまま叫さけぶ。

「嫌いやだ！　やらせてよ、君ばっかりずるい！」

　意味が解らない。この少年には、こんな仕掛けは必要ないではないか。魔法さえあれば、こんな細工に頼たよることなんてないはずなのに。

「おまえは魔法が使えるだろ！　ずるいのは、どっちだよ──これ以上、何が要るっていうんだ！」

　彼から何もかもを奪っていくくせに、それで何が不満なのか。だが、答えは予想しないものだった。だって、と少年は憤ろしく言い返してくる。

「そっちの方が恰かつ好こういいじゃないか！　魔法なんかより、ずうっといい。どうしてやらせてくれないの？」

　一瞬、言葉を失う。そんなことを言われたのは、はじめてだった。仕掛けはあくまで、魔法の代だい替たい品だ。魔法ができることを、別の手段で行う。人並み以下の彼を、人並みにしてくれる、ただそれだけのもの。

　けれど、睨みつけてくる少年の眼まな差ざしは真しん剣けんだ。本気で、彼の作った仕掛けを狙っている──魔法のあるなしにかかわらず、彼の力が認められた、これがはじめて。

「……そこまで言うなら、触さわらせてやってもいいけど」

「ほんと!?　くれるの？」

「やるか！　触らせてやるだけだって言ってるだろ！　大体、他人のものをいきなり取ろうとするなんて、それ泥どろ棒ぼうだ」

「だって欲しいんだもの」

「理由になってない！　手を出す前に、することあるだろ」

　先に断りの一つも言えないのかと厭いや味みっぽく言ってみたが、驚おどろいたことに少年はきょとんとするだけだ。それで何が悪いのかという顔をしている。

「することって？」

「……まずは、『貸してください』だろ」

　どうやら本当に、少年の思いつく中にその言葉はないらしい。戸と惑まどった様子の相手に、彼は苛いら立だちを覚える。つまり、こいつはそんなことを言ったことがないのだ。望むものは与あたえられて当然、頭を下げることなどない──次の皇こう帝ていとなるべき、選ばれた子供には。

「おまえの態度次し第だいでは、貸してやってもいいけど」

　つい意地悪な気分になって、彼はわざとらしく尊大に言った。

「俺に、お願いしますって言ったらな。ちゃんと頭下げなきゃ駄だ目めだからな」

　これまで他人の許しを請こうたことのない人間には、屈くつ辱じよく的だろう。どんな顔をして嫌がるか見てやろうと、暗い考えを抱いだいた彼は、しかし次の瞬間びっくりして目を瞬またたいた。少年は躊躇ためらいなく地に跪ひざまずくと、そこに頭をつけるようにして言ったのだ。

「貸してください、お願いします」

「…………」

「これでいい？」

　ぱっと顔を上げて、少年が尋たずねてくる。彼は咄嗟に答えられなかった。そこまでしろなんて言っていない。何かとんでもなく悪いことをした気になる──けれど彼を見上げる少年の表情には、責めるような気配は少しもなかった。どころか、その瞳ひとみは期待に満ちて輝かがやいてさえいる。少年は、何とも思っていないのだ。彼に頭を下げることを恥はずかしいこととも、魔法を使えない彼を劣おとっていると思うこともない。

　──……そうか。

　こだわっているのは、自分の方だ。魔法が使えないことを恥はじて、そんな自分を認めないのは周りだけではない、彼自身からしてそうなのだ。

　でもきっと、この少年は違う。自身が圧あつ倒とう的な力を持つ者からしてみれば、他人に少しばかりの力があろうがなかろうが、どうだっていいことなのかもしれない。

「……馬鹿、おまえ何やってるんだよ。そんなこと、平気でするなよな！」

　ならば、彼もそう振ふる舞まうべきだ。相手に手を差し出しながら、彼はそう思った。自分が劣っていないと信じるのなら、他人が自分を見下げるものだと考えることはないはずだ。誰かを恨うらんだり、妬ねたんだりする必要はない。驕おごるでも、卑ひ屈くつになるでもない──彼だけにできることだって、きっとどこかにあると信じる。

　少なくとも、こいつの前では、そう信じているべきだろう。起き上がらせて、望みのものを手て渡わたすと、少年は心底嬉うれしそうに笑った。

　──思えばそれが、魔法を持たない彼が、魔法を持たないままで認められた、生まれてはじめての瞬しゆん間かんだったのだ。
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　だから、それから数年経たってこう言われたとき、彼が動どう揺ようすることはなかった。

「ロキ。──おれ、『儀ぎ式しき』を受けろって言われたよ」

　何気ない調子でイシュトが切り出した言葉が、何を意味しているのかはすぐに解った。『儀式』とは、皇帝の位を引き継つぐためのものだ。帝てい国こくの魔ま法ほうの源である『輝き石せき』、それを制せい御ぎよする『ヴァルシウスの術式』を維い持じする役を、今度はイシュトが負うことになる。それがこの国における、帝てい位いの正体だ。

「そうか」

　現皇帝である父が倒たおれ、日に日にその力を失っていく現在、こんな日が来ることは解っていた。ロキシスは一つ頷うなずいて答える。

「受ければいい。おまえほど、それに相応ふさわしい人間は他にいない」

　本当は、自分がそれをしたかった。父の帝国を支えることが、自分の使命だと言いたかった。けれど、自分に帝位を継ぐ資格はないと解っている。人が空を飛ぶことができないように、意志や願望ではどうにもならないことなのだと。

　努めて平静を保ったロキシスの答えに、しかしイシュトはまだ何か言いたそうな様子だった。珍めずらしく考え込むような顔をして、少しの間黙だまっていたが、やがてもう一言だけ問うた。

「……ロキは、おれが皇帝になったら、嬉しい？」

　ああ、やっぱり気にしているのかとロキシスは思った。彼の望みを知っているイシュトは、自分がそれを奪うことになると思っているのかもしれない。

　それは違ちがうと、はっきり言わなければならない。はじめから、決まっていたことだ。

「もちろんだ。おまえには、この国を支えるだけの力がある。俺には絶対にできないことが、おまえにはできて……帝国もそれを望むだろう」

「…………」

「それに、おまえがこの国を支えてくれれば、俺にもできることはあるだろう」

　魔法の帝国に対しては、まるで無力のロキシスでも、イシュトに対してはそうではない。彼の力になりたいと思う。ひいては、それが父の帝国に仕えることに繫つながるのなら、他ほかに望むことなどない。

「誰だれが文句言ってきても、必ず追い返してやる。俺を信じてくれていい。──新しん帝てい陛下に、忠誠を誓ちかう」

　それが、噓うそ偽いつわりのない本心だ。突とつ然ぜん、力を込めて言った彼に、イシュトは目を瞬くと、やがてにっこり笑う。幼いあの日、ロキシスの手から、小石を弾はじく玩具おもちやを渡わたされたときと同じように。

「ロキがいいなら、おれもそれがいい。じゃあ、そうするよ──君が喜んでくれるなら」







　……あのとき、言うべき言葉を間ま違ちがえたと思ったのは、それからだいぶ後のことだ。

　もし過去に戻もどれたとしても、それを言うことはできなかっただろう。この国のために、イシュトには帝位についてもらわなければならなかった。けれど、それと解わかっていてなお、思わずにはいられない。その一言ですら、彼にあげることはできなかったのか──ロキシスには不可能だったとしても、他の誰かが、彼に言ってやることはできなかったのか。




　他の思おも惑わくでなく、彼の意志を。

「おまえはどうしたいんだ」と、一番に尋ねる誰かが、彼の側にいてくれたなら。
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　借り物の剣けんが、空を切る。皇宮へ来てから、ロキシスに借り受けた真剣は彼女のものではないが、日々訓練に使っているうちに、次第に手に馴な染じんできた。

　だから今、その動きが精せい彩さいを欠いているのは、借り物の剣のせいではない。街で暮らしていた頃ころから、既すでに習慣となっている訓練の型を漫まん然ぜんとなぞりながら、ルーナはふと視線を巡めぐらせた。少し離はなれた庭木の下、木こ漏もれ日がきらきらと零こぼれる心ここ地ちよさそうな木こ陰かげには、今は誰の姿もない。少し前までは呼びもしないのに現れ、返事もしないのに勝手に何だかんだと話しかけてきて、彼女の邪じや魔まをしてくれる人間がそこにいたのだが。

　──イシュトの奴やつ……何なんだ。

　ずっと、邪魔だと思っていた。いないならいない方が清々する……と思っていたのだが、いざ本当にその姿を見なくなってしまうと、不思議なことに落ち着かない。いつもの、あの男の気き紛まぐれなら別に構わない。しかし……。

　──……やっぱり、あれのせいか……？

　思わず我が身を振ふり返ってしまうのは、それなりに疾やましいところがあるからである。ルーナは、最後にイシュトと顔を合わせたときのことを思い出した。あの仄ほの暗ぐらく、危険な場所に、彼が彼女を迎むかえにきてくれたときのことを。

　元はといえば、イシュトの方が悪かったのだとは今でも思っている。出会ったときから一方的に「愛してる」などと嘯うそぶいて、嫌いやがるルーナの声はまるで無視して好き放題にやってきたのだ。それでも、多少の強ごう引いんさは我が慢まんして流すこともできたが、さすがに力で押し倒されては黙っていられない。ルーナは隙すきを突ついてイシュトを引っ叩ぱたくと、その足で姿を消した。

　といっても、皇宮に身み柄がらを囚とらわれている立場上、皇宮内の今は使われていない区画に潜せん伏ぷくしただけの家出だったが、それでも行方ゆくえを晦くらますには十分だったらしい。長い歴史の中で、増改築を重ねた広大な皇宮は、今や迷めい宮きゆうも同然であり、その全ぜん貌ぼうを把は握あくする者はまずいないであろうという有様なのである。たとえ皇宮の主あるじであるイシュトにしても、それは同様だ。

　ルーナとしては、単に彼の態度が気に入らず、一人になりたくてした家出だったが、しかし再会したとき、イシュトの態度は思いがけず変化していた。とある騒そう動どうの末、期せずして顔を合わせた彼は、それまで彼女が彼の口からは聞いたことのない言葉を告げたのだ。

　──おれが悪かった。

　これまでは、ルーナにどれだけ非難されてもどこ吹ふく風、むしろ構われて嬉しいといった程度の反応しか見せたことのないイシュトが、真剣にこんなことを言うとは思わなかった。彼にとって、ルーナは常に興味深い玩具でしかなかったはずだ。少なくとも、ルーナにはそう扱あつかわれているとしか思えなかった。愛していると言いさえすれば、何をやっても許されると思っている。どれだけ彼女が嫌がっても、自分さえよければ構わないというような『愛』など、誰が信じられるというのか。

　──君がどこにいてもいい。何をしてても、好きなところに行っても……おれの側にいなくてもいいけど。

　──いなくなるのは、止めてくれ。

　ルーナの身を皇宮に捕とらえ、どこにも行かせないなどと宣言していた彼からは、決して出てくるはずのない言葉。しかし虚きよ言げんと疑うにはあまりにも、その響ひびきは真しん摯しだった。きつく抱だきしめる腕うでは束そく縛ばくではなく、大事なものを何からも守ろうとするようで──だから思わず、ルーナも手を伸のばしてしまった。

　互たがいの背に腕を回した体勢で、そのまましばらくじっとしていたのは、イシュトが彼女に寄り掛かかるようにして眠ねむってしまったせいもあるが、ルーナもそれが嫌ではなかったからだ。感じる重みに、腕の中にある相手の身体からだの確かな気配に、妙みようにどぎまぎしてしまう。先刻向き合った彼の顔が、記き憶おくに蘇よみがえる。相変わらず、非の打ち所がない綺き麗れいな顔だったが、少しやつれたように見えたのは気のせいだっただろうか。

　──もしかして……本当に心配してくれたのかな。

　ルーナを意のままにすることにしか興味がなかったはずの彼が、こんな風に彼女を抱きしめるほどに。ようやく見つけた彼女の姿に安あん堵どして、抱きしめたまま意識を手放してしまうくらいに。

　思えば、誰かにこんなに心配されるのははじめてかもしれない。彼女を引き取って育ててくれたユミルも、剣を教えて面めん倒どうを見てくれたイェーガも、家族のようにちゃんとルーナのことを心配してくれたけれど、彼らの一番がお互いであることは昔から知っていた。

　もちろん、気き遣づかいに順番など付けるものではない。気にかけてくれただけで十分ありがたいと思ってきた。けれど、それでも心のどこかで望んでいなかったといえば噓うそになる──他の誰よりも一番に、彼女のことを心配してくれる誰かがいてくれたなら。

　……しかし、そんなことを考えていられたのはそこまでだ。静かだった空間に、突とつ如じよとしてばらばらと大勢の足音が聞こえ、ルーナははっと我に返る。ここで起きた騒動を収しゆう拾しゆうするべく、皇宮の兵士たちが一足遅おくれて駆かけつけてきたのだと悟さとった瞬しゆん間かん、それと意識しないうちにイシュトを振り払はらってしまった。このままでいるところを、他人に見られてはいけない気がしたのだ。何な故ぜか顔が熱くなる。

　まったくの不意打ちを食らわされる形になったイシュトは、いい迷めい惑わくだったに違いない。間かん一いつ髪ぱつ、床ゆかに頭を打ちつけることは避さけられたものの、正体を失っていたところに突然の仕打ちを受けて、一いつ瞬しゆん何が起きたか解らないような顔をしていた。が、やがて身を引いて固まっている彼女を訝いぶかしげな目で見やったから、何をされたか察しはついたのだろう。

　──だから、悪かったって……。

　咄とつ嗟さのことで、悪意があったわけではないとはいえ、ひどい振ふる舞まいをしてしまったのは確かである。すぐに兵士が踏ふみ込んできて、その場はそれきりになってしまったから、次に会ったときには謝ろうと思っていたのだが、それから半月が経たとうとしている現在まで、イシュトが彼女を訪ねてくることは一度もなかった。あれきり、音おと沙さ汰たがない。

　こんなことは、彼女が皇宮にやってきて以来なかった。どんなにルーナが拒きよ否ひしても、けろっとして日々この屋や敷しきに通ってきていたのに、突とつ然ぜん顔を見せなくなるなんてどういうことか。悪いことをしたとは思うが、そんなに腹を立てることはないではないか。これまで自分がやらかしてきたことを省かえりみるべきだ……。

「…………！」

　が、そう思った瞬間に、我が身の振舞いも脳のう裏りを過よぎる。イシュトにちょっかいを出されるたびに、近付くなとかどこか行けとか帰れとかもう来るなとか、散々言い放っていたのだ。もしかして、今いま更さらながらにあの言葉を真に受けているのか。それで変に気を回して、彼女の前に現れないでいるのだろうか。少し前なら自信を持って、あの男に限ってそんなことがあるわけないと言えたのだが、彼女を抱きしめたあのときの態度を思い返すと、何とも言えなくなってしまう……。

「──おい」

　突然、近くから声をかけられた。予期せぬ声は男のもので、ルーナははっと息を吞のんで振り向く。一瞬、視界に見慣れた姿が飛び込んできた気がした。金の髪かみに陽光を煌きらめかせ、木漏れ日の下に立っている──いつものように。

　──やあ、ルーナ。何やってるの？

「ルーナ、おまえ何してるんだ。そんなところでぼうっとして」

　しかし、幻げん影えいは瞬またたく間にかき消えた。不ふ審しんそうに彼女を見やってそう言うのは、別の人物だ。とはいえ、こちらも馴な染じみのある相手ではある。普ふ段だんなら、そのぶっきらぼうな言い方を聞き間ま違ちがえるはずなどない、この屋敷の主だ。

「……何だ、ロキか」

「何だとは何だ。失礼な奴だな」

「あ、いや……」

　思わず零してしまった言葉に、ロキシスは不満げな顔を見せる。しまった、とルーナは後こう悔かいした。別に、彼を軽かろんじたつもりはないのだが。

　しかし、今時分に彼が屋敷にいるとは珍めずらしい。見上げた空には、まだ太陽が明るく輝かがやいていて、忙いそがしい宰さい相しよう閣下が自じ邸ていに戻もどってくるには早すぎる。

「どうしたの。今日は仕事終わり？」

「いや、また出かける」

　案の定、そんな答えが返ってきた。相変わらず多た忙ぼうのようだが、それも当然だろうとルーナは納なつ得とくしている。あの騒動──図はからずも、家出したルーナが遭そう遇ぐうし、ひいてはイシュトと再会するきっかけとなった一連の騒動は、こともあろうに帝てい位いを巡めぐる陰いん謀ぼうであったのだ。結果として、大きな被ひ害がいは出なかったが、重大な事案には違ちがいなく、帝てい国こくの宰相であるロキシスは、その対応に追われざるを得ない。

　彼がどういう思いで、その仕事をこなしているのか、ルーナには解わからない──かつて確かに信しん頼らいしていた部下が、こんな陰謀に手を染めたと知るのは、どんな気分なのか。

　皇宮騎き士しベルダ、以前には『精せい霊れいの民たみ』として密ひそかに皇宮に匿かくまわれる立場のルーナの護衛兼けん監かん視し役として、彼女の側近くに付けられたこともある彼が、この企たくらみに関かかわったことは、とうにロキシスも知るところだ。ルーナが、頼たのまれもしないのに陰謀を阻そ止ししようと動いたのは、一つにはベルダが関わっていることを知ってしまったからだ。未然に陰謀を潰ついえさせ、ことの露ろ見けんを防ぎたかったが、成功しなかった。陰謀者たちはことごとく捕らえられたと聞く。

　おそらくはベルダもそうなのだろうが、しかしロキシスにそれを訊きくのは憚はばかられた。ルーナに近付けたことからも、ロキシスにとってあの皇宮騎士は、重要な秘密を任せるのを躊躇ためらわない相手だったと解る。受けた衝しよう撃げきは、他ほかの人間の比ではないはずだ。ロキシスもまた、そのことについては何も言ってはくれなかった。彼が自分から話してくれるのを待つか、あるいはイシュトに訊こうと思っていたのだが、今のところそのどちらも実現していない。

「そうか、お疲つかれ様。それで、私に何か用？」

　まさか、ベルダの件を話してくれるわけでもないだろうが、と思いながら尋たずねてみる。宰相閣下の注意を引くようなことを仕出かした覚えはないのに、と怪け訝げんに思うルーナの前で、ロキシスは怒おこったような呆あきれたような顔をした。

「何か用、じゃない。おまえこそ何のつもりだ──そんなもの引っ提さげて」

「あ」

　言われて気付いた。いつの間にか、身の入らないまま剣けんの稽けい古こは中断してしまっていたが、手にした剣は未いまだに抜ぬき身のままだ。剣を扱う者としては、恥はじとも思うべきしまりのないことである。ルーナはそそくさと剣を鞘さやに戻したが、しかしロキシスが言いたいのはそのことではないらしい。

「何だって、剣なんか振ふり回してるんだおまえは。怪け我がはどうした」

　ああ、とルーナは思い出した。例の騒そう動どうに際して、陰謀を止めようとした彼女は、敵に手傷を負わされたのだった。そのときは剣を構えることができず、万事休すかと思ったが、今は粗あら方かた治っている。

「もう平気。何ともない」

「噓つけ。あんな傷が、そう簡単に治るか」
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「大だい丈じよう夫ぶだったら。あのさ、ロキ、私の商売忘れてないか？」

　闘とう技ぎ場で魔ま獣じゆうと戦う〈剣ノ舞まい姫ひめ〉には、この程度の怪我はつきものだ。ましてや彼女は、そもそもは剣けん闘とう士しとして闘技場に立っていたのである。このくらいは、怪我のうちにも入らない。

「もう傷は開かないし、問題ないよ。それより、身体からだを動かさないと鈍なまってしまう。完全に痛みが消えるまで待ってたら、きっと動けなくなる。今のうちから訓練しないと」

「雑な奴やつめ」

　ルーナにとっては当然の行動だが、しかしロキシスは感心しない様子だ。その顔にあからさまに、信じられないことをするという表情を浮うかべながら、ため息をついて釘くぎを刺さす。

「ここは闘技場じゃないし、おまえを戦わせるつもりもない。いいから余計なことをせず、大人しくしていろ」

「本当に平気なんだったら」

「自分の身体くらい、もっと大事にしろ。……損そこなっても、替かえがあるわけじゃないんだから」

　不意に、その声が低くなる。ルーナは、思わず目を瞬いて相手を見返した。一瞬、その顔に見慣れない翳かげりが過ぎった気がしたのだ。しかしルーナがそれを確かめようとしたときには、既すでにロキシスはいつもの顔に戻っていた。

「頼むから、無理はしてくれるなよ。この上、おまえの面めん倒どうまで見てやる余よ裕ゆうはないんだからな」

　ぶっきらぼうな物言いは、しかし気き遣づかいの現れだと、ルーナには解っている。責任感が強いというか面倒見が良すぎるというか、ルーナをこの屋敷に置いておく以上は、彼女の身の安全も自分の管かん轄かつだというのが、ロキシスの認にん識しきであるらしい。

　きっと今も、たまたま通りすがりに彼女が剣を持っているのを見つけて、声をかけてきたに違いない。言うべきことは言ったと思ったのか、ほどほどにしろよ、と言い残して立ち去ろうとする。頷うなずいて別れかけたルーナは、はたと気付いてその後ろ姿を呼び止める。──ルーナの面倒を見る余裕はなくても、彼が必ず面倒を見ているであろう人物の消息を尋ねなければ。

「あ、待って、ロキ」

「何だ」

「あの……イシュトは、どうしてる？　最近、全然顔を見ないんだけど」

「…………」

　ロキシスは無言で振り返った。探さぐるような一いち瞥べつを向けられ、ルーナは慌あわてて言葉を継つぐ。変なことを言ったつもりはないが、そんな目で見られると気まずいのは何な故ぜなのか。

「いや、だって急にここに来なくなったから……そ、それに、一いつ緒しよに図書館に行ってくれる約束もあるし」

　古い文ぶん献けんから『精霊の民』というものの詳しよう細さいを探ろうという試みは、結局中断したままである。イシュトの不ふ埒らちな行いは許し難がたいが、本人の言動からすると反省してはいるようだし、それなら協力してもらった方が都合がいい。……そう、そのために来てほしいだけだと主張するルーナに、ロキシスは一いつ瞬しゆん表情を緩ゆるめた。と思ったら、何もかも解ったと言わんばかりの顔をして頷く。

「なるほど。そんなにイシュトに会いたいのか」

「違う！　私も用事があるから、仕方なく……！」

「しかし解らんな、どういう心境の変化だ？　まさかあいつの口車にほだされたのか。信じられん」

「そんなわけあるか！　人の話を聞いてよ！」

　その上、意地の悪い笑えみを向けられては、尚なお更さら平然としてはいられない。思わず荒あらい口調で言い返してしまった。こうなると、真面目まじめに気にかけているとは言いづらい。

「……もういい。よく考えたら、いなければいない方が邪じや魔まが入らなくていいし」

「おまえが会いたがって泣いてたと伝えておく。きっと喜ぶだろう。鬱うつ陶とうしいが」

「噓うそ言うな！　余計なこと言うのは止めてくれ」

「……まあ、心配しなくても、あれはしばらく、ここには来られないと思うが」

「？　忙しいの」

「まあな」

　ロキシスは素そっ気なく答える。およそそうだろうと思っていたルーナは、やはりと納得した。常つね日ひ頃ごろならともかく、帝位に対する陰謀が露見して、皇こう帝ていその人が蚊か帳やの外でいられるわけがない。いつもはロキシスに押し付けていられる仕事でも、この時勢ではイシュトの存在が必要なことも多いだろう。

　となれば──きっと、まだしばらくは会えないのだろう。

「ロキ」

　再び踵きびすを返して立ち去ろうとするロキシスを呼び止める。まだ何かあるのかと、振り返った彼に、ルーナは言った。

「身体に気をつけてって、伝えてくれ。……ロキもだけど、忙いそがしいのは解るけど、無理はしないようにね」

「今まで剣を振り回してたおまえが言えた義理なのか、それは」

「あー、私も気をつけるから、そっちもさ。それこそ、替えはきかないんだから」

「……解った」

　伝えておく、と呟つぶやいて、今度こそロキシスは背を向けて去った。

　──……しばらくは、来ないのか。

　その背を見送って、やがてルーナはそっとため息をついた。再び一人になった庭園は、常より広く、よそよそしく思える。……いつもの木の下に、見慣れた人ひと影かげが現れないことがはっきりすると、何やら急にやる気を殺そがれ、ルーナもまた剣を手に、建物の中へ引き返した。
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　その屋や敷しきに足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、ロキシスは思わず舌打ちをした。がらんとした建物には、寒々しい空気が満ちている。実際に気温が低いということではない。物音一つしない、虚うつろな空間──生きているものの気配の欠けた場所。

「……あの馬ば鹿か」

　殺風景な通路に並ぶ幾いくつもの扉とびらには、目もくれずに通り過ぎる。壁かべに絵の一つもなく、床ゆかに敷しき物ものが敷しかれているでもなく、方向の目印になるような特とく徴ちようはない。はじめて足を踏み入れた者なら迷ってしまいそうな屋敷だが、ロキシスには特に問題ではなかった。幼い頃ころを過ごした場所なのだ、目を瞑つぶっていても歩ける──もっとも、彼が父と暮らしていた頃は、こんな廃はい墟きよのような様相を呈ていしてはいなかったのだが。

　憤いきどおりに任せて歩いてきたロキシスだが、しかし目的の扉の前まで来ると、その勢いも殺がれてしまう。いつもなら──これまで通りの、何もない日であったなら、遠えん慮りよなく扉を蹴けり開けてやるところだ。けれど今は、それも躊躇ためらわれる。

　一つ、息をつく。蹴り開けるどころか、音を立てないようにそっと扉を開けて、中の様子を窺うかがう。予想通り、何の反応もない。しんと静まり返った薄うす暗ぐらい室内に、ロキシスは極力足音を抑おさえて滑すべり込んだ。

　屋敷の他ほかの場所と同様、目に付く物のない部屋、その中にあって唯ゆい一いつの調度である寝しん台だいに歩み寄る。気配さえ感じさせないほど静かに、ぐったりと目を閉とざして身み動じろぎもしない相手の様子を見つめる。

「──イシュト」

　小さく名を呼んだが、答えはなかった。それならその方がいい。眠ねむっていれば、少しは身体も楽かもしれない……しかし、そう考えること自体が気休めに過ぎないのだろう。苦しそうな表情こそしていないが、血の気のない顔は青白く、どう見ても体調が回復しているようには見えない。

　あれから、もう何日経たったのか。

　──ロキ。その……ごめん。

　ただ、疲つかれただけだと思っていたのだ。多分に自じ業ごう自得なところがあるとは言え、ルーナがロキシスの屋敷から出て行って、居所も解わからずにいる間のイシュトの落ち込み様は、昔むかし馴な染じみの目から見ても、かなり常じよう軌きを逸いつしていた。食べもせず、眠りもしない。もちろん他のことなど目にも入らない。……皇宮中で使われる無数の魔ま法ほうの反応の中から、万一生じるかもしれない彼女の痕こん跡せきを探し当てようなどという、執しゆう念ねん深いにも程ほどがあることを思いついて実行する辺りが、全力で彼女に嫌いやがられているのではないかと思わなくもないが、結果的にそれで上手うまくいったのなら良しとすべきか。

　ともあれ、いかにイシュトとはいえ、この広大な皇宮全すべてを収めるような大規模術式を、数日に亘わたって維い持じし続けるような真ま似ねをして、平気でいられるはずもない。馬鹿げたことをするからだ、さっさと休んで治せ、と呆あきれて言ったロキシスに、しかしこの男はとんでもない答えを返してきたのだ。笑いながら。

　──多分、無理じゃないかな。残念ながら、そろそろ時間切れみたいだ。

　その言葉が、何を意味しているか解っている。いつか必ず、訪おとずれる日が来ると知っていた。──その身を賭として『輝き石せき』を御ぎよするフォーセガルドの皇帝が、避さけることのできない運命。

「…………」

　ロキシスは、再び目の前に意識を戻もどす。飽あきるほどに見慣れた顔……しかしふと、奇き妙みような違い和わ感かんにぞっとする。あまりにも静かで、身動き一つしなくて、まるで出来のいい人形みたいで──本当に息をしているのかどうかさえ、確かめられない。

「……うん……？」

　息いき詰づまるような焦しよう燥そうに急せかされて、手を伸のばす。思わず触ふれてしまうと、同時に微かすかな声が聞こえて、ロキシスははたと我に返った。しまった、起こしてしまった……けれど、良かった。

「あれ……ロキ……？」

　密ひそかに息をつくロキシスを、寝ね起おきの掠かすれた声が呼ぶ。目を覚ましたイシュトは、何度か瞬またたきをすると、怪け訝げんそうな顔をした。

「何してるんだ、こんなところで……暇ひまなの？」

「何だその言い草は！　おまえの様子を見にきたに決まってるだろうが」

「えー……お忙しい宰さい相しよう閣下に、ご足労いただくようなことは何もないと思うんだけど」

「ふざけるな、馬鹿」

　冗じよう談だんめいた軽口を、本気で叱しかりつけそうになる。そんな口を叩たたいている場合ではないだろうに。……そもそもこいつは、自分の状じよう況きようが解っているのか。

「ああそうだ、忙しいんだ、俺は。ずっとここにいられるわけじゃない。──何で、召めし使つかい連中を追い返した」

　今はイシュトが主あるじであるこの屋敷に、召使として仕える者はごく少数しかいない。しかもそれは彼に仕えているというよりは、建物を住居として維持する仕事を担になっているという方が正しい。イシュトは彼らを側に寄せず、やむを得ない場合を除いては顔も合わせない。

「おまえのやり方は知ってるが、誰だれか近くに置いておけって言っただろう。何かあったらどうするんだ。……俺が、ずっとついててやれるわけじゃないんだから」

　彼らに密かに、イシュトの様子を見ていてくれるよう頼たのんでおいたのはロキシスなのだが、しかしこの状況を見れば、彼の言葉が果たされていないことは明らかだ。とはいえ、皇宮の召使が理由もなく、与あたえられた仕事を放ほう棄きするはずもない。そしてロキシスの指示を、問答無用で打ち消すようなことができるのは一人しかいない。

「別に、追い返したりなんかしてない。お互たがいに、気き詰づまりなことはしたくないだろうって言ったら、喜んで消えてくれたよ。大体、ロキが悪いよ。彼らがおれに近付きたがらないの知ってるくせに、無む理り強じいは良くない」

「他人ひと事ごとみたいに言うな。自覚があるなら改善しろ」

　皇宮の召使たちの間において、イシュトの評判は最悪に近い。嫌きらわれているというよりは、ただひたすら怖こわがられている。元はと言えば彼がごく幼い頃、何か気に入らないことがあるたびに、近くにいる召使たちにちょくちょく悪戯いたずらをしていたのが原因らしい。……本人の感覚では『悪戯』だろうが、既すでにその当時から、大人の目にも桁けた外はずれの魔ま力りよくを有していたことを考えると、とんでもないことであったのだろうという想像は容易につく。

　確かに、危険なことではある。しかしこの場合、問題はイシュト自身にあるのではなく、ものの善悪も解らない、年とし端はもいかない子供を、叱って躾しつける大人が誰一人いなかったことではないかとロキシスは思う。はじめて出会ってもう随ずい分ぶん時が経つが、ロキシスの知る限り、イシュトに人を傷つけて喜ぶような趣しゆ味みはないはずだ。子供の頃には、乱暴な喧けん嘩かも多くしたが、弾はずみでどちらかが怪け我がをしたときなど、互いに妙みようにしょんぼりして、謝り合ったりしたものだった。

　にもかかわらず、今なおイシュトが、近寄れば何をされるか解らないと恐おそれられているのは、本人が一向に誤解を解こうとしないからである。どころか、敢あえて愛あい想そうのない顔をして、冷たい態度を取ったりする。興味のない他人が近くにいるのは面めん倒どうだなどと言うのだが……興味のある人間に対しては、相手に面倒がられても距きよ離りなく接するくせに、よく言えるものだ、とロキシスは呆れざるを得ない。彼の幼馴染が、召使たちの思うような悪い人間でないのは確かだが、偏へん屈くつで変わり者なのは否定できない。

「今いま更さらだな。それに、まだ誰かの世話になるほどのことはないよ。今日明日に、どうにかなるわけじゃないと思うし」

　その内容には不ふ釣つり合いなほど、あっけらかんとそう言って、イシュトは身体からだを起こそうとする。素す早ばやくそれを押し留めながら、ロキシスはため息をつくと、寝台の端はしに腰こしを下ろした。

「いい、寝ねてろ。……具合はどうだ」

「悪くないよ。このまま何事もなければ、まだ持つだろう。それくらいは、持ってくれなきゃ困る──いろいろと、片付けなきゃならないことがあるしね」

「…………」

「ロキ、前におれが言ったこと、考えてくれた？」

　まるで明日の予定を尋たずねるような、何気ない口調。ロキシスは密かに拳こぶしを握にぎりしめる。そんなに簡単に言えるようなことか。

　しかしもちろん、イシュトは解って言っているに違ちがいない。解っているから、言わなければならないのだ。──彼の訊きく『明日の予定』は、彼が生きて見ることのない明日なのだと。

「──ヒューレイ・ストラシアか。……どうしても、あいつでないといけないのか？」

「おれの知る限り、彼以上の適任はいないよ。おれが死ぬ前に、今まで知られてなかったすごい魔力の持ち主が現れたりするなら話は別だけど、そんな都合のいいこと起こりそうもないし」

「…………」

「だったら、彼しかいない。次に『ヴァルシウスの術式』を受け継つぐのは、彼だ」

『ヴァルシウスの術式』を継ぐ──つまりは次に帝てい位いにつく、次代の皇こう帝ていとなること。フォーセガルドの皇帝となるには、ただ一つの才能だけが要求される。初代皇帝ヴァルシウスが生み出した術式──『輝石』の力を汲くみ上げて、魔法の源として利用するためのそれを、制せい御ぎよできるだけの魔力が必要なのだ。

　ストラシア家は、かつて何人もの皇帝を輩はい出しゆつした名家である。遺伝の悪戯と言うべきか、魔力を受け継ぐ優ゆう秀しゆうな一族の血を引いたからといって、皆みなが皆、優秀な能力を持って生まれてくるわけではないのだが、その点、ヒューレイはストラシアの名に相応ふさわしい恩おん恵けいの全てを与えられたような人間だ。幼い頃ころから、その能力はつとに知られていた──もしイシュトがいなければ、ロキシスの父の帝位は、そのままヒューレイに引き継がれていただろうというほどに。

　先の、ヒューレイの叔父おじに当たるヘムダル・ストラシアの暴走も、その辺りに遠因がある。甥おいが帝位を支えられる目算があったからこそ、皇帝をすげ替かえようなどという発想ができたのだ。それにしても、とロキシスは皮肉に考えた。イシュトがやがて誰を後こう継けいにする心積もりであったかも知らず、馬ば鹿かなことをしたものだ。強ごう引いんに謀はかりごとを巡めぐらせたりしなければ、今いま頃ごろは黙だまっていても望み通りになったものを。

　いや、あの男を馬鹿にする資格はない。知らなかったのは、ロキシスにしても同じことだ──イシュトがどういう状況で、何を考えているのか、言われるまで気付いてやれなかった。

「ロキ。……やっぱり、ストラシアは嫌かい？」

　けれどふとそう問われて、ロキシスは自分の思考から意識を戻した。黙っている様子が不ふ機き嫌げんに見えたのか、イシュトは少し困った顔で、彼を見上げている。ロキシスは一つため息をついて、いや、と答えた。

「別に、嫌がっているわけじゃない。……個人的に、あの男はいけ好かないが、それだけだ。おまえが、そうした方がいいと言うなら、それが正しいんだろう」

　帝てい国こくの名家ストラシア家と、皇家アールレック家は、互いに険悪な間あいだ柄がらだ。どちらも優秀な魔力に恵めぐまれる血統であり、帝位を巡って歴史的に争うことの多かった家系である。今きん上じよう帝ていであるイシュトが、その係けい累るいの端に連なっているおかげで、現在も一応は『皇家』の名を冠かんするアールレック家だが、その直系の主はロキシスである。当然、ストラシア家とは確かく執しつがある。

　だが今、ヒューレイ・ストラシアの名を聞いて快く思えないのは、そうした歴史や立場とはあまり関係がない。互いに皇宮の中ちゆう枢すうに近く育って、歳もそこそこ近いせいで、昔からの知り合いなのだ。魔ま法ほうの使えない皇子に対し、ことあるごとに馬鹿にしてちょっかいを出してきた男に、好意を抱いだけというのが無む茶ちやな話だ。

　しかも、そうやって自らの魔法の才を鼻にかけた幼少時代を送ったくせに、いざ長じてみると、それをろくに役立てもしないところがまた腹立たしい。成長したヒューレイの評判といえば、まさに世に言う放ほう蕩とう息むす子こそのものだった。政まつりごとや権力には興味を示さず、酒に溺おぼれ女と遊ぶことしか頭になく、今もって身を落ち着ける気配もない。叔父のヘムダルが捕とらえられたことで、彼は名実ともにストラシア家の当主となったはずだが、それで何かするでも、生活態度が改まったわけでもない。帝国に献けん身しんを誓ちかったロキシスとは、まるで相あい容いれない生き方。

　だが、どんな人間であろうと、その力が帝国に有用なら、ロキシスは従うしかない。──あの男に頼たよらなければ、今の繁はん栄えいを維い持じできないというのなら。

「俺に異存はない。それが必要なことなら、ストラシアでも何でも受け入れよう。……ただ、奴やつが受け入れるかは解わからんが」

　実は既に、イシュトの内意を受けて、ロキシスは使者をストラシア家に向かわせている。次代の皇帝の選定は、国中の混乱となる。思おも惑わく通りに進めたいのならば、先に当事者に話をし、その上である程度の根回しをしておく必要がある。

　だというのに、今日に至るまで、ヒューレイからの返事はない。というより、行方ゆくえが知れない。皇宮内のストラシア家の屋や敷しきにはいない、おそらく壁かべの外に出たのだろうが、所在は家人にも解らないと報告を受けて、ロキシスはまたしてもあの男に対して苛いら立だちを覚えずにはいられなかった。家人によれば、こういうことはよくあるのだそうだ──おそらく今頃は、遊興に耽ふけるために、僅わずかな供をつれて、帝てい都とのどこともしれない店を転々としているのだろうと、慣れた素そ振ぶりであったという。

　ふざけた話だ。本来なら一いつ喝かつして、強権を行使してでも引っ捕らえてきたいところだが、現状ではそれも憚はばかられる。あくまでも目的は、秘ひ密みつ裏りの話し合いなのだ。まして、ストラシア家は権門だ。強きよう硬こうな態度に出られては、騒さわぎになる。何としても穏おん便びんに進めなければならない──帝てい国こく宰さい相しようとして与えられた権限を行使して圧力をかけ、今すぐ本家の主をどうにかしなければ不利益を被こうむると慌あわてた一族の連中に、ヒューレイの行方を捜さがさせるくらいが、目下のところせいぜいだ。

「どうして？」

　しかし、そう答えるロキシスに、イシュトは不思議そうに言う。

「何でそんなまどろっこしいことするんだ。もういいから、皇宮の兵でも突とつ入にゆうさせて、屋敷を占せん拠きよしてしまいなよ。所領の方にも手を回せば、さすがに逃にげ場がなくて出てくるって」

「いきなり雑な意見来たな！　あのな、重罪人を追い回しているわけじゃないんだぞ。そんな無茶ができるわけ……」

「何でもいいじゃないか、理由なんて。彼を捕つかまえて、心臓に『印』を刻めれば何でもいい。体面とか、本人の意向とか、そんなのどうでもいいだろう」

　どうせ、することは決まっている。そう口にして躊躇ためらわないイシュトに、ロキシスは密ひをかにため息をついた。その単純さに、ではない。意志ある他人の存在というものを無視しがちなイシュトに、政治的な感覚が乏とぼしいことはとうに解り切っているし、だからこそ彼が宰相として用いられる余地があったのだから。

　だがそれでも、普ふ段だんなら、こうまで言うことはなかったはずだ。冷れい酷こくな単純さの裏にある、ささくれだった響ひびきに、ロキシスは気付いている。どんな手段を用いても構わない、他人の意志など知ったことではない──そうでもしなければ間に合わないという焦しよう燥そう。

「……イシュト」

　知らず、手を伸のばす。宥なだめるように軽く頭を叩たたくと、ロキシスは告げた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。それほど時間をかけるつもりはない。何もかも、おまえの言う通りにする。必ずだ」

　言って、寝しん台だいから立ち上がる。宣言した以上、言葉を違たがえるつもりはない。再び、仕事に戻もどらなければならないだろう。

　しかし、話はそれで終わりではなかった。暇いとまを告げようとするロキシスに、イシュトは制する声を上げる。

「あ、待ってくれ、ロキ。もう一つ、話があるんだ。ていうか、こっちが本題なんだけど」

「何だ」

「ルーナのこと」

　──身体からだに気をつけてって、伝えてくれ。

　瞬しゆん間かん、預けられた言葉が脳のう裏りに蘇よみがえって、ロキシスはその場に立ち尽つくした。何も知らない彼女の、他意のない言葉を、そのままイシュトに伝えたものかどうか迷ったからだ。

　だが、その僅かな変化に、イシュトは目め敏ざとく気付いたらしい。青ざめた顔を、それでも僅かに緩ゆるめて問うてくる。

「そうだ、ルーナは元気にしてる？　おれがいなくて、毎日退たい屈くつしてない？」

「おまえよりはよほど元気だ。しかしまあ、退屈そうではある。……おまえに、身体に気をつけろと言っていた」

「…………！　ほんとに？」

　今いま更さら、気をつけようにも不可能な相手に向かって、それは残ざん酷こくな言葉になりはしないかと気を回したわけだが、どうやらロキシスの考えすぎだったらしい。伝えた途と端たんに、イシュトは一いつ瞬しゆん驚おどろきに目を瞬またたいた後、ぱっと顔を明るくする。

「うわ、どうしよう、嬉うれしい。やっぱり、ルーナは優やさしいな！　てっきり、二度と会いたくないからこのまま顔出さないで、とか言われてると思ったのに」

「おい、言われそうだって自覚はあったのか」

「別に、それでも平気だったからね。何言われても良かったんだ。ルーナが側にいれば、それだけで何でも良かった。でも」

　けれど、それも終わる。じきに、彼女とも離はなれていかなければならない。どんな力をもってしても、止めようのない別べつ離り。

「もっと欲しいものができたんだ」

　静かな口調、けれど決して弱々しく聞こえないのは、そこに確かな心が宿っているからだ。しみじみとそう言って、イシュトは身体を起こそうとする。はっとしたロキシスが押し留めようとするのを遮さえぎって、緩かん慢まんな動作で起き上がると、じっと彼を見み据すえて告げる。

「ロキ、お願いだ。──ルーナを、皇宮から出して自由にしたい。許してほしい」

　思いがけない言葉に、ロキシスは一いつ瞬しゆん返事ができなかった。まさか、イシュトからそんなことを言われようとは思わなかったのだ。体調が悪いせいで妙みようなことを口走っているのではないかと、思わず相手の顔を見返したが、覗のぞいた瞳ひとみはこの上なく正気そうに見えた。

「帝都でも、他ほかのどこでも、彼女の望むところに行かせてやってほしい。随ずい分ぶん、我が慢まんしてもらったけど、結局皇宮の暮らしは、あまり好きになってはくれなかったみたいだし」

「馬ば鹿かな。そんなことできるか。何のために、あの娘こをここに留め置いてきたと思っている」

　ルーナの身に流れる『精せい霊れいの民たみ』の血──帝てい国こくの魔法の源である『輝き石せき』を支配する、失われた一族の血を引く彼女は、存在自体が謀ぼう略りやくと悪意を呼び寄せる、凶きよう悪あくな兵器のようなものだ。『精霊の民』によって作られた『輝石』は、その主あるじに従う。『ヴァルシウスの術式』は、『輝石』本来の力を掠かすめ取っているに過ぎず、もし彼女が命じるなら、『輝石』は力の全すべてを発揮するだろう。帝国が培つちかってきた魔法など足あし下もとにも及およばない、強大な力を。

[image: ]

　ただ、幸か不幸か、ルーナは『輝石』の扱あつかい方を知らないらしい。『精霊の民』の生み出したものは血に伝えられるとされるが、現在のところ、彼女の意志でどうにかできるものでもないようだ。市し井せいで〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として身を立てていたルーナに、帝国の根幹にかかわる野心などはあるはずもなく、そういう意味で警けい戒かいする必要はほとんどないのだが、それでも彼女を自由にするということに、ロキシスは抵てい抗こうを感じる。言うなれば、彼女は宝物庫の鍵かぎだ。使い方が解らなくとも、人は拾いたがるだろう。手に入れたなら実際に、こじ開けてみようと試みるだろう。

「だから、使えないようにしておく。──ルーナの『精霊の民』としての性質を、魔法で封ふうじておけばいい」

「待て。でもそれはできないという話だったはずだ」

　以前のことを思い出し、ロキシスは反論する。かつて、ルーナを皇宮に留め置くかどうかを決める際に、一度話し合ったことだ。もしそれが可能なら、彼女に無む理り強じいして皇宮で生活させることはなかった。

「できないとは言ってない。ただちょっと大がかりな術式になるから、身体に負ふ荷かがかかって嫌いやだなって言ったんだ。でも、もうそんなことは気にしなくていいし」

「馬鹿言え、それなら今は余計に悪い……」

「もう、術式作っちゃったよ。あとはルーナを呼ぶだけなんだ」

「イシュト！」

　悪びれもしない告白に、ロキシスは相手を怒ど鳴なりつける。しかし同時に、納なつ得とくするところもあって、それがますます憤いきどおりをかき立てる。ああ、だからだ──今日は前にも増して生気が感じられなくなっていると思えば、そんなことをしていたからか。

「おまえは……何を余計なことをしてる！　大人しく休んでいろとあれほど」

「でも、そうしなきゃ、ルーナを自由にしてやれない」

　しかし声を荒あららげるロキシスとは対照的に、イシュトの答えは平静だ。再び、同じ言葉を繰くり返されて、ロキシスもまた先刻の疑問に立ち戻る。それは本当に、この男らしくない言葉だ──あれほどにルーナに執しゆう着ちやくし、彼女を手に入れるためならば、どんな手段も問わなかったというのに。

「どういうつもりだ？　おまえがあの娘を放す気になるなんて」

　もう飽あきたのか、と揶や揄ゆするように問うてみたが、しかしイシュトの表情に変わりはなかった。腹を立てる素そ振ぶりもなく、まさか、と答える。

「飽きたりなんか、するわけない。好きだよ、大好きだ。たとえルーナがおれを嫌きらいでも、おれはずっと好きだ」

　だから、彼女を側に置きたかった。嫌われても気にならない、憎にくまれても愛している──結局のところ、結論は同じだったから、余計に実体のある彼女に近付きたかった。艶つややかな赤い髪かみ、凜りんとした顔立ちにしなやかな肢し体たい、彼女にいつでも触ふれられるということが、彼女を手に入れるということだと思っていた。

「何て思われても、別に気にならないんだ。でも……もしルーナが、おれを好きだと思ってくれたら、どんな気分なんだろうって」

「…………」

「──一度でいいんだ」

　それが恋れん情じようからでなくてもいい、日々の生活で出会う親切に感じるような、ごくささやかな意味で構わない。自分のしたことで、彼女を喜ばせたい──力ずくでは決して手に入れられない、彼女の心が欲しい。

　一度でいい。彼女の身体、実在するものを望んでいたときには、四六時中側にいなければ意味がないとさえ思っていたのに、どうやら心はそうではないらしい。そのただ一度さえあれば、ずっと近くにいられるような気がする──どんなに遠く離れても、もう二度と会えなくても。

「ルーナの望みを叶かなえたい。彼女の人生を、彼女に返す」

「…………」

「この先、面めん倒どうなことにならないようにする。おれが彼女を封じれば、おれか、おれより力のある術者にしか解けないはずだ」

　だが現状、こと魔ま法ほうにおいて、イシュトを凌しのぐ者など存在しない。彼が封じたものならば、ほぼ完全に目的を達すると考えて間ま違ちがいない。

「だから、ロキ、お願いだからそうさせてくれ。君に迷めい惑わくはかけないから──これで、最後にするから」

　囁ささやくような声の、けれどはっきりした言葉に、ぎくりと身体が強こわ張ばる。穏おだやかな懇こん願がん、じっと定められた瞳は確かな決意に支えられるように、こちらを見上げて逸そらされることがない。

「──最後だと？」

　だから、先に逸らしたのはロキシスの方だ。吐はき捨てるようにそう言うと、驚おどろいたイシュトに構わず背を向ける。衝しよう動どうを抑おさえ込むように、拳こぶしをきつく握にぎり締しめた。猛もう然ぜんと、腹が立って仕方がない。

　──ふざけるな。

　何が最後だ。どうせ、子供の頃ころと何も変わっていないのだ。これで最後にするから玩具おもちやを貸せだとか、一生のお願いだから菓か子しを寄よ越こせだとか、そんなことばかり言って、結局最後だった例ためしなどなかった。

　今だって、きっと同じだ。最後などであるはずがない。──最後であって、いいはずがない。

「──二十年、だ」

「ロキ」

「父上は、二十年玉座にあった。もっと力が与あたえられていれば、まだ生命いのち長らえたはずだ。……おまえは、俺の父より遥はるかに力に恵めぐまれてるんだろう？　それなら……それなら、こんなところで最後なものか！」

　──帝国の玉座は、主の生命を啜すする。

　昔から、密ひそかに人々の間で口にされる、帝てい位いに対する陰かげ口ぐちである。帝国の皇こう帝ていは、歴代が比ひ較かく的てき短命に終わる。単一の血統で、帝位を伝えられなかったのもそのためだ。その時代で、もっとも優すぐれた魔ま力りよくの主が玉座へ上り、生命を落とすまでそこに在る。

　理由は明白だ。『ヴァルシウスの術式』を支えるために、皇帝は一瞬の休息もなく、魔力を使い続けなければならない。身体からだが、血を失い続けるようなものだ──ある程度の期間は耐たえられるし、回復もする。けれど時間を積み重ねれば、いつかは限界が来る。

　そうして、父は死んだ。きっと、イシュトも同じ道を辿たどる。知っていながら、それでもロキシスは彼に帝位を勧すすめた。それがこの国のために、必要なことだったから──けれどそれ以上に、悲劇はずっと先のことだったからだ。父は二十年、玉座にあった。父より強大な力を持つというイシュトなら、まだずっと長く生きられる。彼らが大人になって、人生で何かを残せるようになるまで……まだずっと先まで。

　けれど、まだたったの半分だ。父が遺のこした時間の、まだ半分も経たっていないのに。

「何で……こんなことが……」

　だから、終わりであるはずがない。何もかも間ま違ちがいだ、イシュトの体調が良くないのだって、きっと何か別の理由があるのではないか。

「……ごめん」

　しかし、聞きたい言葉はついに聞けなかった。ロキシスが問い質ただすより先に、イシュトは悄しよう然ぜんと詫わびる。

「ちょっと、無理に使い過ぎたんだ。魔力が尽つきなければ何してもいいと思っていたけど……それで身体にガタがくるなんて知らなかった。気付いたときには、もう遅おそかったし」

　初耳だ。ロキシスははっとして、相手を見やる。つまりイシュトは、何かを行った代だい償しようとして、この運命を招き寄せてしまったということなのだろうか。

「──いつだ。何をやった」

「隠かくれてやったことじゃないよ。……皇宮に、魔ま獣じゆうが出ただろう。あれを退治するのが、少しきつくて、参った」

「あのときか！」

　もちろん、覚えている。咄とつ嗟さに、ロキシスは怒鳴りつけたい衝動に駆かられる。そんなことで生命を削けずったのか、馬ば鹿かが、そんなことなら戦って鎮ちん圧あつした方がましだった──けれどそうは言えないことは、彼自身よく知っている。もしあのとき、イシュトの魔法が魔獣を駆く逐ちくしてしまわなければ、一体どれだけの被ひ害がいが生じただろうか。最終的に、魔獣を追うことには成功しただろうが、失う人命は比べものにならなかったはずだ。

　その選せん択たくを責められない。たとえやり直すことがあったとしても、違う選択をしろと言うことができない。代わりにロキシスの脳のう裏りに閃ひらめいたのは、あの魔獣どもの主のことだ。魔獣を生み出して皇宮を襲おそわせた皇宮騎き士し──彼のかつての部下であった男は、未いまだに姿を晦くらましたまま、捕とらえるに至っていない。

　この部屋の外の現実に、意識が戻もどっていく。一つ息をついて、ロキシスは言いたい言葉を全部吞のみ込んだ。いつまでも、ここにばかりはいられない──こんな打ちひしがれた気持ちを抱かかえて、動どう揺ようしている場合でもないのだ。

「……そろそろ、俺は行くぞ。話はそれだけか」

「ロキ、ルーナのことは……」

「勝手にしろ」

　素そっ気なく言い捨てる。そう言うしかない。それがイシュトの望みだと言うなら──これまでただの一度も拒きよ否ひすることなく、玉座に座り続けてきた彼に、贖あがなう術すべはないとしても。

　だが、一つだけは条件をつけなければならない。

「……だが、二度と無理はするな。おまえの使命は、一秒でも長く生きていることだけだ。それができないなら……あの娘むすめを一生ここで、飼い殺しにした方がましだ」

　もはや猶ゆう予よはない。一秒だって、一いつ瞬しゆんだって浪ろう費ひさせることはできない。

　今度こそ、大人しくしていろと言い置いて、ロキシスは背を向けた。しかし扉とびらをくぐるとき、不意に背後から呼び止められて足を止める。振ふり返った先で、イシュトはこちらを見もせずに、ただ小さく呟つぶやいた。

「ロキ。──長く力になれなくて、すまないと思ってる」

　聞こえるか聞こえないか程ほどの、小さな声。数瞬、その場に立ち尽くしたロキシスは、思わず唇くちびるを嚙かんで、零こぼれそうな声を押し殺す。

　──そうじゃない。

　そんな言葉を、聞きたかったわけではないのだ──残しておきたい時間は、この国のためでも、ましてロキシスのためでもないのに。

　だが今いま更さら、そんなことを言って何になるだろう。自分の望みのためだけに、彼に生命を賭かけさせておきながら、今更何が言えるだろう。

　結局、ロキシスは何も答えず、その部屋を後にした。扉が閉とざされたとき、扉のどちら側にも知らず落ちたため息を、聞く者は誰だれもいなかった。
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　東の空が群ぐん青じように染まり、夜の帳とばりが地上に下りる頃になっても、帝てい都とグラシリアの通りを行き交かう人の数は減る気配がなかった。地上にはぽつぽつと明かりが灯ともっていき、その様はちょうど天の星を鏡に映したようにも見える。無数の光が瞬またたき、はるか地平まで広がる。大国フォーセガルドの都ならではの風景だ。

　表通りの店が閉まると、活かつ況きようを呈ていしてくるのは、昼間は眠ねむっていた夜の店だ。酒場や遊技場、賭と場ばに娼しよう館かん、日の光の下には似つかわしくない場所は、しかし夜の中では一ひと際きわ明るい。真昼のような明かりを店先に掲かかげて、虫を集めるように人を集めようとする。

　彼が足を踏ふみ入れたのも、そんな店の一つだった。とりわけ華はなやかな店でも、高級な店でもないが、場末というほどでもない。酒を出す酌しやく婦ふがいるだけというのは、遊び慣れた者には物足りないかもしれないが、今夜は遊びに来たわけではない。

「あらぁ、いらっしゃい！　来てくれたのね」

　薄うす暗ぐらい店内に入るや否いなや、馴な染じみの女が声をかけてくる。彼もまた、愛あい想そよく応じた。取り立てて若くも、目が覚めるほど美しくもないが、笑うと浮うかぶえくぼと、むっちりした尻しりの形が気に入っていた。こうした場所の掟おきてに従い、巧たくみに女を抱だき寄せる。

「ああ、久しぶりだな。会いたかった」

「いやだ、随ずい分ぶんとお見限りだったくせに。他ほかのどこでそんなことを言って歩いたの」

「ここだけに決まってるだろ」

「噓うそばっかり」

「本当さ。何だかんだで、おまえの顔を見に来なきゃって気がするんだよ。──だから、客を連れてきただろう」

　最後は耳元で囁ささやくように言う。既すでに店内は喧けん騒そうに包まれ、店の女と客のよくある会話などに注意を引かれる者はいないと解わかっていたが、それでもあまり知られたくはないことだ──その『客』の存在は。

　しかし、女にとっては囁きが別の効果を発揮したらしい。くすぐったそうに耳元に触ふれて、艶つやのある笑えみを向ける。が、すぐに何かを思い出したようで、ひょいと肩かたを竦すくめてみせた。

「ああ、あんたを訪ねてきた人なら、奥に通しておいたよ。言われた通りに。……でも、あのお兄さんはお客になってくれなそう。あたしが近付いたって、まるで興味ないみたいな顔してさ。ねえ、これ、この前仕立てたばかりなのよ。そんなに似合ってないかしら」

　白い谷間を見せつけるように服を示して、女は多少機き嫌げんを損じたようである。こうした街で働く女にとっては、罵ば倒とうされるより、男に自分の存在を無視される方がよほど応こたえるものなのだ。女の言葉に、彼は半ば予想通りと納なつ得とくし、しかし半ばは密ひそかに『客』を罵ののしった。適当な視線と言葉をくれてやれば、目立たずに済むものを、何と気の利きかない男か。……まあ、堅かた物ぶつな騎き士し殿どのには、最初からそんな芸当を期待してはいなかったが。

「すまんね、慣れねえ奴やつなんだ。おまえは十分いい女さ。でも、今度はオレが見立ててやるよ」

「本当？」

　女の期待に沿った答えをしてやると、果たして彼女は嬉うれしそうな声を上げて彼の腕うでを取った。そこそこ裕ゆう福ふくそうな、気前のいい貴族の青年に、女が望むことは解り切っているし、彼もそれを叶かなえてやるに吝やぶさかではない。歓かん心しんを買ったり、逆にすげなく扱あつかったりして、女の心を惹ひきつけるのは、結構面おも白しろいことなのだ。貴族の娘むすめではこうはいかない、睦むつ言ごと一つにも家門や身分が関かかわってくる。しがらみのない街の女、素のままの自分で駆け引きできる相手でなければ楽しくない。

　それに、女の気を引くことに、今は別の理由もある。何色が似合うだろうな、流行はやりの仕立屋はどこだろう、そんな話をしていれば、女は考えなくなる──軽けい薄はくな酒場からいまいち浮いているであろう『客』と、名も明かさない馴染みの彼が何者であるかを。

　やがて、案内されて奥まったところへ辿たどり着いた。完全な個室とは言えないが、他の席とは区切られた一角は、気に入りの女を連れ込んで酒を楽しめるようになっている。女は当たり前のように彼の腕に凭もたれてそこへ入ろうとするが、その前にやんわりと押し返す。

「悪わりぃ、今日は遠えん慮りよしてくれ。ちょっと込み入った話があってな」

「ええ、何さ」

「何を新調するか、考えとけよ。また寄るから」

　女は不満げに唇を尖とがらせたが、しかしそれが振りに過ぎないことはどちらにも解っている。しなだれかかる女と笑いながら口付けを交かわした彼は、しかし彼女が行ってしまうと途と端たんに表情を変え、呆あきれた顔で席に目を向けた。

「と、まあ……このくらいはやってくんねーと、素す晴ばらしく浮くよ、おまえさん」

「──そちらのご指示に従い待機しておりましたが、何か問題でも？」

　一応は身分上の礼れい儀ぎを守って、立ち上がって彼を迎むかえる黒くろ髪かみの青年は、かつてその身に叩たたき込まれたであろう皇宮騎士の振ふる舞まいを実直に再現しつつも、動じる様子もなく答えた。
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　一体、この男は何のつもりだろうとベルダは思う。

「とりあえず、まだ捕つかまってねえみたいで結構なことだ」

　そう言って、目の前の男は肩を竦めた。ヒューレイ・ストラシア卿きよう──帝てい国こくの権門ストラシア家の、現在は当主の立場にある彼は、ベルダにとっては目下のところ、恩人ではある。

「せいぜい気をつけて、下手へたを打たねえようにしねえとな。お互たがい」

「お互い？」

　その言い回しに少し違い和わ感かんを感じて、ベルダは問い返した。皇宮騎き士しを拝命した身でありながら、現在皇宮から逃とう亡ぼうする身であるベルダ自身はともかく、ヒューレイに追われる理由はないはずだ──こうして、ベルダと関わっていることが知られていない限り。

　ならばこれは、罠わななのだろうか。この男は、皇宮を逃のがれたベルダを捕とらえるために来たのだろうか。今更そんなことはあるまいと思いつつも、警けい戒かいを抱いだく彼に気付いたのか、ヒューレイはにっと笑みを浮かべた。

「心配すんな、おまえのことは言わねえよ。つか、ここでおまえを売ったところで、今更許されはしねえだろ」

　既に、引き返せる一線は越こえてしまったのだ。そんなことなら最初から、彼を皇宮から出す手など貸さなかったと言われ、ベルダはその言葉に理があると認めた。もしヒューレイの気が変わって、ベルダを皇宮に突つき返したとしても、彼の罪が露ろ見けんするだけだ。反逆の陰いん謀ぼうに関わったベルダが、皇宮を出て未いまだ捕ほ縛ばくの手から逃れていられるのは、ヒューレイの助力があったためなのだから。

　帝てい位いに対し陰謀を巡めぐらしたストラシア家の家長は、ヒューレイにとっては叔父おじとなる人物であったが、ことが露見しても、ストラシア家の権けん威いと名めい誉よに影えい響きようが及およぶことはなかった。その陰謀を暴あばき立て、叔父を告発したのは、身内であるヒューレイだったからだ。その働きによって、ストラシア家から疑ぎ惑わくの影かげを追い払はらった彼だが、しかしベルダを庇かばったことが明るみに出れば、その行動も無に帰する。

「まあ、オレの方は多分、ばれちゃいねえと思うがな。もしばれてたら、こんな手て緩ぬるい逃にげ方じゃどうにもなんねえはずだし」

　屋や敷しきに使者が訪おとずれるのだと、ヒューレイは言った。主人の留守に屋敷を守る召めし使つかいに言こと伝づてを託たくすことは、頑かたくなに拒きよ否ひし、何度でも足を運んでくる。内密の話がしたい、というのがその理由なのだそうだが、ヒューレイの方は断固として話などしたくなかった。使者の主あるじの名から考えて、ろくな話であるはずがない。

「でももし本当に、オレがおまえに手を貸した証しよう拠こなんぞあれば、あの可愛かわいげのねえ坊ぼつちゃんが使者なんて送ってくるかよ。即そく座ざにオレを手配して、帝都を虱しらみ潰つぶしに洗ってかかるぜ。そういうことするだろう──おまえの宰さい相しよう閣下は」

　揶や揄ゆめいた調子で口にされた言葉は、しかしベルダの胸中に特別な余よ韻いんを伴ともなって響ひびく。そうだとも、と彼は心中で頷うなずいた。あの方なら、そうなさるだろう。彼の仰あおぐ唯ゆい一いつの主、皇宮を追われている今となっても、真実忠誠を捧ささげるただ一人のあの人は、徒いたずらにその権力を振ふるうことはないが、するべきことを躊躇ためらうことも決してない。

「もちろんです。ロキシス殿でん下かは聡そう明めいな方だ。我々がこうしていることも、それほど長く隠かくしおおせるとは思えない」

「おい何でちょっと誇ほこらしげなんだよ……。それを見事に裏切ってんのはどこの誰だれだっての」

　心外な言われようだ。ベルダは不快に眉まゆを顰ひそめたが、しかし抗こう弁べんはしなかった。自分の行動が、客観的に見て主に背そむくものであることくらいは自覚がある。

　彼の主、フォーセガルド帝てい国こく宰相ロキシスの望みは一つ、この国のより良い存続であることは解っている。そのためにならどんなものも捨て、何に手を汚よごそうとも躊躇わない覚かく悟ごも含ふくめて、ベルダは彼を敬愛する。彼の理想は、ベルダ自身のものでもある──ただその形が、まともな手段では折り合えないほどに違ちがうだけだ。

「あの方に、すぐに解っていただけるとは思えません。それに今のところは、解っていただけない方がいい。あの方の御手を汚すことはできないのですから」

「──あの男を、この国の頂いただきに押し上げるために、か」

　その内容からすれば驚おどろくほどに、ヒューレイは動どう揺ようもなく、ベルダの言葉を引き取った。自らの目的について、ベルダは既に話している。そして何を思ったか、ヒューレイもまたそれを受け入れた。あの日、兵を従えて現れたロキシスの手からベルダを逃がし、こうして帝てい都とに潜せん伏ぷくさせている。

　しかし、その動機が解わからない。

「ま、悪くねーんじゃね。あの坊ちゃんは、昔からクソ真面目まじめだからな。一度押し上げちまえばこっちのもんだ」

　──助けてやるから、今度はオレの言うこと聞く気ねえ？

　元はといえば、ベルダは彼の叔父の協力者だった。というよりも、ほとんど扇せん動どう者だった。彼が生み出した魔ま獣じゆうによる攻こう撃げきでは、皇宮を陥おとすことはできないと解った以上、その障害を取り除かねばならなかった。皇宮の主にして、その絶対的な守護者である皇こう帝ていの存在がある限り、魔ま法ほう的な企たくらみは何一つ通用しない可能性が高い。

　であるならば、別の力、別の方向から、目的を達するまでだ。ストラシア家の、野心と怨おん念ねんに満ちた主は、その恰かつ好こうの道具であった。彼の主である宰相ロキシスの政敵とも言えるヘムダル・ストラシアは、常々その実権を我が物にしようと望んでいたから、今こそ敵を追い落とせると信じさせるだけで動いた。帝位を自家のものとし、権力の座につくというヘムダルの計画は、もちろんベルダにとって望むところではなかったが、さし当たってはそれで十分だった。あの皇帝を除きさえすれば、次の人間が帝位につくまでの僅わずかな隙すきに、今度こそ皇宮を覆くつがえす。その隙のために、ヘムダルを利用したに過ぎない。

　しかし、その甥おいである目の前の男は、どうも叔父とは違うらしい。『言うことを聞く』とはどういうことか。あなたが帝位に上るつもりかと問うたベルダに、ヒューレイは否いなと答えた。どころか逆に、彼に問い返したのだ。

　──どうせ、叔お父じ貴きを担かつぐつもりなんぞなかったんだろう。おまえの考えを言ってみろよ。ことと次し第だいによっちゃ、手を貸してやってもいい。

　結果として、ベルダは己おのれの真の目的を、彼の前に明らかにすることになった。ヒューレイに帝位に対する野心があれば、再び利用できるかもしれないと考えないこともなかったのだが、どうも彼にはそのつもりが欠片かけらもなさそうだった。真意を探さぐるベルダに、つまらなそうな顔をして「そういうのいいから」と呟つぶやき、はっきりと失望を露あらわにしたものだ。しかし彼の目的を知ると、一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をした後に、我が意を得たりとばかりに態度を変えた。

「じゃあそれで、どうやって押し上げるつもりか聞かせてもらおうかね。真っ当なやり方じゃ、あの坊ちゃんを帝位につける方法はないんだぜ」

　軽い言い方は、それまでと何も変わるところはない。しかしベルダには、はっきりと話が本題に食い込むのが解った。そのために、今日彼はここに呼ばれたのだ。

「──『輝き石せき』がある限り、この国は何も変わらねえ」

　それが、ベルダの本来の目的であり、ヒューレイが彼を救った理由でもある。この国の根幹を成すのは、魔法という技術であり、『輝石』はその重要な動力源だ。帝国は『輝石』に依い存そんして、その体制を維い持じしている。人々の暮らしも、貧富の格差も──帝位のあり方もその一つだ。皇帝の息むす子ことして生まれながら、ロキシスが帝位を継つげなかった理由はただ一つ、その身に『輝石』を制せい御ぎよするに足る魔ま力りよくがなかったためなのだから。

　その彼を、至尊のくらいに押し上げる。それは『輝石』に頼たよるこの国の仕組みを、根底から覆すということに等しい。辺境に生まれ、貧しく育ったベルダにとって、体制は破は壊かいして再構築すべきものだが、しかし不思議なことに、ヒューレイもまた、同じものを目指すつもりでいるらしい。

「……私の考えをお話しする前に、一つ訊きいてもよろしいですか」

　名門ストラシア家に生まれ、何一つ不自由することなく育ったはずの彼が、何な故ぜその体制を壊こわそうとするのか。彼の人生はまさに、その体制にこそ保障されてきたはずだ。

「あなたは何が望みなのですか。帝位でないのなら、あなたに手に入らないものはないでしょう」

　ヒューレイにとってこの企みは、自らの足あし下もとを削けずるだけの、まったく利のない行動に見える。不ふ審しんの滲にじむベルダの問いに、ヒューレイは微かすかに笑う。苦く笑しようというよりは皮肉の強い笑え顔がお。

「何かを手に入れようなんぞ、思ってねえよ。こう見えても、オレは野心のない人間なんだ。酒があって、いい女でも口説いて、毎日面おも白しろおかしく暮らせりゃそれでいいのさ。せっかく、働かなくても生きていける身分に生まれたんだ、せいぜいまるっと楽しませてもらいてえじゃねえか」

　あっけらかんとした口調には、悪びれる気配など欠片もない。日々口を糊のりするために働く者からすれば、腹に据すえかねる内容のはずだが、そうはっきり言われると毒気を抜ぬかれるのが不思議だ。ある意味、これもお育ちがいいということなのだろうか。

「……その身分を、あなたは壊すつもりですか。『輝石』を失えば、貴族がこれまで通りの特権を維持していられるとは限らない」

「それでも、皇帝になるよりましだ。オレの人生、あんなことに使ってたまるかよ。──皇帝なんてのはな、生いけ贄にえだ。国のため、民たみのためなんて言われて『輝石』に捧げられる貢みつぎ物ものだ」

　決して荒あらっぽい口調ではなかったが、その言葉は放り捨てるように発せられた。苦いものでも含んだかのように口元を歪ゆがませるが、少しの躊躇いの後に、知ってるか、と問いかける。

「皇帝が、どうやって『輝石』を支配下に置いてるか」

「『ヴァルシウスの術式』を維持し続けることによって、ですか。そのための秘術があると、聞いたことはありますが」

「ああ、ある。えげつないのが幾いくらでもな。──たとえば、一時たりとも止めずに『ヴァルシウスの術式』に魔力を供給し続けるために、心臓に術式を刻むとか」

　ヒューレイは今度こそはっきりと唾だ棄きする表情になり、ベルダは驚いて言葉を失った。今や貴族の証あかしのようなものでもある『印』のように、身体からだに術式を刻むことはできる。だが、それを体の内側に──生命の源を傷つけて刻むというのはどういうことか。

「魔力は血みたいなもんだ。身体を巡って生命を保つ。それを四六時中奪うばわれ続けてみろ。……最初は、どうってことないだろうさ。だが何年も、何十年もそれが続いたらどうなる？」

「…………」

「だからフォーセガルドの玉座は、生命と引き換かえなんだ」

　帝てい国こくの歴史を遡さかのぼっても、皇帝は常に短命に終わる。といっても、帝てい位いについてすぐに生命を落とすわけではなく、その間には強大な魔力と、帝国最高の権けん威いを手にできるのだから、まるきり不利益ばかりというわけでもない。しかし、帝国の皇家が単一の血統では保てず、しばしば別の家系に代わられがちなのは、この事実が影えい響きようしているのは確かである。帝位に在れる期間は、即そく位いから二十年もあればいい方だ。

「は、どうしてそんなもん欲しがるかよ。オレはな、オレだけ楽しけりゃいいんだよ。魔法も帝国も、オレの生命ほど大事じゃねえし。ましてや、何で叔父貴の戯たわ言ごとに付き合ってやる義理があるんだ」

　ベルダに唆そそのかされ、帝位を奪う企みを抱いだいたヘムダル・ストラシアは、手に入れた帝位を甥のヒューレイに任せるつもりだった。自身には、帝位を預かり『ヴァルシウスの術式』を維持するだけの力がなかったからだが、それこそ身勝手も甚はなはだしいというものだ。他人の生命を担保に、自分の権力を築こうというのだから。

「大体、帝位なんてものが欲しけりゃ、オレはとうの昔に手に入れてるっての」

　先せん帝ていには、後こう継けい者しやがなかった。ただ一人の皇子ロキシスは、帝位を継ぐどころか、普ふ通つうの人間が有している程度の魔力すら持たなかったのだ。父ふ帝ていを敬い、その道に殉じゆんじる覚悟すらあったであろうロキシスに、その事実は苦しいものだっただろうが、しかしヒューレイにとっても事態は他人ひと事ごとではなく、到とう底てい同情する気にはなれなかった。皇子が帝位を継げなければ、別のところに白羽の矢が立つのだ。名門ストラシア家の血を受けて、一族の中でも優すぐれた資質を持っていたヒューレイは、ある意味絶好の的だった。

　皇家であるアールレック家と、ストラシア家が当時から根深い対立関係にあったため、即そく座ざにヒューレイに話が来ることはなかったが、それでも暗あん黙もくの空気のようなものに縛しばられて、彼は少年時代を過ごした。……だからついことあるごとに、この状じよう況きようの元げん凶きようたる年下の皇子にちょいちょい手を出していじめていたので、未いまだに顔を合わせると露ろ骨こつに嫌いやな顔をされたりする関係になってしまったのだが、それも致いたし方かたないことだったとヒューレイは勝手に思っている。

　しかし、結局彼が帝位につく必要はなくなった。そういう意味で、皇帝イシュトヴァルドは敵どころか、彼にとって救いの神である。

「……まあ、あの皇帝陛下を気の毒に思わねえこともねえけど。皇家に生まれたわけじゃねえんだから、上手うまくすりゃ逃にげようもあっただろうが……どのみち、あんな力を持ってたら無理か。つか、言ってもオレには関係ねえし。あいつが皇帝やってくれてる間はオレも安あん泰たい、あとはさっさと子供作って、あの忌いま々いましい帝位を継がせてくれたら言うことなしってとこなんだが」

　そう上手くはいきそうにない。いきそうにないということを、何より身内が証明してしまった。単純に予測すれば、皇こう帝ていイシュトヴァルドの御み代よはまだ続くはずだが、権力の傾かたむきによっては、それも覆くつがえされかねないのだ。皇帝の地位には、『ヴァルシウスの術式』を支えるだけの魔力という資質が要いるが、決して替かえの利きかない存在ではない。むしろ消しよう耗もう品のように、とっかえひっかえして埋うめてきたのが帝位というものである。

「逃げ続けなきゃならないんなら、どこまでだって逃げるつもりだけどよ。でも、この厄やつ介かい事が根本的に消えるなら、すげーいいと思わねえ？　それで、おまえに手を貸した」

「…………」

　それはまったく聞いたこともないような考えで、ベルダは少しの間黙だまり込んだ。市し井せいに生まれ皇宮騎き士しとなった彼にとって、帝位の権威というものは疑いようのないものだった。皇帝の支配する国、その体制を憎にくみはしたが、それでも帝位に価値がないとまで考えはしなかった。ましてや、貧びん乏ぼう籤くじも同様に、忌き避ひするなどということがあるだろうか。

「聞かせてくれよ。おまえはどうやって、オレの望みを叶かなえてくれるつもりなのか」

　だが、そう言うヒューレイには、自分の発言が常識外れだという自覚はなさそうだ。軽けい薄はくな物言いには、深刻さこそ欠けていたが、欺ぎ瞞まんの気配は少しもない。どうやら彼にとって、一連の発言は心からのもののようだ。

　意外なのは、彼の思想だけではない。ヒューレイの言葉に驚おどろきつつも、ベルダは密ひそかに期待を抱く。もしヒューレイの言葉が本当なら、懸けん案あんが片付くのではないか。

「まずは皇宮を押さえなければならない。力を見せなければ、あの方は話を聞いてくださらないでしょうし……市民を巻き込んでも、同じく態度を硬こう化かさせるだけでしょう」

　一番いいのは、帝てい都との市民全すべてが蜂ほう起きして皇宮を孤こ立りつさせるような展開だが、しかし現実的とは言えない。実際、市民の中にも皇宮を敵として、その支配の打だ倒とうを目指す組織が幾つもあるにはあるが、帝国の大部分から見て彼らは少数の過激な人種という位置付けで、しかも足並みが揃そろっているとも言い難がたかった。皇帝イシュトヴァルドの治世、つまり宰さい相しようロキシスをはじめとする皇宮の諸官の仕事は、従来の帝国の枠わく組ぐみの中にあっては、それほど悪くないからだ。貴族と平民の間は厳然と隔へだてられ、様々に不条理な格差を押し付けられているが、一方で平民が深刻に飢うえることも、無む為いの戦いくさに駆かり出されて殺されることも少なかった。多くの平民は、何百年も続いた社会を変えられるとは思っていない。変えなければ死ぬというところまで追い詰つめられてもいない。ただ何も起きないこと、明日の稼かせぎが少しでも多いことを願いながら日々を生きているだけだ。

　そんな人々の思考停止を、悪だと言うつもりはない。ベルダにしても、もし帝都のそこそこ裕ゆう福ふくな平民の家庭にでも生まれていれば、この世の仕組みに疑問など持たず、自分が搾さく取しゆされる立場にあることを当然と甘んじて生活していただろう。貴族から魔ま法ほうを奪うこと、ひいてはその特権を奪うことが人々の益になるだろうと信じてはいるベルダだが、しかし人々のためにことを為なそうとは少しも考えていなかった。結局のところ、この企たくらみは彼の私し怨えんに発するものなのだ。そのために彼は皇宮騎士となって、皇宮の人間となった。ならば、皇宮の内側でそれを果たすのが筋ではないか。

「魔ま獣じゆうを使えば、皇宮の兵力の多くは足止めできるはずです。以前ほど混乱はしてくれないでしょうが、それでも要所を押さえる隙すきはできるでしょう」

　居住区に出入りする通路を封ふう鎖さし、水源を止め、住人を無力な状態で孤立させる。皇宮騎士として、あの広大にして複雑を極きわめた城に勤めたベルダは、その構造をある程度把は握あくしている。もちろん全ぜん貌ぼうを知るわけではないが、それは住人たる貴族たちも同様、むしろ自らの周囲のことしか解わからない者が大半で、地の利というなら彼の側にあることは疑いない。皇宮の中にいる味方の兵を効率よく配置すれば、十分成し遂とげられるだろう。

「彼らの身を盾たてにすれば、宰相閣下も応じないわけにはいかないでしょう。交こう渉しようして解決するならそれで良し、そうでないときには──」

　その先を告げることに、一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを覚える。たとえ想像のことでも、それを口にするのは嫌だった。しかしそんなことを言っている場合ではない。今は仮定の話でも、現実に起こり得る未来のことなのだ。

「──力で強しいてでも、『輝き石せき』の許もとへ案内してもらう」

　皇宮の中心、皇帝の住まいの真下に位置すると言われる、未だ謎なぞに包まれた『精せい霊れいの民』の遺産。それこそが、皇宮を支える核かくである。破は壊かいすれば、現在の形で魔法を使うことは難しくなるだろう。貴族の『印』はただの飾かざりでしかなくなり、その能力は平民と何ら違ちがわないことになるのだ。この国を支配する価値観、貴族は平民より優れているからこそ民たみを虐しいたげる権利があるという幻げん想そうを、叩たたき壊こわすことができる。

　しかし、話を聞いたヒューレイは、何やら考え込むような顔をした。微かすかに首を傾かしげると、でもさ、と口を開く。

「話は解るけどよ、でもそれ、一番厄介な奴やつのこと忘れてね？」

　ヒューレイの指し摘てきはよく解る。ベルダもまたそのことを理解しており、しかし決定的な解決策を持てないままでいたからだ。

「皇帝はどうすんだよ。あいつが皇宮を守ってる限り、魔獣なんかものの役に立たねえぞ」

　既すでに一度、それは証明されている。ベルダが密かに仕し掛かけた術式により溢あふれ出した魔獣は、皇宮中を混乱に陥おとしいれたが、しかし重大な損害を与あたえる前に、文字通り一いつ掃そうされたのだ。『輝石』の力の揺ゆらぎとして現れる魔獣は、その揺らぎを消し去るほどに濃のう密みつな魔ま力りよくの中では存在できない。理り屈くつとしてはベルダも十分認にん識しきしていたが、しかし実現できるとは思わなかった。人ならざる力を持つ、あの皇帝がある限り、皇宮を制することなどできまい。

「……あなたは、どうなのですか。ヒューレイ卿きよう」

「どうって？」

「かつて皇帝と帝位を争ったあなたなら、彼と拮きつ抗こうする力をお持ちなのではないですか」

　とりあえず、ベルダは新たな協力者に尋たずねてみた。かつて皇帝を輩はい出しゆつし、今なお魔力の素養に恵めぐまれた血統を誇ほこるストラシア家だが、実際のところそれがどれほどのものであるのか、ベルダはよく知らなかった。もちろん、自分などより遥はるかに強いのだろうというくらいは解るが、詳くわしく知るには、一族に接せつ触しよくする機会がなさすぎた。彼の主あるじたるロキシスにとって、ストラシア家は先祖からの政敵であったからだ。

　そのストラシア家の当主であり、ことと次し第だいによっては帝てい位いを継つぐ可能性もあるヒューレイであれば、あの皇帝を抑えておくことも可能なのではないかと思ったのだが、しかしその問いには意外な反応が返ってきた。ヒューレイはにわかに顔をしかめたかと思うと、きっぱりと言い切ったのだ。

「いや無理！　そんなの絶対無理！　あんなの相手にできっか」

「何な故ぜです？」

「……あのな、よく考えてみろ。もしオレと奴の力が同じくらいだったとしたら、どっちが皇帝になると思うよ？　言っちゃ何だが、オレ様ストラシアの御おん曹ぞう司しよ？　一方向こうは、帝都じゃ名前も聞かねえ辺境貴族の倅せがれだ」

「ああ……なるほど」

　つまり、それだけ互たがいの背後の力関係に差があっても覆りようがないほどに、生来の資質が違い過ぎるということか。とはいえ、ストラシア家直系のヒューレイの能力が、人より劣おとっているはずはない。やはりあの皇帝は、人ならぬ身であるのか──かつてベルダ自身が抱いだいた感想通りに。

「大体、オレは昔からあいつ苦手なんだよ。何考えてるか解んねーし、綺き麗れいな顔して笑いもしねーし。あんな力持ってて、何するか解んねえって怖こわすぎるだろ。よく、ロキシスの坊ぼつちゃんは平気だと思うわ……魔力ないと怖さが解らんのかね」

　ともあれ、正せい攻こう法ほうで皇帝イシュトヴァルドを相手取るのは不可能に近いらしい。たとえ策略を巡めぐらそうとも、あの圧あつ倒とう的な力を防げるものではない。

　ならば──その力の根源を断たつしかない。

「では、ヒューレイ卿。一つ、お願いしたいことがあるのです」

　一通り話を聞いた後、ベルダはついにそう口にした。できればもっと確実な手段を望んでいたが、そんな贅ぜい沢たくは言っていられないようだ。不確実でも、どんな災いが引き起こされたとしても、彼女以外に方法はない。『精霊の民』──『輝石』の真の主たる、あの娘むすめ以外には。

「皇宮に戻もどって、会ってほしい人がいます。──どんな手段を使っても、彼女を手に入れてほしい」
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　それは彼女にとっても、まさに青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「あーあ……」

　その日も、ルーナは庭園の木こ陰かげに一人で座っていた。辺りには誰だれもいない。聞こえるのは、吹ふき抜ぬける風が木の葉を揺らすざわめきばかりだ。

　日課にしている剣けんの稽けい古こを終えてしまうと、することがなくなった。葉の緑に透すかして見る青空は、一点の曇くもりなく輝かがやいていて、それがますますルーナの胸の内を暗くした。こんな時間を過ごすことには、慣れていない。

「暇ひますぎるな……」

　元々、皇宮に連れてこられたときから、彼女に務めなどなかった。求められていたのはただ、大人しく囚とらわれの身に甘んじていることだけだ。それだけで、衣食住の全てを保障してくれるというのは、考えようによっては悪くない話ではあるが、しかしこの生活がはじまった当初、ルーナは状じよう況きようにひどく困こん惑わくしたものだった。自分が何者でもなくなったような気がした。誰かに必要とされなければ、果たすべき目的がなければ、生きていると実感できない。

　だが最近は、そうした焦しよう燥そうめいた気持ちを感じることは少なくなっていた。ルーナ自身が現状を受け入れて、この生活の中でできること、したいことを探そうと前向きに決意を固めたということも一因だ。というか、彼女としてはずっとその決意だけが自分の心を変えたと信じていたが、しかし今はもしかしたら、それだけではなかったのかもしれないと思う──いつも当たり前のように耳にしていた、あの声が聞こえなくなってから。

　──ルーナ。

　最後に顔を合わせてから、もうどれくらい経たっただろう。そしてそう考えるたびに、いかに彼の存在が、身近になっていたのか気付かされるのだ。

『愛してる』なんて、言われたいわけではなかった。けれど耳にするたびに、いらっとしたはずのあの言葉を聞かないでいるのが、こんなに空くう虚きよなものだとは思わなかった。おそらくこの空虚は、本来ずっと彼女が抱かかえていなくてはならないものだったはずだ。それが今まで意識されずにいたのは、ずっと彼が側にいたからだろう。

　どれだけ文句を言ってもけろっとして、たまに互いに我が慢まんならずに口くち喧げん嘩かをしても、疎そ遠えんになるどころか逆に付きまとわれたりして、ぼんやりする暇もなかった。鬱うつ陶とうしいばかりだったはずなのに、けれど本当は心のどこかで、彼女も望んでいたのかもしれない。何があっても変わらずに、そこにいる相手を──突とつ然ぜんいなくなったり、彼女を嫌きらいになったりしないと、信じられる相手を。

　我ながら単純なことだと、ルーナは自じ嘲ちようめいた気分にならざるを得ない。彼の言う愛の告白など、信じられるものかと思っていたのに、気がつけば当たり前のように、その声は胸に染しみついて離はなれない。今だって、何もかも完全に信じているわけではないけれど……それでも確かに彼に心があると気付いてしまった以上、きっとそれももう、言い訳に過ぎない。

　──イシュト……上手くやれてるのかな。

　無ぶ聊りようを託かこつ我が身を棚たなに上げて、そんなことを考える。が、もちろんそれは、余計なお世話というべきだろう。イシュトの本来の立場を考えれば、むしろこれまでのように、毎日ルーナにちょっかいを出しにくるような過ごし方がおかしいのである。ここに姿を見せないということは、そんな暇もないほど真面目まじめに仕事に取り組んでいるということに違いない。結構なことだ……。

「…………」

　これまで毎日、呪じゆ文もんのように繰くり返した考えを反はん芻すうしてみる。埒らちもない思考を止めようとしたのだが、しかしこれまたいつものように、落ち着かない気分になっただけだった。いくら忙いそがしいにしても、少し顔を出すくらいの時間もないのだろうか。ほんの一言、言こと伝づてをくれることさえできないのだろうか。数日前に聞いたロキシスの言葉から考えて、避さけられているわけではなさそうなのはほっとしたが、それでもイシュトの現状について、確かなことは何一つ教えてもらえなかった。

　普ふ通つうなら、ルーナはとうに行動を起こしているところである。不確かなことに延々考えを巡らすのも、相手の出方を待つのも性に合わない。向こうが会いにこないなら、顔くらいこちらから見に行けばいいのだ。

　しかしこの場合、相手が悪すぎた。──帝てい国こくの皇こう帝ていに、素す性じようも明かせない一いつ介かいの臣民が、秘ひ密みつ裏りに接触する方法などない。

　──皇帝……か。

　かつて、それは彼女にとって敬愛の対象だった。死地に追いやられた彼女を救ってくれた人、彼女の本当のことを知っていてくれる、ただ一人の人。実際にイシュトを知って、自分の想像の大部分が見当外れの幻まぼろしだったと解わかっても、それでもあの敬愛があったから、彼を心底嫌いにならずに済んだのだ。たとえルーナに見せる姿がどうであろうと、彼は帝国の統治者に違ちがいなく、良くも悪くもイシュトの存在は、皇帝という身分と一体であった。

　しかし今、ルーナの脳のう裏りを過よぎる思いは、これまでに考えたことのないようなものだ。

　──もし、イシュトが皇帝でなかったら……。

　こんなところでいつまでも、あれこれ考えたりしていないのに。顔を見たければ会いに行ける。最近どうしてる、なんて簡単に訊きくこともできただろう。

　あのときだって、そうだ。もしイシュトが皇帝でなければ、もっとそれなりに、感じるものがあったかもしれないのに。何せはじめてのことだったのだ──結けつ婚こんしてほしいなんて言われたのは。

「……い、いや。いやいやいや」

　まさか、真に受けてはいないとも。思わず自分に言い訳しながら、ルーナは思考が進みそうな方向を急いで閉とざした。言われたときは、性質たちの悪い冗じよう談だんだと思った。その後蒸むし返されたときは、伴ともなった実力行使に心底腹が立った。ふざけるのもいい加減にしろと思っていたはずなのに、けれど最近は何な故ぜか、妙みように思い出してしまう……。

「──私には、関係ない」

　考えを断ち切るように、口に出して言ってみる。声に追われるように、思考が遠ざかったのを感じて、ルーナは勢いよくその場に立ち上がった。じっとしているから、変なことを考えてしまうのだ。

　ここは一つ、家主に交こう渉しようしてみるかと考える。剣を振ふって気を紛まぎらわすのも限界がある。家主であるロキシスの希望が、彼女に何一つ面めん倒どうを起こさず大人しくしていてほしいというものであることは知っているが、そのためには何か害のない単純作業でもさせてくれるべきだ。

　そう思って屋や敷しきに足を向けたルーナだが、意外にも目的の第一段階はすぐに達成されてしまった。通路の角を曲がった途と端たんに、目当ての相手と鉢はち合あわせしたからだ。

「あっ、ロキ！」

「…………」

　まさか、もう会えるとは思わなかった。軽くぶつかったことを謝りながら、相手を見上げる。

　しかし、相手からの反応はなかった。ロキシスはただ黙だまって彼女を見返し、通路には不自然な沈ちん黙もくが落ちる。あれ、とルーナは怪け訝げんに思い、思わずまじまじと相手を見つめてしまう。いつもなら、何か一言くらいあるはずだ。

「……どうしたの？」

　ロキシスは、じっと彼女を見み据すえている。しかしその意識が、彼女に向けられているのかどうかは怪あやしいとルーナは思った。彼女を通り過ぎて、何か別のものを見ているような眼まな差ざし。

　──疲つかれてるのかな。

　その表情に、どこか拭ぬぐいようのない影かげが兆きざしているように見えて、ルーナはふと心配になる。思えばここ最近、彼がいつ屋敷に戻もどっているのかよく知らない。休む間もないほど忙しいのか。少しは休まないと身が持たないと、ルーナは忠告しようとしたが、しかしロキシスが口を開く方が早かった。

「おまえが……」

「え？」

「おまえがいて、良かったのか悪かったのか解らんな」

　独り言のように、そう呟つぶやく。意味が解らず、ルーナはきょとんとしてしまう。しかし彼女がいよいよ彼の正気を疑いかける前に、ロキシスは何かを放り捨てるようにため息をつくと、今度は彼女にも意味の解る言葉を言った。いつも通りの表情、いつも通りの口調で。

「ルーナ。おまえ、今時間あるか」

「う、うん。そりゃあもう」

　ないわけがない、むしろ売るほどある。頷うなずく彼女に向かって、ロキシスはそうかと頷くと、思いがけないことを告げた。彼女の無む為いな時間を、根本から終わらせる一言を。

「なら、俺と一いつ緒しよに来てもらおうか。──イシュトが、おまえを呼んでる」
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　通路を進んでいくにつれ、辺りの様子が変わっていく。複雑に入り組んだ皇宮の通路で目印となる、色のついた床ゆか石は消え、淡あわい灰色一色になった。古こ色しよく蒼そう然ぜんと言えそうな造りだが、しかしそれは決して不快なものではなく、むしろ年経へたものの威い厳げんが感じられる。高い天てん井じようは、優美なアーチ形によって支えられている。この辺りの建物が造られたときは、最新の技術であっただろう。

　現在では万を超こえる数の人々が暮らしているとされる、広大なフォーセガルドの皇宮だが、造られた当初から今の形だったわけではない。時代を下るにつれ、帝国の拡大とともに皇宮に集つどう人々が増え、そのたびに拡張を重ねてきたものだ。しかしその中心、一番はじめの皇宮は未いまだ残っていて、往時と同じ役割を果たしている。皇宮の最さい奥おう、『輝き石せき』の真上に位置するその建物は、何なん人ぴとたりとも侵おかせぬ皇帝の住居だ。

　多くの帝国臣民にとっては異空間にも等しいその場所に足を踏ふみ入れて、ルーナもさすがに内心たじろぎを覚えずにはいられなかった。一方で彼女を連れて前を行くロキシスは、迷う素そ振ぶりなど少しもなく、常と変わらぬ足取りでさっさと進んでいく。おそらく慣れているのだろうが、しかしついていくルーナの方はそうもいかない。宰さい相しよう閣下に敬礼をする衛兵の横を、落ち着かない気分で通り過ぎると、音を立てないように深く息をついた。自分たちの足音以外は、物音一つ聞こえない。静せい謐ひつな空気は、独特の張り詰つめた気配に満ちている。

　──ここが……イシュトの家。

　客観的に見れば、これこそ帝国の主あるじに相応ふさわしいと言えるだろう。皇宮のどんな大貴族の屋敷でも、これほどの規模と風格を併あわせ持つものはないに違いない。

　しかし、その中に住む者のことを考えるとき、ルーナはどうしても、ここを手放しで素す晴ばらしいと褒ほめる気にはなれない。彼が、何かというとロキシスの屋敷にやってきて、彼女にちょっかいを出してきていた理由が、少し解ったようにさえ思った。

　──こんなところに一人でいたら、帰る気にはならないかもな……。

　その印象は、門をくぐって建物に入ると、ますます強まった。玄げん関かんと思おぼしき場所に立って、ルーナは思わず目を瞬またたく。

「何か……がらんとしてるね」

　吹ふき抜ぬけの天井は高く、空間を惜おしまない贅ぜい沢たくな造りのホールは、しかし妙に薄うす暗ぐらい。おそらくは天井から華はなやかなシャンデリアでも吊つるして照らすものなのだろうが、しかし辺りを見み渡わたしても、壁かべ際ぎわに小さな明かりが二つ三つ設置されているだけだ。敷しき物ものもない剝むき出しの石床は、冷え冷えとしている。装そう飾しよくどころか、居い心ごこ地ちがいいと感じられるものが何一つ見当たらない。

「あいつの趣しゆ味みだ」

　彼女の呟きを聞きつけて、前を行くロキシスが素そっ気なく答えた。

「いくらでも、好きにいじれるはずなんだがな。興味がないらしい。あいつがここの主になってから、ずっと変わらずこのままだ」

「…………」

「──その先だ」

　突とつ然ぜん、ロキシスが立ち止まった。ようやくルーナを振り返ると、通路の先にある扉とびらを指し示す。他ほかの部分と同じく、その扉にも装飾めいたところは少しもなかった。さすがに場に相応しい重じゆう厚こうな色合いではあるが、それ以外に取り立てて特とく徴ちようはない。古くもなく新しくもない、扁へん平ぺいな木の扉。

「え？」

「その部屋に、イシュトがいる。おまえに用があるそうだから、行ってやってくれ。……俺は、外で待ってる」

「え、え？」

　ことここに至って、ルーナはようやく不ふ審しんを覚える。ロキシスに言われるがまま、ついここまでついてきてしまったが、よく考えれば変な話だ。いかに現在はロキシスの庇ひ護ご下かにあるとはいえ、ルーナはただの一市民に過ぎない。こんなところに入れる身分でもなければ、その理由もない。大体、彼女に話があるならば、イシュトの方がロキシスの屋敷に来ればいいのだ。いつもそうしているのだから。

「な、何で……ロキも一緒に」

「大だい丈じよう夫ぶだ、取って食われたりはしない。保証する」

「用って何なんだ？　こんな勿もつ体たいぶって呼びつけたりなんかして、話があるならロキの家でいいじゃないか」

「……そうできるなら、その方が良かったさ」

　尋たずねるルーナに、ロキシスが何かを小さく呟く。聞き取れない答えを、ルーナは再度問い質ただそうとしたが、それより早くロキシスは言葉を継つぐ。

「とにかく、文句があるなら全部イシュトに言え。質問でも悪口でも恨うらみ言ごとでも、何でも」

　今度ははっきりと彼女の耳にも届く声で言って、ロキシスは踵きびすを返す。これ以上話す気はないという意思表示だろう。どころか、彼女をその場に残したまま、元来た扉をくぐって屋や敷しきを出て行ってしまった。

　──何なんだ……。

　まるで状じよう況きようが理解できないまま、ルーナはその場に立ち尽つくしてしまう。何かからかわれているのかとも思ったが、しかしロキシスの様子は到とう底てい、そんな風には見えなかった。むしろ、怖こわいくらいに真しん剣けんだった──深刻と言ってもいいほどに。

　妙みように、胸むな騒さわぎがした。嫌いやな予感。常にないことが起こるには、常にない理由があるはずだ。そして、ことイシュトが絡からんでいる場合、それが歓かん迎げいすべきものであるはずがない。

「……ろくでもない用件だったら、殴なぐろう」

　とはいえ、今いま更さら戻もどるわけにもいかない。とりあえず自分にそう宣言して、ルーナは言われた通りにすることにした。……まあ、本音を言えば、彼のことが気にならなかったわけでもないのだし。

　こんな機会でもなければ、ルーナの方から彼に会うのは不可能だっただろう。しかしこんな形で人を呼びつけるとは、皇こう帝てい陛下はさぞかしお忙いそがしいのだろうな、と意地悪く考えつつ、ルーナは多少乱暴に扉を叩たたいた。

「イシュト。入るよ」

　何があっても、平気な顔をするつもりだった。無む茶ちやなことを言われても、理路整然と撥はねつけて、今度という今度は折れてなどやるものかと思っていた。

　けれど扉を開けた瞬しゆん間かん、その決意も塵ちりとなった。ルーナは愕がく然ぜんとして息を吞のむ。

「ああ、ルーナ。待ってたんだ」

　来てくれたんだね、と、イシュトは笑え顔がおを見せると、ひらひらと軽く手を振ふってみせた。──何もない部屋にただ一つ、ぽつんと置かれた寝しん台だいに半身を起こしながら。







「わざわざ来てもらって悪かった。ここじゃないと、いろいろ都合が悪いものだから」

　彼女の驚きよう愕がくに気付いているのかいないのか、イシュトは吞のん気きにそう言った。固まっているルーナを見やると、嬉うれしそうににっこりする。

「何だか、随ずい分ぶん久しぶりな気がするな。こんなに長く君の顔を見られないなんてね。──元気にしてた？」

「────っ」

　何気ない言葉、しかしその不適切さが、ルーナを我に返らせる。どう考えても、それは彼が言っていい台詞せりふではない。

「な……何言ってるんだ馬ば鹿か。そう言うおまえこそどうなんだ」

　思わずきつい口調で言い返し、足早に寝台に近付く。きょとんとした顔になるイシュトを、側に立って見つめた。──顔色が良くない。少しやつれたかもしれない。

「大丈夫か？　具合はどうなんだ」

　体調が悪いなんて知らなかった。ついさっきまで考えていたことが、急にひどく後こう悔かいされてきた。いくら忙しいにしても、顔を見せるくらいできないわけじゃないだろう、などと勝手に不満を抱いだいていたが、きっと本当に、それどころではなかったのだ。

「ご、ごめん、私何も知らなくて。知らせてくれたら、すぐ見み舞まいにくらい来たのに。ていうか、何で教えてくれなかったんだ……あ、起きてるの辛つらくないか？　横になってていいから」

「ルーナ」

　見上げるイシュトに困こん惑わくした声で名を呼ばれたが、耳に入らない。不安に押し出されるように、言葉が溢あふれ出てきてしまう。だってこんなことは、本当に想像したことがなかったのだ。いつだって彼は、嫌になるほど強ごう引いんで自分勝手で、けれど抗あらがえない力と光に満ちていたから。

　けれどこうして寝台に収まっているイシュトは、いつもの彼とはまるで違ちがって見える。見た目に何が違うというわけではない、少し瘦やせたところを除けば、弱い光を弾はじく白金の髪かみも、煙けぶるような色合いの緑の瞳ひとみもそのままだ。外見に変わりはないはずなのに、何な故ぜか見ていると、得体の知れない焦しよう燥そうに襲おそわれる──このまま幻まぼろしのように、不意に消えてしまいそうな。

　内なる衝しよう動どうに突つき動かされるように手を伸のばして、見慣れた顔に触ふれる。白い頰ほおのひんやりとした感かん触しよくを確かめると、少し気分が落ち着いた。ああ、大丈夫、まだ彼はちゃんとここにいる……。

「……ルーナ？」

　しかし、再度名を呼ばれた瞬間、はっと我に返る。気付けば、観察していたはずの緑の瞳が目の前にあった。怪け訝げんそうな表情を浮うかべる端たん整せいな顔が──思いがけず、近い。

「…………」

「…………」

「うわ、い、いや何でもない！　その、熱でもあるんじゃないかと思って……」

　再び、意識されるより先に言葉が出てくるが、しかし今度の動どう揺ようは、先刻のものとは似て非なるものだ。大きく鼓こ動どうが胸を叩いた衝しよう撃げきで、ルーナは慌あわてて視線を逸そらした。

　この顔が悪い、と反射的に心中で毒づく。整い過ぎるほどに整った、神がかった美び貌ぼうは、どんな人間の視線も奪うばわずにはおかない。だからつい彼女も惹ひきつけられて、こんなにもどぎまぎしてしまう羽目になるのだ。

　しかし罵ののしられている相手はといえば、そんな彼女の反応にはまるで気付いていないようだった。思いがけず近くで見つめられて、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたらしいイシュトは、しかし彼女の答えを聞くと、合が点てんしたように、ああ、と呟つぶやいた。

「そうか、言ってなかった。心配要いらないよ、ここにいても君に移ったりはしない。病気じゃないから」

「あ、そ、そう」

　その答えは、訊ききたかったこととは何かずれているような気がしたが、とりあえずルーナは安あん堵どした。病気でないということは、少し体調を崩くずしただけか。きっと疲つかれているのだろう……何だかんだで、彼女も結構負担をかけたような気もするし。

「なら、とにかく安静にしてないと。起きてないで、ゆっくり眠ねむった方がいい。……まったく、仕事なんて、身体からだ壊こわすまでしなくていいんだからな」

　多少の罪悪感から、後の言葉を付け足す。途と端たんに、イシュトはおかしそうに笑った。

「何だ、いつもは働けって言うくせに？」

「いつも働いてないから、たまに忙しいとこうなるんじゃないのか？　まあ、ロキならともかく、おまえにこんなこと言うなんて思わなかった」

「うん、おれもそう思う。ロキは何でもかんでも真面目まじめに頑がん張ばりすぎ。ルーナも何とか言ってやって」

「いや、だからおまえが言ってる場合じゃない」

　実際に寝ね付ついている人間が、他人の心配などしてどうするのか。眉まゆを顰ひそめつつ、ルーナは呆あきれて窘たしなめる。

「余計なこと考えなくていいから、さっさと寝ろ。私も邪じや魔まはしないから……」

　けれどそう言いかけて、ふと言い澱よどむ。思わず辺りを見回したのは、部屋に人の出入りの気配がなかったからだ。寝台の他ほかには、家具らしき家具もない。ルーナが、寝台の上のイシュトと視線を合わそうにも、腰こし掛かける椅い子すさえない。

「……イシュト。ここって、おまえの面めん倒どうを見てくれる人、誰だれかいるのか？」

「面倒なんて、別に見てもらう必要ないけど」

「馬鹿、ないわけないだろ。具合が悪いくせに」

　自覚していないのだとしたら、とんでもない鈍にぶさだ。この部屋には存在しない、鏡を見せつけてやりたいくらいである。普ふ段だんでも血の気を感じさせない白はく皙せきの頰は、今や青みを帯びた白さで、明らかに普ふ通つうではない。こうして身体を起こしているだけでもだるそうな様子なのに、よくそんな口が叩けるものだ。

「要らない。よく知らない人間にいてもらっても、気き詰づまりなだけだし」

「よく知らないって、ここおまえの家じゃないのか……」

「まあ、どうしても困ったら、誰か来るよ」

　まるで他人ひと事ごとのような適当な答えを返して、イシュトは肩かたを竦すくめてみせる。ルーナはますます心配になった。誰か来ると言ったって、この屋敷のどこに召めし使つかいの気配があるのか。そもそも、ここは何だってこうも、物も人も少ないのだろう。仮にも帝てい国こくの支配者が住む場所として、絶対におかしい。

　しかし、このまま病人を一人放っておくわけにもいかない。

「それなら、私と一いつ緒しよに来ないか。ロキなら、屋や敷しきの一部屋くらい貸してくれるだろうし」

　あの屋敷の方が、ここよりずっといいはずだ。あそこにいれば、こんな風に彼を一人にすることもない──ずっと側についていてやれるのに。

　だが、イシュトの答えはあっさりしていた。できないんだ、と、彼は苦く笑しようする。

「元々、帝国の皇こう帝ていは、ずっとここにいなきゃいけないものなんだ。皇帝は『輝き石せき』と繫つながってる。離はなれると、その繫がりが安定しなくなる」

「え、でもおまえ、ちょくちょくロキの家に来てたじゃないか」

「おれがもう少しまともなときなら、ちょっとくらい離れても平気だったよ。でも……今はもう厳しい」

　平静な口調はいつも通り、けれどその内容に、小さく吐はかれた息の響ひびきに、ルーナは愕然としてしまう。帝国の皇帝たる彼の務めを、彼女もおぼろげではあるが理解している。帝国で使われる全ての魔ま法ほう技術の力の源、『輝石』を支配する『ヴァルシウスの術式』を維い持じすること。己おのが心臓まで代だい償しように捧ささげて、絶えず魔ま力りよくを供給し続ける。それは唯ゆい一いつ、彼が果たすべき義務なのだ。

　他の誰も、代わることなどできない──しかしそれなら、その任が負担になったとき、誰が彼を助けられるのだろう。

「……それなら尚なお更さら、一人でいちゃいけない」

　誰にもできない。どれほど具合が悪くても、休むことも許されない。魔力を使うということが、どの程度身体に影えい響きようするものなのか、ルーナには知る術すべもないが、それでも今のイシュトに何かを強しいるのは良くないということくらいは解わかる。

　本当は、何もしないで休息しているべきなのだ。しかしそれができないのなら、せめて他人が手を貸せる範はん囲いでは受け入れて、楽に過ごしてほしいと思う。

「誰かに、側にいてもらった方がいいだろ。何かあったときに困る。何なら、私が一緒にいるから……」

「いいや、いない方がいい。──手を伸ばして、触れてしまったら、きっと未練になる」

「え？」

　独り言のように呟かれた言葉。一いつ瞬しゆん、瞳を伏ふせたイシュトは、しかしすぐに改めて、寝しん台だいの上から彼女を見上げた。その視線の真っ直すぐさに、目を瞬またたくルーナに向かって、笑えみを浮かべる。穏おだやかな、けれどどこか胸を突くその表情。

「ルーナ、おれは君が好きだ」

「な……」

「ずっと、君の光に憧あこがれてた。闘とう技ぎ場の真ん中で、誰もが君に死を迫せまっても、君は平気で笑ってた。それが本当に綺き麗れいで、心から焦こがれて……でもいつも不思議だった。──おれたちは死ぬために生きているのに、どうして君はあんなにも、おれとは違うんだろうって」

　一体、これは何の話だろう。唐とう突とつな言葉に、ルーナは当とう惑わくするが、しかしそれを遮さえぎることもできなかった。聞かなければいけないと、直感的に思う。──きっとこれは、何かひどく重大なことだ。

「君を、おれのものにしたかった。そうすれば、満たされると思った。君がおれだけを見て、おれのことだけ考えて……おれに囚とらわれてずっと側にいてくれたら、きっと君の光も、おれのものになるんじゃないかって」

「…………」

「でも多分、それじゃいつまでも解らなかった。君の光の意味も──おれがそれに惹かれた理由も」

「！」

　瞬しゆん間かん、頭に殴なぐられたような衝撃が走った。思わず小さく呻うめいて、ルーナは床ゆかに膝ひざをついてしまう。全身に冷たい汗あせが噴ふき出し、心臓がばくばくと音を立てる。胸が痛くて、息が苦しい。

「な……に……」

　けれど疑問を発する前に、原因に気付く。たまらず床に落とした視線の先に、先刻まではなかったはずの輝かがやきがある。床に描えがかれた、精せい緻ちな光の紋もん様よう──彼女を搦からめ捕ろうとする、魔法の術式。

　こんなことをする人間は、たった一人しかいない。

「……イシュト！」

　必死に顔を上げて、相手を睨にらみつける。しかし彼女の非難の声にも、彼は表情を変えなかった。彼女の苦しみを見下ろしながら、静かに告げる。

「大だい丈じよう夫ぶ、君を傷つけるものじゃない。君を煩わずらわせるのは、これで最後だ」

「ふざけるな……これ、何……」

「この先、誰も、君に手出しすることがないように」

　ルーナは言い返そうとしたが、声が出ない。胸むな元もとが、焼印でも押されたかのように熱い。震ふるえるほどの痛みの中心は、あの痣あざだ──彼女の『精せい霊れいの民たみ』たる証あかし。

「ルーナ、君に自由を返す。君の生命は君のものだ──あのとき、闘技場で君がそう主張していたように」

　苦痛で散さん漫まんになる思考が、記き憶おくの欠片かけらを映し出す。埃ほこりっぽい空気に透すかして見る、高く晴れた青空。焼けつく日差しの下、地じ響ひびきにも似た喚かん声せいに打たれながら、彼女は常に罵ののしっていた。誰に何と喚わめかれようが、自分の生命を弄もてあそばれてなるものかと思っていた。高みから見下ろす無む慈じ悲ひな観客たちの都合など、知ったことか──何のために生きて、何のために死ぬのか、決めていいのは自分だけだ。

「おれは何一つ選ばなかった。君以外には、欲しいものなんて何もなかったんだ。生きる理由も、死ぬ意味も……どうせ最後は決まっているのに、そんなもの必要ないと思ってた。でも、きっとそれが、おれの憧れた君の光だ」
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　自分の人生を、自分のものだと言い切る強さ。自分で人生を選ばない者には、決して得られるはずのないもの。

「やっと、一つだけ見つけた。おれが、おれの人生に望むこと」

　ひどく頭が痛む。聞こえる声が次し第だいに遠くなる。ルーナはきつく唇くちびるを嚙かんだ。こんなのは卑ひ怯きようだ、いきなり不意打ちを食らわされて、これでは何も答えられない。何か、彼に話したいことがあるはずなのに。

　懸けん命めいに腕うでを伸のばす。寝台の端はしを摑つかんだが、しかしそれで限界だった。寄り掛かかったまま、立ち上がることができない。急速に視界が暗くなる。

　朦もう朧ろうとしてくる意識の中で、何かが頰ほおに触ふれるのを感じた。ひやりとした感かん触しよくが、肌はだを撫なでる。愛いとおしそうに、惜おしむように。

「……ああ、触れないでおこうと思ったのにな。でもまあ、これきりだから許してほしい」

　囁ささやきさえもが遠くなる。これまでに聞いたことがないような柔やわらかい声こわ音ね、けれど聞き間ま違ちがいようのない言葉を最後に、彼女の意識は闇やみに吞のまれて途と切ぎれた。

「──さよならだ、ルーナ」
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　意識が途切れたのと同様、覚かく醒せいするのもまた一瞬だった。

「────」

　ぽっかりと目を開けた瞬間に、薄うす暗ぐらい室内の様子が目に入る。日中、窓から光が差し込む時分にははっきりと見える、天てん井じように青く描かれているはずの幾き何か学がく模様は、今は暗がりの中にぼんやりとしか確かく認にんできない。窓からは、群ぐん青じよう色の空が見える──そんな馬ば鹿かな、さっきまではまだ十分に明るかった。あの、皇宮の中心とも思えない殺風景な部屋で、彼と話していたときには。

「……イシュト！」

　だが、彼の姿はない。跳はね起きて、ルーナは自分が寝台の上にいることを知った。馴な染じみの場所──ロキシスの屋敷に与あたえられた、彼女の部屋だ。今はもうすっかり慣れたその空間に、しかしルーナが感じるのは安あん堵どではない。

「何で……」

　焦あせりと苛いら立だちが、胸中に満ちる。一体、あの男は何のつもりなのか。まるで、罠わなに嵌はめられたようにさえ感じる。こんな理り不ふ尽じんな扱あつかいを受ける理由はない──突とつ然ぜん、術式に捕とらえられ、苦痛によって跪ひざまずかされる、どんな理由があったというのか。

　彼の気を損じたからとは思えなかった。あの瞬間まで、イシュトはそんな素そ振ぶりを欠片も見せなかった。いや、あの後だってそうだったはずだ。混乱する記憶の中の彼の声は、ただの一度も荒あららげられることはなかったのだ。むしろ平静で、穏やかで……そういえば、彼は何と言っていたのだったか……。

「！」

　しかし、その答えを探さぐり当てる暇ひまはなかった。不意に、何ら前まえ触ぶれもなく、部屋の扉とびらが開け放たれたのだ。物音に驚おどろき、反射的に振ふり向いたルーナの暗さに慣れた目を、眩まばゆい光が鋭するどく焼く。合図もなく部屋に入ってきた人物が、手にしている角灯の明かりだ。

　赤みがかった色の炎ほのお、皇宮で使われている魔ま法ほうの炎ではない、現実に熱を発して燃える普ふ通つうの灯火は、しかし実際のところ、それほど強い光ではない。眇すがめた目を瞬いたルーナは、すぐにその角灯の主を知った。断りもない侵しん入にゆう者は、起き上がっている彼女を見て驚いた顔をしたが、目が合うと少しばつが悪そうに呟つぶやいた。

「ああ──起きたのか」

「ロキ」

「悪い、まだ起きないと思っていた。気分はどうだ？」

「あ、いや、別に何とも……」

「ならいいが、今晩は大人しくしていろ。おまえにかけられた魔法は、安定するまで時間がかかるらしいからな。……無理をさせるなと、あいつに言われてる」

　小さく付け加えられた一言に、ルーナは再び、胸に先刻の感情が湧わき上がるのを感じる。名前は口にされずとも、ロキシスが言う「あいつ」が誰だれのことなのかは明白だ。

　思えば、彼女をイシュトのところへ連れて行ったのは彼だった。更さらに、彼女にかけられた魔法のことまで知っている。きっと、ロキシスには何もかもが解わかっているはずだ。最初から解っていた──彼女の身に何が起きるかを、そしてその意味も。

「ロキ、これは一体何の真ま似ねだ？　あいつは……イシュトの奴やつ、私に何をしたんだ」

「おまえの『精霊の民』としての特性を、魔法で封ふうじただけだ。そうでもしなければ、おまえを外に帰せない」

「！　外に？」

「……聞いてないのか？」

　思いがけない言葉に、ルーナが驚きの声を漏もらすと、そこでロキシスも怪け訝げんな顔になった。逆に問い返されて、ルーナは首を横に振る。あいつ、とロキシスは一いつ瞬しゆん苦々しそうに呟いたが、しかしすぐに思い直したように表情を改めると、冷静な口調で告げた。

「おまえを拘こう束そくしておくのは止やめるということだ。もう、ここにいる必要はない──皇宮を出て、好きなように暮らすといい」

　それが望みだったのだろう、というロキシスの言葉も耳に入らない。ルーナは呆あつ気けに取られて、ただ彼を見返すよりなかった。

　──帰れる……？

　この皇宮から、彼女がいるべきでない世界から解放される。確かに、それはずっと望んでいたことだ。『精霊の民』の血などという、得体の知れないものに縛しばられて、一生を無む為いに過ごすことは耐たえられない。それでも皇宮にいなければならないなら、それはそれで自分の為なすべきことを見つけるつもりではいたが、街へ戻もどって自由になれるなら、その方がずっといい。

　しかし今、希望が叶かなったはずのルーナの心中に、喜びは湧かなかった。代わりにあるのは、困こん惑わくと不安だけだ。

「ど、どうして……？　そんな、何でいきなり」

「ここを出て行きたいと、常々言っていたのはおまえだろう」

「でも、ずっと全然聞いてくれなかったじゃないか。何で今になって、そんなこと言い出すんだ？　大体、そんな魔法があるなら、何だって今まで使わなかったん……」

　──ルーナ、君に自由を返す。

　しかし、脳のう裏りに蘇よみがえる声が、言いかけた言葉を止める。一度、糸口を摑んだせいか、記憶を引き出すのは簡単だった。あの魔法にかけられて、気を失う前のこと──そうだ、彼は何と言ったか。

　──君を煩わせるのは、これで最後だ。

　──やっと、一つだけ見つけた。おれが、おれの人生に望むこと。

　はっきりと思い出せるその声は、平静そのものに思えた。常と少しも変わらない、彼女のよく知る彼の声。にもかかわらず……今にして思い返すその言葉の、何と不ふ吉きつに聞こえることか。

「ロキ」

　嫌いやな予感がする。茫ぼう洋ようとした不安が、形を持ちはじめる。胸に支つかえるようなその塊かたまりを抑おさえつけながら、ルーナは鋭く問うた。本当は、真っ先に問うべきだったはずのことを。

「教えてくれ、一体何が起きてるんだ。──イシュトは、どうなってるんだ？」

　病気ではない、と彼は言った。あのときのルーナは、それで何となく安心してしまったのだが、よく考えたら何の説明にもなっていない。彼の具合が悪そうなのは明らかだった。寝しん台だいを離はなれられないような状態なのに、病気でないとしたら一体何が原因なのか。

　そして、ルーナをあの場に呼んだのは何な故ぜなのか。用件が、彼女の『精せい霊れいの民たみ』の力を封じるというだけのことならば、彼が回復してからでも問題はなかったはずだ──今、無理を押してまで彼女と会わなければならなかった理由があるとしたら。

　聞きたい、けれど聞きたくない。相反する心情を抱かかえて見つめるルーナの前で、ロキシスは少しの間沈ちん黙もくした。その表情からは、感情めいたものは何一つ窺うかがえなかったが、それが逆にこの沈黙の重さを増しているように感じられる。

　やがて、ロキシスは低い声で言った。

「……おまえには、関係のないことだ」

「！　何だそれ！」

「おまえは、壁かべの外へ帰る身だ。もはや、皇宮の中の出来事に関かかわり合うことはない」

「な……っ、勝手なこと言うな！」

　驚くほど冷然たる拒きよ絶ぜつを受けて、ルーナは思わず声を荒らげた。何と勝手な言い草だろう。そもそも、彼女を一方的に皇宮の中の出来事に関わらせたのは、他ほかならぬ彼らではないか。

「今いま頃ごろ何だ、そんなこと……関わらせたくないんだったら、最初から巻き込むな！　今いま更さら、関係ないだって？　勝手に人を振り回しておいて、都合が悪くなったらさようならって？　そんな馬鹿な話があってたまるか」

　巻き込んだなら、巻き込んだなりの責任を取るべきだ。もし皇宮に来なければ、ルーナがイシュトに会うこともなかった──こんな、胸が塞ふさがれるような心配をすることもなかったのに。

「私に、皇宮にいる資格がないのは解ってる。本当は、宰さい相しよう閣下も皇こう帝てい陛下も雲の上の人たちで、私なんかが簡単に口を利きけるはずじゃないんだって。でも、こんなのは間ま違ちがってる──ずっと一いつ緒しよにいた相手が辛つらいときに、手を貸すこともできないなんて」

「…………」

「今になって、そんな風に言うのは、ずるい……」

　声が震ふるえそうになるのを、何とか堪こらえる。いつだって、皇宮は彼女の居場所ではなかった。囚とらわれた運命を恨うらみ、いつかは自由を取り戻したいと思っていた。けれど、こんな形で出て行きたいとは思わない──こんな不確かな状態で、イシュトと離れてしまいたくない。

　再び、沈黙が落ちる。ロキシスは依い然ぜんとして表情を変えはしなかったが、訴うつたえるルーナの視線から顔を背そむけると、吐はき捨てるように呟いた。

「……ずるい、か」

「え？」

「そうだ、おまえの言う通りだ。都合が悪くなったら切り捨てる、人の生命を使い潰つぶして生き延びる──皇宮はそういうところだ、ずっと昔から」

　冷ややかな声こわ音ねに、はじめて感情めいた気配が宿る。僅わずかに歪ゆがんだその表情に、ルーナは一瞬言葉を失った。刺とげ々とげしい口調に感じる、怒いかりの気配。けれど背けられた横顔に浮うかぶ影かげは、何だかひどく沈しずんで見える。疲つかれているような……まるで、彼自身を暗くら闇やみに閉じ込めるかのような。

「ロキ」

　そしてそれに気付いた瞬しゆん間かん、ルーナは声をかけていた。イシュトのことに気を取られていたが、思えば、彼の態度も十分おかしい。これまで、ロキシスがこうまで頑かたくなに、彼女に何かを強制することがあっただろうか。

　しようと思えばいくらでもそうできる身分と立場にあるにもかかわらず、これまで彼は常に、彼女に配はい慮りよしてくれた。もちろん、彼女の意志に沿わないことを強しいることはあったが、それなりに礼を尽つくしてくれたし、むしろ好き勝手に彼女を扱あつかって躊躇ためらわないイシュトに、釘くぎを刺さす役さえしてくれた。こんな風に一言もなく、彼女を追い出すような真似を、普ふ段だんの彼ならするはずがない。

「……だから、諦あきらめろ。おまえはもう、ここには必要な──」

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　皆みなまで聞かずに問いかけると、ロキシスは眉まゆを顰ひそめて彼女を見返した。怪訝そうなその表情から、一いつ瞬しゆん頑かたくなさが消えたような気がして、ルーナは急いで言葉を続ける。

「だから、あなたは大丈夫かって訊きいてる。イシュトのことも気になるけど……そっちも何だか、普ふ通つうじゃない」

「…………」

　疲れてるんじゃないか、と問おうとして、ルーナはその愚おろかさに気付いた。訊くまでもない、それはもう大変な思いをしているに違ちがいない。たとえ政治的にはお飾かざりとはいえ、イシュトは皇帝である。その彼が動けなくなったなら、いよいよその分まで背負わなくてはならなくなるのが誰なのか、解り切ったことではないか。──それでなくても、イシュトのことを真しん剣けんに心配しているに違いないのに。

　これまで、一応は一つ屋根の下に暮らしてきて、ルーナには彼の性格が解わかっている。素そっ気ない物言いの上に愛あい想そうもなくて、見たところは恐おそろしく冷れい淡たんな印象だが、実際は随ずい分ぶんと面めん倒どう見みが良くて律りち儀ぎな人物なのだ。一緒にいるのが、人ひと懐なつこくはあるが、やることなすこと滅め茶ちや苦く茶ちやなイシュトだから、余計にそう思うのかもしれないが……というよりもむしろ、ロキシスの性格がイシュトをああしているのではないかと、ルーナは密ひそかに疑っている。ロキシスが何でも手て際ぎわよく面倒を片付けてやってしまうから、イシュトは好き勝手なことばかりするのだ。ロキシスもいろいろと文句は言うのだが、結局のところ彼がイシュトの言い分を受け入れなかった例ためしはない。皇帝と宰相の立場があるとはいえ、甘やかしすぎではなかろうか。

　もっとも、それは彼らが、単なる身分上の主従ではないせいもあるだろう。公おおやけの場ではいざ知らず、ルーナの前では主も従もない、遠えん慮りよのない会話をする彼らは、どうやら古くから友達だったらしい。ルーナとは時々会話が成立していない感さえあるイシュトが、何だかんだでロキシスの話にだけはちゃんと耳を傾かたむけることからも、それはよく解る。

　だから、イシュトの今の状態を、ロキシスが気にかけていないはずがない。心配しているというのなら、付き合いが長い分、ルーナよりも彼の方が、ずっとしているに違いない。

「ロキ、お願いだ。私にも話してくれ。あなたたちの、力になりたい」

　何ができるかは解らない。けれど、このままわけも解らずここを立ち去るよりは、ましなことができるはずだ。

　すぐに返事はなかった。ロキシスは、今度こそはっきりと呆あつ気けに取られた顔をして、彼女を見返す。ルーナもまた、真っ直すぐに彼を見つめた。どうしても、解ってほしい。

　だが、反応は思いがけないものだった。彼女の言葉を理解したと見えた途と端たん、ロキシスは唇くちびるを歪める。

「俺が？　もちろん、大丈夫に決まっている。──他人に何もかも押し付けて、俺だけは無事でいられる」

「ロキ」

「俺は、生き延びるしか能がない」

　笑えみと言うには、あまりにも歪いびつな表情。咄とつ嗟さに返事ができないルーナに向かって、彼は何かを振ふり捨てるように言った。そんなに聞きたいなら言ってやる。

「この国の皇帝に、何が要求されるか知っているか」

「え？　ええと……魔ま法ほうが使えないと駄だ目めなんだよね、確か」

　と言うよりも、それしかない。『輝き石せき』を制せい御ぎよし、その力を魔法の源として供給する『ヴァルシウスの術式』を維い持じすることが、フォーセガルドの皇帝に求められる、唯ゆい一いつにして最大の責務であるはずだ。だからこそ、イシュトは好き放題をしていても、たとえ国を動かすことに興味を持たなくとも、許されているのではなかったか。

「そうだ。だが、それだけじゃない」

　ロキシスは答えると、一いつ瞬しゆん言葉を切る。ほんの僅かな、逡しゆん巡じゆんの気配。しかしすぐにその先を続けた。低い、けれどもはっきりとした声で。

「──本当は、それを要求されていたのは俺だった」

　皇統の正しき後こう継けい、先せん帝ていの血を受けた、ただ一人の皇子。生まれたときから、彼の人生は決まっていた。父の帝てい国こくを受け継つぐこと、そのために身命を捧ささげること。

　そして彼も、それを受け入れていた。むしろ、心から望んでさえいた。父の息むす子こだと言われるのは誇ほこらしいことで、そのためにならどんなことでも、耐たえる価値はあると思っていたから。

　しかし、結局彼が、その覚かく悟ごを証明することはできなかった。

「俺には、魔ま力りよくというものがないらしい。……『少ない』なら、まだどうにかならないこともなかったんだが、ここまで『出来損そこない』だとな。どう足あ搔がいても、物の役には立たん」

　他人を評するような言い方、しかしそれが皇宮の人々の考えでもある。魔力は生来の資質であり、貴族たちはそれを得るための婚こん姻いんを繰くり返し、次代へと血を繫つないできた。魔力を持たずに生まれてくるということは、そうした先祖代々の努力を無に帰することであり、親に対する最大の不孝である。たとえ、本人にはどうしようもないことだとしても。

「……父は俺を責めなかったが、それでも誰だれか、俺以外の後こう継けい者しやを探さがさなくてはならなくなった。それで、選ばれたのがあいつだ。俺の持たない魔力を持っていて──俺が削けずるはずだった、生命を削る」

「……生命!?」

「帝国の皇こう帝ていの、それが宿命だ。『ヴァルシウスの術式』が生きている限り」

　初代皇帝が生み出したとされる古い術式は、帝国の魔法の理論では解明できない、得体の知れない『輝石』に溜ため込まれた力を魔法に転てん換かんすると同時に、万が一にも暴走することのないよう、その力を抑よく制せいするものでもある。強力な力を抑おさえ込むために、術式はただの一瞬も途と切ぎれなく、それを支える者の力を要求する。どれだけ才に恵めぐまれようと、人の身に宿るものは決して無限ではない。奪うばわれ続ければ、必ず衰おとろえる。歴代のどの皇帝も──イシュトにしても、同じことだ。

「一度、帝てい位いについたら避さけられない。心臓に刻まれた『印』は、強制的に主あるじの力を術式に送る。誰にも止めようがない。だから──このまま行くしかない」

「ちょっと待って、それは……」

　言いかけた言葉が詰つまる。ルーナは愕がく然ぜんと、目の前の男を見上げた。どれだけ彼女が言い募つのっても、彼が口を開きたがらなかった理由が、はじめて理解できた。もし、今彼女が想像したことが正しいのなら……。

　それでも、確かめてみなければならない。はっきりしたことを知らなければ。

「それじゃ……もしかして、それが原因ってこと？　イシュトが、あんな具合悪そうにしてるのは……」

「…………」

「どう、なるんだ……？」

「……俺の父親は、そうして死んだ」

　抑えた声こわ音ね、遠回しな言葉、しかしそれが何を意味しているのかは解る。一瞬の空白の後、ルーナは知らず拳こぶしを握にぎりしめた。何かしれない感情が、身体からだの内側に溢あふれ出す──理性の箍たがを押し流し、身体を芯しんから震ふるわせる。

「そんなこと……あってたまるか！」

　あっていいはずがない。何が宿命だ、とルーナは叫さけんだ。それでは、同じではないか──彼女が立っていたあの闘とう技ぎ場で、無数に生み出された死と何が違う。

「そんなわけの解らないことで、あいつを殺すのか！　『輝石』とか魔法とか国だとか……そんなの、人が死んでいい理由になるものか」

　死というものが理り不ふ尽じんなものだということは、ルーナにもよく解っている。誰一人逃のがれられない、順番すらも決められない。生まれた以上は平等に甘受すべき、逃れられない運命。

　しかし今、イシュトに課せられた死は、そうした普ふ遍へんの運命とは根本的に違う。それは強制された死だ。『輝石』は帝国の魔法の礎いしずえ、失われれば現在の発展は享きよう受じゆできない。恩おん恵けいを守るためならば、誰が犠ぎ牲せいになっても仕方がない。大勢の人間が、大勢の都合で一人の生死を決める──闘技場の理り屈くつと同じ。

「それも含ふくめて、皇帝の責務だ」

　けれど、ロキシスの答えはにべもない。

「言っただろう、これは避けられないことだと。『ヴァルシウスの術式』は破は棄きできない。たとえそうしたとしても、イシュトは既すでに術式の一部だ。今いま更さら、切り離はなすことはできない」

「！　そんな……！」

「だが、それも最初から解っていたことだ。知っていて、あいつは選んだ」

「だからって、このまま放っておくのか？　イシュトが……死んでも、仕方ないって」

　はっきりとそう口にしても、しかし目の前のロキシスの表情は変わらない。動どう揺ようの欠片かけらも見せないその態度こそ、ルーナにはひどく衝しよう撃げきだった。つまり、ロキシスは既に受け入れたのだ。イシュトがどうなるか知っていて、けれどそれをどうにかしようともしない。

「それでいいのか？　それでいいって、ロキも本当にそう思ってるのか」

「……いいも悪いもない。他ほかに道はない」

「それで、帝国は安あん泰たいってことか。いい気なものじゃないか──土台で誰が礎になって死んでも、自分たちの平へい穏おんの方が大事って？」

　前に、イシュトが言っていたことを思い出す。ロキシスにとって、一番大事なのはこの国だと。その理想のために、イシュト自身は切り捨てられる側だと、果たして彼は知っていたのか。

　あのとき、彼女に問い返されたイシュトは、同じ問いに答えられなかった。少なくとも、彼にとって一番大事なものは、この国でも帝位でもなかったのだ。そんなものを、選んだと言えるのだろうか──そんな死を、受け入れることができるものか。

「……だから言った、皇宮は──この国は、人の生命を使い潰つぶして生きていると。ずっと、もう何百年もそうしてきたんだ。変えることなどできない」

「そんなのおかしいだろう！　それは宿命でも何でもない、ただ生いけ贄にえを捧げ続けてるだけだ。こんなこと、続けてどうするんだ！」

「──なら俺に、他に何ができる！」

　不意に、乱暴な声が耳じ朶だを打つ。ルーナは思わず言葉を吞のみ込み、まじまじと相手を見返した。彼のこんな声を、聞くことがあるとは思わなかった。叱しつ責せきではない、理性の下にある怒いかりでもない。怒ど鳴なりつけられたはずなのに、逆に心配になるような──これ以上は本当に耐えられないというほどに、追い詰められた響ひびき。

「今更、他の方法があるはずもない。そんなものがあったなら……最初から、あいつを帝位につかせたりはしなかった」

　──他人に何もかも押し付けて、俺だけは無事でいられる。

　──俺が削るはずだった、生命を削る。

　抑えた声音に、先刻からの彼の発言が重なる。そうか、と、ルーナはようやく気付いた。今、彼女が抱いだく感情など、ロキシスはとっくに知っているはずだ。今日より遥はるか昔から、彼女が感じたのと同じように憤いきどおり……そして彼女よりもずっと、苦しんできただろう。──死すべき自分の運命を、別の人間に背負わせたのだと自分を責めながら。

　けれど、それもまた間ま違ちがっている。もしロキシスが、その生まれの通りに帝位についていたとしても、やはり生命を落としたことに変わりはないだろう。誰の運命かという話ではない、そんなことを要求する、この国の仕組み自体が歪いびつなのだ。

「だから俺は、できることをするしかない」

　しかし、ルーナがそれを言うより先に、ロキシスはそう言って彼女を見み据すえた。一いつ瞬しゆん前の、心を吐はき出すような響きは消え失うせ、その顔には元の無感動な冷ややかさが戻もどっている。

「明日には、おまえを街へ戻す。準備があるなら、今晩のうちにしておけ」

「ロキ！」

　そうだった、元々の問題はそこだった。有う無むを言わせない口調で命じられ、ルーナは慌あわてて声を上げる。今ここで、追い出されてしまうわけにはいかない。真実を知ったのなら、尚なお更さらのことだ。もしここで、為なす術すべなく別れてしまったら──もう二度と、イシュトには会えなくなる。

　だが、いくらルーナが強きよう硬こうに主張しても、ロキシスは態度を変えない。彼女の抗こう議ぎを、駄だ目めだ、と一言の下もとに切り捨てると、更さらに何か言いかける彼女を制して言葉を継いだ。

「どうあっても、おまえには出て行ってもらう。……それにおまえも、今を逃したら帰れなくなるぞ。俺の意見としては、おまえを街へ帰すなんてもっての外なんだからな」

「だから私は、まだ帰りたくないって！……え、あれ、じゃあ何で私を帰そうとしてるんだ？」

「俺は反対だ。が、イシュトがうるさい。おまえを皇宮から出せと」

「……は？　何で？」

　それは本当に想像しなかった。抗議しているのも忘れ、ルーナは間の抜ぬけた声で訊きき返してしまう。これまでルーナは何となく、この采さい配はいはロキシスの差し金だと思い込んでいたのだ。

　ロキシスにとって、彼女の存在は盤ばん上じようの駒こまのようなものだ。私人としての彼の性質は、誠実で親切で、十分信しん頼らいに足るものだが、帝てい国こく宰さい相しようとしての彼はまるで当てにならない。というよりも、自らの職務に誠実だからこそ、どんなことでもやりかねない。今日まで一いつ緒しよに暮らしていた彼女を、ろくに説明もしないまま追い出すくらいは、何の苦もなく当然にやるだろう。

　逆に、イシュトが彼女を遠ざけようとする理由など、まるで想像がつかない。はじめて出会ったときから、イシュトは彼女を手て許もとに置きたがって仕方がなかった。どれほど彼女が嫌いやがっても、強ごう引いんな手段で自由を奪って躊躇ためらわなかった。

　そんな彼が、自分の意志で、彼女を皇宮から解放しようというのだろうか。そんなことが本当にあり得るのか、と心底疑わしい目をしたルーナだが、しかしその分、ロキシスの答えは衝撃以外の何物でもなかった。彼女の問いに、あくまでも表情を崩くずさないまま、ロキシスは告げる。

「おまえに、好かれたいんだそうだ」

「え？」

「一度でいいから、おまえの望みを叶かなえたいんだと。……あれでも一応、おまえに憎にくまれるようなことしかしていない自覚はあったと見える」

　後半は、ため息混じりに呟つぶやいたロキシスの言葉を、しかしルーナははっきりと聞いてはいなかった。瞬しゆん間かん、脳のう裏りに蘇よみがえった声がある。

　──ルーナ、おれは君が好きだ。

　そんな風に言われるのは慣れていた。そもそも初対面の言葉からして『愛してる』だ。だからというわけでもないが、ルーナはこの種の彼の言葉を、真に受けることはこれまでなかった。そんな言葉はただの挨あい拶さつ、深い意図があるわけではない。彼女の注意を引くためなら、どんな心にもない言葉だって言える男なのだ。強引に口付けられても、もっと際きわどいことをされたときも、平気ではなかったが耐たえられなくはなかった。心がない以上、それは単純な接せつ触しよくと同じだ。どんな傷を負わされても、やがては癒いえる。癒えれば忘れる、それだけのことだ。

　それだけのことだった、はずなのに。──ならば今、この胸の内側の焼けつくような痛みは、一体何なのだろう。傷つけられてはいないのに、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせられたわけでもないのに……息ができないほどに、苦しい。

　──さよならだ、ルーナ。

　あのとき、彼はとうに知っていたのだ。自分の未来を──この先、もう二度と、彼女と会うことはできないのだと。

「──おい！　どこへ行く気だ」

　弾はじかれるように、扉とびらを目指す。しかし手をかける寸前で、ロキシスに腕うでを摑つかまれた。振ふり払はらおうともがきながら、ルーナは答える。

「もう一度、イシュトのところに行ってやる！　あの馬ば鹿か、何でいつもいつも私の話を聞かないんだ！」

　馬鹿にしている。こんなときまで、あの男は自分勝手を押し通すつもりなのだ。こんなこと、到とう底てい納なつ得とくできない──さよならなんて言葉は、こんなに一方的に使うものではないのに。

「はいそうですかなんて、言えるわけないだろう！　ふざけてる、勝手なことばっかり言って……！」

「駄目だと言っただろう。おまえを行かせることはできない。朝まで、ここで大人しくしていてくれ」

「ロキ！」

「外に、見張りも置いている。今度は逃にげられると思わない方がいい」

　けれど、摑まれた腕は外れない。睨にらみつけるルーナの視線を意にも介かいさず、ロキシスは淡たん々たんとそう言った。今度は、というのは、おそらくはじめて出会ったとき、ルーナが彼を出し抜いて逃げ出したことにかかっているらしい。まだ根に持っていたのか、と思う以上に、今は彼の態度が腹立たしい。

「放せ！　何でこんなことするんだ！　ロキまで一緒になって……私には何も言わないで、こんな」

「それがあいつの望みなら、仕方がない。──『最後のお願い』だそうだからな」

　どこまでも平静なその声に、しかしルーナは返事ができない。一つ、心臓が大きく打って、身体からだが強こわ張ばる。その場に立ち竦すくんだ彼女を見やって、ロキシスは小さく付け加える。

「昔から、そう言われると弱いんだ。あいつも解わかって言ってるだろうが……聞いてやらないわけにもいかない」

　どこか苦く笑しようめいた呟きを残して、ロキシスはようやく腕を放してくれる。再び自由を取り戻したルーナだが、しかしもう、暴れる力は湧わかなかった。胸の痛みは、まだ続いている。骨を伝わり、身体の芯しんを揺ゆさぶって、彼女の力を奪うばっていく。

　──ルーナ、君に自由を返す。

　──やっと、一つだけ見つけた。おれが、おれの人生に望むこと。

　去り際ぎわに、彼と何と話したかは覚えていない。二言、三言言葉を残して、ロキシスは彼女を置いて立ち去っていく。やがて扉が閉とざされて、その後ろ姿を完全に消してしまうと、眩暈めまいにも似た疲ひ労ろうが静せい寂じやくのように重く伸のし掛かかってきて、ルーナは音もなく床ゆかにへたり込んだ。
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　次の朝、皇宮を去るルーナの前に、ロキシスは姿を見せなかった。

「我々が外までお送りします。あなたの身をお守りするよう、命令を受けております」

　代わりに現れたのは、規律正しい皇宮騎き士しと衛兵で、ルーナは思わず笑いそうになってしまった。なるほど、昨夜宣言していた通り、ロキシスは本気らしい。『守る』と言われても、皇宮内にそうそう危険など落ちてはいないだろう。この物々しい男たちは、ただ彼女の逃とう亡ぼうを阻そ止しするためだけに、彼女に同行させられているのだ──イシュトの『最後のお願い』とやらを、完全な形で全まつとうするために。

　昨夜から、彼女に逃亡を図はかる隙すきは与あたえられなかった。ロキシスが去り、一人残されたルーナがはっと我に返ったときには、既すでに彼女の動きは封ふうじられていた。部屋の扉の外には、既に監かん視しと思おぼしき衛兵が立ち、部屋から出かかったルーナを丁てい重ちように、しかし有無を言わせず中へと押し戻もどしたのだ。軟なん禁きんと言うよりははっきりと監かん禁きんに近い一晩を過ごし、結局今、こうして騎士たちと相対することになっている。

「ロ……宰さい相しよう閣下は、どうしたの？」

「ご用があれば承うけたまわっておくように、言い付かっております」

　皇宮騎士の答えは恭うやうやしくはあったが、彼女の問いに正しく答えてはいない。しかし、ロキシスの真意を知るには十分ではあった。騎士たちに彼女を追い払わせて、どうやら彼自身が見送ってくれるつもりはないらしい。

　仮にも数ヶ月を共に過ごした相手に対して冷たい態度だが、しかし一番の理由は、再びルーナに昨夜の話を蒸むし返されたくなかったからだろう。事情を知らない皇宮騎士たちを相手にしては、何を交こう渉しようすることもできない。ロキシスにはもう、話し合うつもりなどないのだ。

　一いつ瞬しゆん、行かないと言い張って籠ろう城じようを試みようかと考える。皇宮騎士の手に負えないほどに騒さわげば、ロキシスを引きずりだすこともできるかもしれない。……が、あまりにも可能性は薄うすい。せいぜい、今は礼れい儀ぎ正しく彼女に接してくれている皇宮騎士の態度が、強きよう硬こうで乱暴なものに変わるだけだろう。結局、ルーナは諦あきらめて別のことを言った。

「……この服、ここで用意してもらって、私の物じゃないんだけど、他ほかに着られる物がなくって……着て行ってもいいかな」

　ことのはじめに、ルーナが皇宮にやってきたのは、舞まいの仕事のためだった。それは彼女を皇宮に捕とらえるための噓うそだったのだが、そういうわけで彼女がここに持ち込んだのは、身に着けていた衣装と装そう飾しよく品の類たぐいだけだ。しかもその衣装も、以前、皇宮が魔ま獣じゆうに襲おそわれたとき、戦って破いたり汚よごしたりしてしまった。

「どうぞ、お好きなように。ご入り用の物は何でもお持ちになって構わないと、仰おつしやっておいででした」

「それは気前のいいことだな。助かるよ」

　一瞬、ここからありとあらゆる物を持ち去ってくれようかと考える。が、実行には移さず、ルーナはため息をついた。この皇宮騎士に、皮肉を言っても仕方がない。

　それに、気前の良さは別のところで実証済みだ。今朝、彼女とはじめて顔を合わせた皇宮騎士は、言付かったものとして、彼女に重みのある革かわ袋ぶくろを手て渡わたしたのだった。中に入っていた金貨は、遊んで暮らしても半年はもつだろう。

　──これが、手切れ金ってことか。

　思わず意地の悪い考えになってしまったが、実際にはここにはいないロキシスの、彼らしい配はい慮りよの結果であろう。皇宮に身み柄がらを留め置かれたことで、ルーナには仕事も住まいもなくなってしまった。先立つものがなければ即そく座ざに路頭に迷う彼女の状じよう況きようを、ロキシスは正しく把は握あくしており、彼なりに責任を取ってくれたに違ちがいない。

　そのやり方と意図をどう思うかはさておき、ルーナはありがたくそれを受け取っておくことにした。何であろうと、金は大事だ。──特に、これから何かを果たそうと思うのなら。

　男たちに伴ともなわれて、ルーナは屋や敷しきを出て通路を下っていった。未いまだに落ち着くとは言い難がたいが、それでも当初より目が慣れたのか、石造りの壮そう麗れいさにも、それほど威い圧あつ感かんは感じない。

　代わりに湧き上がるのは、別の感情だ。かつては感かん嘆たんと畏い敬けいを込めて見たはずの皇宮が、今はまったく違って見える。歩きながら窓の外に視線をやって、ルーナは内心密ひそかに吐はき捨てた。

　──ここは、牢ろう獄ごくだな。

　無数の尖せん塔とうが、鉄てつ格ごう子しのように視界を埋うめ尽つくす。皇宮の奥へ行けば行くほどに、その圧あつ迫ぱく感かんは顕けん著ちよになる。幾いく重えにも絡からまる通路の影かげに阻はばまれて、空さえも望めない。──この広大な皇宮の中心から眺ながめる景色は、どれほど息苦しいものだろう。

　フォーセガルドの皇宮は、他のどの国にも見られない特異な造形だと言われる。魔ま法ほうの技術なくして、これほどの建物を造ることも、これほど多くの人間の生活を支えることもできない。そしてその魔法は、常にただ一人の人間の肩かたにかかっている。皇宮は、そのただ一人を守護し──同時にその身を閉じ込める、巨きよ大だいな檻おりだ。

　──絶対に。

　このままでは終わらせない。宿命など認めない。──檻なら、叩たたき壊こわすまでだ。

　やがて、通路の終わりが見えてくる。高い天てん井じように届くほどの、大きな両開きの扉。貴族たちの使う、皇宮の正門である。

「ご一いつ緒しよするのは、ここまでです」

　その扉とびらを開いて、皇宮騎士が言った。ただの扉、しかしそれを一歩でもくぐれば世界が変わる。皇宮に張り巡めぐらされた魔法の障しよう壁へきは、内と外とを厳格に遮しや断だんしている。一度外に出てしまえば、『印』なしに中へ戻ることはできない。

　ただし、『精せい霊れいの民たみ』の血を引くルーナは、その例外である。『精霊の民』の力と、帝てい国こくの魔法は相あい容いれないものであるが故ゆえに、彼女の身体は魔法の影えい響きようを受けずにいられるらしい。

　いられる、はずだったのだが……。

「うん、ありがとう」

　衛兵の一人から、持ってもらっていた手荷物を受け取りながら、ルーナは礼を言った。そのまま彼らが見守る前で、躊躇ためらうことなく歩き出す。

　扉を抜ぬけるのは、一瞬のことだった。振ふり返らずに進む背後で、僅わずかに空気が緩ゆるむのを感じる。彼らにとっては、彼女を障壁の外へ出したことで主命を果たしたのだから、それも無理からぬことであろう。その重じゆう厚こうさからすれば、信じられないほど微かすかな音を立てて、扉が閉ざされる──前に、ルーナは素す早ばやく踵きびすを返し、扉に向かって駆かけ戻る。

「！」

　手が触ふれた瞬しゆん間かんに、びりっと大気が震ふるえた気がした。しかしその感覚は、すぐにもっと強きよう烈れつな苦痛に塗ぬり替かえられてしまう。全身を衝しよう撃げきが貫つらぬく。熱いとも痛いともつかない鋭するどく不快な刺し激げきが、身体中を舐なめ尽つくす。

「何を……！」

　我を忘れて叫さけび出したくなる苦痛、しかし実際には、それはごく一瞬のことだったのだろう。彼女が悲鳴を上げるより先に、痛みが途と切ぎれる。真っ白になった視界が、次し第だいに色を取り戻してきた頃ころには、彼女は荒あらい息をつきながら、力の入らない身体からだを誰だれかに支えられていた。周囲の雑音が、徐じよ々じよに意味を成して聞こえてくる。

「……をやってる！　死にたいのか！　『印』なしで皇宮に手をかけて、ただで済むはずがないだろう！」

　耳元で、聞き慣れない男の声が怒ど鳴なる。今、彼女を支えてくれている皇宮騎士のものだ。どうやら彼が、与えられた『印』の力で障壁の効果を食い止め、彼女を救ってくれたらしい。ようやく通常の感覚が戻ってきて、ルーナは大きく息をついた。心臓の音が頭に響ひびくたび、身体中から冷や汗あせが噴ふき出す。

「ああ……びっくりした」

「びっくりだと!?」

　男は声を上げ、そのまま絶句した。彼にしてみれば、形の上では護衛してきたはずの女に、目の前で自殺を図られたようなものだろうから、驚きよう愕がくも解わからなくはない。ルーナは彼から離はなれると、自分と周りの様子を確かく認にんした。視界の端はしに一瞬映った紫むらさきの炎ほのおは、今は消えてしまっていたが、しかし肌はだの上にはひりつく感覚が残っている。魔法で生み出された炎が、彼女の身体につけた痕あと──これまで決して、起こり得なかったはずのこと。

「ありがとう、おかげで助かった」

　もしこの皇宮騎き士しの反応が遅おそければ、大おお怪け我がを負っていたかもしれなかった。期待通りの働きに、ルーナは礼を言ったが、しかし相手はそれで収まらなかったらしい。

「な……何のつもりなんだあんたは!?　何しに戻ってきた！　まさか皇宮の障壁を、その身で試ためしたいわけじゃあるまいな！」

「いや、その……」

　まさか、その通りだったとも言えない。目を剝むいて怒鳴られて、ルーナは急いで言い逃のがれる言葉を探す。

「ええと……そう、言い忘れたことを思い出して」

「忘れただと」

「ロキに……宰相閣下に、世話になったと伝えて欲しい。それと……私は諦めない、と」

　最後の一言は、余計なことだったかもしれない。しかしそれは、彼女の偽いつわらざる本心である。──こんなやり方で追い出したくらいで、片付いたと思われてたまるものか。

　男は返事をしなかった。そんなくだらない伝言のために、と言いたい気持ちと、主あるじに対する言を蔑ないがしろにするわけにもいかない義務感がせめぎ合っているらしい。彼が適切な言葉を探し当てる前に、ルーナはもう一度挨あい拶さつ代わりに礼を言うと、今度こそ振り返らずにその場を後にした。







　──やっぱり駄だ目めなのか。

　帝てい都との雑ざつ踏とうは、数ヶ月ぶりのものだった。乾かわいた風が街路を通り抜け、猥わい雑ざつな喧けん騒そうを運んでいく。押し寄せる人波も、埃ほこりっぽい空気も久しぶりで、ルーナは当とう惑わくに似た懐なつかしさを覚えたが、しかしそんな思いは、路地をほんの一つ通り過ぎた辺りで霧む消しようした。めいめいに動き回る人の間を、ぶつかることもなく行き過ぎる。呼吸を取り戻もどすのは容易たやすかった──ようやく戻ってきた、この街は彼女の故郷なのだ。

　しかし、感かん慨がいに耽ふけっている暇ひまはない。これからどう動くか、算段を考えなければならない。といっても、何もかもを忘れて、街で新たな暮らしをはじめるつもりなどは毛頭ない。考えることはただ一つ──どうしたら彼を救えるのか。

　──こんなの、馬ば鹿かげてる。

　魔法というのは、人の生み出した技術だ。日々の生活を少し良く、人々の労力を少し減らすために使われるもの。結果として、皇宮のような場所を作り出したり、庶しよ民みんとはかけ離れた貴族たちの安楽な暮らしを成立させることになったが、根本的にはそういうもののはずだ。

　人間が幸せになるための力──しかしその幸せが、誰か一人を踏ふみ躙にじってでしか成立しないものだとしたら、そんなものはまやかしに過ぎない。昨夜、一晩中まんじりともしないまま考え続け、ルーナはそう思ったのだった。生命を捨てて仕方がないのは、他ほかの生命のためだけだ。誰かの欲よく望ぼうや享きよう楽らくのために、たった一つの生命を失っていいはずがない。

　イシュトを救う、そのためには、皇宮に戻らなければならない。もう一度彼に会って、この状じよう況きようを打開する方法を探すのだ。ルーナの知る限り、魔法や『輝き石せき』というものに関して、詳くわしく話ができそうなのは彼しかいない。……それに、こんな形で彼女を遠ざけたことに、まだ文句も言っていない。

　だが、一度皇宮を出てしまうと、戻るのは難しい。皇宮は、皇こう帝ていが維い持じする魔法の障壁によって守られており、許された者しか出入りができない。

　本来、『精霊の民』であるルーナに、この障壁は効果を及およぼさないはずである。事実、かつて一度は無断で通り抜けることができた。しかし、もうその力は期待できないらしい。一度試してみて良かったと、ルーナはつくづく思った。皇宮騎士が近くにいるなら、たいしたことにならないうちに助けてくれるはずだと踏んでやってみたのだが、あんなに危ないものだとは。

　しかし、このことはある程度予想していた。イシュトは、彼女の『精霊の民』としての特性を封ふうじたのだという。魔法の影響を受ける、ごく普ふ通つうの人間になったということだ。利点が失われたのは確かだが、制約を受けたというほどでもない。元々、彼女自身は、ごく普通の人間のつもりなのだ。

　──別の入り口を探すか。

　ならば、それなりのやり方を取るべきだ。この場合の入り口とは、単純に場所のことではない。いくら皇宮が別世界といっても、外部とまったく隔かく絶ぜつして存在しているわけではない。平民とはいえ、特に認められた者たちは招き入れられて、皇宮の生活を支えている──様々な物品を運び込む商人、美び貌ぼうや芸事を売る女たち、絶えず天へと伸のびる塔とうを建てるための労働者、貴族たちが個人的に雇やとい入れる者まで数え上げればきりがない。

　さしもの宰さい相しよう閣下でも、これらの人間を全て事前に調べ上げ、彼女の皇宮への侵しん入にゆうを阻はばむことなどできるはずはない。皇宮と行き来がある人物に近付いて、紛まぎれ込めばこっちのものだ。幸いなことに、軍資金なら十分にある……。

「…………？」

　計画を秘ひめて通りを歩きながら、そのときルーナは、ふと何かの気配を感じた。思わず足を止めたくなるが、敢あえて素知らぬ顔で歩き続ける。すれ違ちがう人々は皆みな、自分の用事に忙いそがしく、他人のことなど気にも留めていないよう──しかしそれを確かめても、肌に刺激が走るような感覚は消えない。

　しかも、あまりいい気配ではない。歩みは変えないまま、周囲に注意を払はらいつつ、ルーナは気配の元を探さぐった。街中で、どこからか視線を感じるだけなら、以前から時折あった。闘とう技ぎ場の〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として、大勢の観衆の前に立っていたから、彼女の顔を見知っている者に声をかけられたりするのだ。しかし、この気配はそういった無む邪じや気きなものとは違う。自らの姿は陰かげに隠かくし、こちらを窺うかがう用心深さが神経に障さわる。

　──何者だ。

　だが、心当たりはない。物ぶつ騒そうな連中の注意を引くようなことをした覚えも、特にない……と考えかけて、ルーナははたと気がついた。彼女の身なりは、皇宮から出てきたときそのままだ。彼女の身体にぴたりと合ったドレスは、淡あわい光こう沢たくのある上質な生き地じに、繊せん細さいな刺し繡しゆう飾かざりが施ほどこされた、見るからに優ゆう雅がな仕立てである。これでも、与あたえられたものの中ではもっとも地味な衣装を選んだつもりなのだが、街の娘むすめが何気なく身につけるには過ぎた代しろ物ものだ。事情を知らない者からすれば、今の彼女は、供も連れず無防備に街をうろつく、裕ゆう福ふくな貴族の娘に見えるに違いない。

　──つまり、絶好の獲え物ものってことか。

　剣を持ってこなかったことが悔くやまれた。皇宮の中で持ち歩いていた剣は、ロキシスに借りたものだったから、そのまま屋や敷しきに置いてきてしまったのだ。しかし宰相閣下にとっては、普ふ段だん使わない剣の一本や二本、なくなったところでどうということもなかっただろう。せっかく何でも持って行けと気前のいいところを見せてくれたのだから、ありがたくもらっておけばよかった。しかし、もう遅い。

　依い然ぜんとして、気配は消えない。どころか逆に強まって、ひたひたと彼女の後をつけてくる。ルーナは素す早ばやく覚かく悟ごを決めた。さっと視線を走らせると、人ひと気けのなさそうな路地に飛び込む。

　そのまま壁かべに身を隠していると、やがて見知らぬ男が走り込んできた。すかさず足を引っ掛かけて転ばせる。次いで現れた二人目に、蹴けりを放って地に沈しずめた。狙ねらい通り、敵は苦く悶もんの声を上げて倒たおれたが、ルーナは思わず舌打ちする。ドレスの裾すそが脚あしに纏まとわりついて、邪じや魔まくさいことこの上ない。だからこんな恰かつ好こうは趣しゆ味みじゃないと、あれほど言ったのに！

「この……！」

　三人目が、声を上げて彼女の腕うでを摑つかむ。考えるより先に身体からだが動くのは、積み重ねた鍛たん錬れんの賜たま物ものだろう。逆に腕を取って捻ひねり上げる。男が剣を帯びているのを見つけると、自由な方の手を伸ばして抜ぬき放ち、膝ひざをついた相手の首に突つきつけた。

「動くな。動けば、こいつの生命はない」

　どう考えても悪役の台詞せりふだが、致いたし方かたないことだ。起き上がった先の二人の男を見み据すえ、ルーナは厳しい口調で言った。たまたま機先を制することに成功したものの、男三人がかりで襲おそってこられては、殺さずに勝つのは難しい。

「おまえたちは何者だ？　私に何の用だ」

　しかし一方で、違い和わ感かんを覚える。男たちの外見は、金目当てに女を襲うようには見えなかった。そうした悪行に手を染めるのは、食くい詰つめたが働く気もない貧しい連中か、街の無ぶ頼らい者のどちらかだが、男たちはそのどちらでもなさそうだ。厳いかつい顔をしてはいるが、着ているものはごく普通、もしかしたら少し上等かもしれないくらいの、こざっぱりしたものである。何よりその表情には、乱暴を働く男たちのような荒すさんだ気色が見られない。

　ルーナの問いに、男たちは答えなかった。反はん抗こう的な沈ちん黙もくではない、どちらかと言えば、反応に困っているように思える。思いがけない困こん惑わくの空気に、ルーナが眉まゆを顰ひそめてもう一度質ただしかけたとき。

「おーおー、相変わらず勇ましいねぇ」

　およそこの場に相応ふさわしからぬ、吞のん気きな声が割って入る。気付けば路地の入り口に、新たな人ひと影かげがある。

「しかし、あんたのその見た目はつくづく罪だな。どっから見ても淑しとやかなご令れい嬢じようって形なりで、獰どう猛もう極きわまりねえとか詐さ欺ぎだろ。……だーから先に注意しといたってのに、まったくおまえらときたら」

　後半は彼女にではなく、男たちに向けられた言葉だ。騙だまされやがって、と言われた男たちは、声の主に気付くと、面めん目ぼくなさそうな顔で俯うつむいた。もはや、敵意は感じられない。

　では、この男たちは彼の差し金なのか。依然、手にした剣は放さないまま、ルーナは新たな闖ちん入にゆう者を見やった。知らぬ相手ではない──しかし何な故ぜ、彼がこんなところにいるのか。

「とりあえず、ルーナ、そいつを放してやってくれねえ？　悪い奴やつじゃねえんだ、あんたの姿を見て『あんな綺き麗れいなお嬢じようさんに声かけるんですか』とか言ってたくらいに純情な男でね」

「──ヒューレイ」

　ヒューレイ・ストラシア──帝てい国こく貴族ストラシア家の名を継つぐ御おん曹ぞう司しと、ルーナはひょんなことから面識を持ってしまった。少し前、彼の一族の人間が、帝てい位いに対して陰いん謀ぼうを企たくらんだ際、それを阻そ止しするために一いつ瞬しゆん、協力関係を結んだことがあるのだ。と言っても、陰謀の情報を共有し合うだけで、個人的な繫つながりは皆かい無むだ。一応の素す性じようを明かしたヒューレイの方はともかく、ルーナに至っては名前以外には何も──自分が何者で、どこに住んでいて、何のために陰謀を阻止したがっているのかさえ、はっきりと相手に教えたことはない。

　だから事件が片付いた後、彼と会うことがあるとは思わなかったし、その必要も感じなかった。そしてそれは、彼にとっても同じだったはずなのだが。

「……何のつもりだ？」

「悪気はねえよ。ちょっとしたご挨あい拶さつさ」

「ふざけた挨拶だな。常識を疑う」

「そう怒おこんなよ。どうしても、あんたと話がしたかっただけだ。逃にげられたくなかったから、こいつらに追わせたけど、乱暴なことをするつもりはねえんだ。オレ様に暴力なんて無ぶ粋すいなこと、似合わねえって知ってるだろ。何てったってこのオレは、あんたに剣を突きつけられて、即そく降参するような男なんだからな！」

「…………」

　恰好悪いことを、ものすごく恰好よく言われて、ルーナは咄とつ嗟さに言葉を返せなかった。きりっとした顔立ちは、それだけならなかなか悪くない作りのはずなのだが、どうにも軽けい薄はくな遊び人めいた雰ふん囲い気きがあるのは、こうした言動のせいに違いない。そういう問題じゃないだろうと思いながらも、一瞬毒気を抜かれたルーナだが、続く彼の言葉に、再び緊きん張ちようを取り戻もどす。

「しっかし、ここで会えて助かったわ──いくら美人に会うためだからって、宰相閣下の屋敷に手出しするのは面めん倒どうだからな」

「！」

　何故、それを知っているのか。彼に、彼女がどこに住んでいるのか、伝えたことはないはずだ。ルーナは鋭するどく相手を睨にらむ。彼女の視線の先で、ヒューレイはわざとらしくにっこり笑った。

「な？　是ぜ非ひオレとお話ししたくなってきただろ」

「私を使って、宰相閣下に何か物申すつもりなら筋すじ違ちがいだ。私がどうなろうと、そんなことで考えを変えるような甘い人間じゃないぞ。それに、もう私は、あの屋敷を出されたんだから」

　もしかして、ロキシスに何か言うために彼女を利用しようというのだろうか。ルーナは先回りして釘くぎを刺さそうとしたが、しかし答えは予想と違った。へえ、と呟つぶやくヒューレイに、動じる気配はない。

「そりゃ好都合だ。あいつがしゃしゃり出てくるようなら、却かえってめんどくせえ。オレはな、あんたに話があるんだよ──いや、オレたちは、か」

「私に……？」

　噓うそをついているようには見えない。しかしロキシス絡がらみでなければ、貴族の男が彼女に何の用があるのか見当もつかない。ますます訝いぶかしんで、更さらに問い質ただそうとしたルーナだが、続くヒューレイの言葉にふと気を変えた。

「頼たのむって、ちょっと話すくらいいいだろ。代わりに、何でもしてやるからさ。食いたいもの奢おごってやるよ、な」

　もしかして、これは好機なのではないか。この男についていれば、皇宮に戻れる。ヒューレイのストラシア家というのは、皇宮の貴族の中でも特に有力な家門だと聞いた。ならばロキシスの目を逃のがれて、彼女を皇宮に入れるくらいのことは容易たやすいだろう。

「……何でもするって、本当だな」

　改めて問い質すと、今度はヒューレイが僅わずかに顔をしかめる。真顔で見つめる彼女の視線に、多少恐おそれをなしたらしい。

「えっ、何させる気だよ……何でもするけど、オレにできる範はん囲いのことにしてくれよな。あと、できるからって結けつ婚こんしろとか言うのもなしな！」

「誰だれが言うか」

　妙みように焦あせって言われた、言い訳がましい言葉を一いつ蹴しゆうする。しかし、まだ彼女の望みを伝えるのは早い。どうせ向こうにも、何やら思おも惑わくがあるに違ちがいない。それを聞いてからでも遅おそくはないはずだ。

「解わかった。おまえの話を聞こう」

　後ろ手に捻り上げていた男を解放する。いつの間にか真っ赤な顔をしている男に、奪うばった剣けんを返すと、ルーナは覚悟を決めて、ヒューレイに従い路地を後にした。
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「……なー、ほんとにそんなんでいいの？」

　背後から、呆あきれた声が訊きいてくる。ルーナは振ふり向きもせずに歩きながら、手の中のものを齧かじった。薄うすい生き地じの中に、様々な果物と糖とう蜜みつをふんだんに包み込んだ食べ物は、帝てい都とで人気の店で買ってきたものだ。

「何でもいいって言ったじゃないか」

「そりゃそうだが、もっとあるだろ。せっかく男に奢らせるってのによ。普ふ通つう、もっと上等なもの食いたがるんじゃねーのかよ」

　いかにも常識知らずのように言われる。どこの世界の普通だ、とルーナは思った。こっちは貴族のお姫ひめ様さまではないのだ。

「好きなもの食えって言うから、そうしたまでだ。大体、奢ってくれるって言い出したのはそっちだろう。後で文句言うくらいなら、最初から言うな」

　ヒューレイの言う『ちょっとお話』は、どうやら路地裏で簡単に済ませるわけにはいかないものらしい。少し離はなれたところまで歩くと言うので、ルーナはその前に腹ごしらえをしようと思い立った。思えば朝食を取る暇ひまもないまま、ここまで来てしまったのだ。

「ああ、じゃあそうしよう。一度言ったからな、何でも食わせてやるぜ」

　ヒューレイは彼女の言を愛あい想そ良く受け入れ、その上そう言ってくれた。別に奢ってほしかったわけではないが、してくれるというものを断る理由もない。ルーナはありがたく好きなものをご馳ち走そうになったのだが、しかしヒューレイは彼女の選せん択たくが気に入らないらしい。

「あのな、文句なんか言ってねえよ。オレは心配してんの」

「心配？」

「女はもうちょっと、金かかるってところ見せといた方がいいんだぜ。変なの寄ってくるだろうが。あと単純につまらねえ！　奢り甲が斐いがねえ！」

「奢り甲斐って……いや、感謝してるよ。私が自腹で食べるんだったら、別の種類にしてたと思うし。こういう果物って、南から運んでこなきゃいけないから、ちょっとしか入ってなくてもすごく高い」

「何か物悲しいから止めてくれ。……この前会った女なんか、皿一枚でそれの五倍はするような菓か子し食ってたぞ。宝石細工みたいな、きらきらしたやつ。どうせならあーいうのにしろ、あーいうのに。何のために美人なんだ」
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「は？　知るか。綺き麗れいな細工っていっても、食べてしまったら一いつ緒しよだろう。どうせそんなお高い菓子なら、一口で食べ終わるだろうし、それならこの包み焼きを五倍食べた方がいい」

「あんたの外見は、本っ当に詐さ欺ぎなんだなー……」

　何やら虚うつろな声が聞こえたが、ルーナはすっぱり無視すると、最後の欠片かけらを頰ほお張ばった。何を期待されているかいまいち解らないが、ともあれそういう貴族的な趣しゆ味みを彼女に求められても困る。それに、この包み焼きの何がいけないというのだ……普ふ段だんは割高で口にできない味に対する、彼女のささやかな感動に水を差さないでほしい。

「しかし、何で女ってのは、そんなに甘いものが好きかね」

　ルーナが買った分を全て食べ終えたのを見て、ヒューレイがまた呟いた。聞いたところによると、彼はそれほど甘いものは好きでないらしい。先刻、いくら奢ってもらったからといって一人で食べているのも悪いかと思い、少し食べないかと勧すすめてみたのだが、断られたばかりだ。

「別に、女に限った話じゃないと思うけど。男でも、好きな人は好きだし……」

　一いつ般ぱん論に沿った答え、しかしルーナがそう言ったとき、思い浮うかべていたのは具体的なただ一人だった。そうだ、確か彼は好きだったはずだ。しかも、砂糖菓子に蜂はち蜜みつをかけるようなとんでもない甘党で、甘いものは嫌きらいでないルーナさえうんざりさせてくれたものだ……。

　──イシュトは……。

　もしここに彼がいたら、ヒューレイのような文句は言わなかっただろう。どころか勧められる前から、自分にもくれと手を差し出してきそうだ。いや、逆に困こん惑わくして躊躇ためらうかもしれない──街の小店が売る食べ物を見たことも、帝都の往来を歩いたことも、彼にはただの一度もないだろうから。

　世に並びなき、帝てい国こくの皇こう帝てい。広大な国を統すべながら、彼はこんなことも知ることはできないのだ。何も知らず、ただ望まれるままに、檻おりの中に囚とらわれている。

　──おれは何一つ選ばなかった。

　──おれたちは死ぬために生きているのに、どうして君はあんなにも、おれとは違うんだろうって。

　違わない、違っていいはずがない。彼女の生命も、彼の生命も同じだ。死ぬために生きているなんて、そんなことは許されない。たとえ、それが世界のためだとしても。

　──どうしてるかな……。

　不意に、最後に会ったときのことを思い出し、ルーナはひどく不安定な気分になった。昨日のことのはずなのに、何な故ぜか随ずい分ぶんと時間が経たってしまったような気がする。昨日の今日だ、何が変わるわけでもない……けれどあのとき、イシュトはかなり具合が悪そうに見えた。そんな顔は一度もしなかったけれど、本当はああやって起きているだけでも辛つらかったはずだ。

　あれから、少しは良くなっただろうか。ロキシスの言うことが正しければ、良くなることなどないのだろうが、それでも少しくらいは身体からだが楽になっていてほしい。ちゃんと食事は取っただろうか。苦しいときに、誰か頼たよれる人はいるだろうか──側についていられれば、こんな思いをすることはなかったのだろうか……。

「……おーい？　ルーナさん？」

　と、突とつ然ぜん声をかけられて、ルーナははたと我に返った。見れば、後ろを歩いていたはずのヒューレイが、いつの間にか前に立って彼女を覗のぞき込んでいる。会話を途と中ちゆうで途と切ぎれさせて、返事もしなくなった彼女に、怪け訝げんそうな目を向ける。

「どうした？　食い過ぎ？」

「違う。……ちょっと、考え事をしてただけだ」

　彼が話しかけてきているのも気付かなかった。こんなことではいけない、何か危険が迫せまっても、こんな風では対応できない。一応は話を聞くと約束したものの、こうして一緒にいるヒューレイが本当に信しん頼らいできるとは限らない。何か起こるか解らないのだ。

　ルーナは思考を断たち切ろうとしたが、しかし上手くいかなかった。続くヒューレイの言葉に、思わず笑ってしまう。

「考え事ー？　おいおい、男と一緒に歩いてて、それはあんまりじゃね。何でオレのことだけ考えててくれねーの？」

　──君が想おもう他ほかの何もかも、消えてなくなればいい。

　前にイシュトも、似たようなことを言っていた。ヒューレイの言葉が明らかに軽快な冗じよう談だんだと解わかるのに対して、イシュトのそれは到とう底てい冗談に聞こえない響ひびきだったというところは違ちがうが。思えば彼の言葉は、常にそうだった。重いし怖こわい、鬱うつ陶とうしいし意味が解らない。冗談めかして言うこともできないほど子供っぽくて──けれど必死なほど真しん剣けんだった。

「何笑ってんだよ」

「そういう台詞せりふは、聞き飽あきてるんだ。もう少し真剣に言ってくれないと、刺し激げきが足りない。怖さとか」

「怖さ!?　オレは何を求められてんの？」

「それで、どこまで行けばいいんだ？」

　辺りは先刻までの景色とは一転、人の姿はまばらになっていた。混こみ合う大通りを後にして、道は住宅街に通じている。それも、貧しい者たちが身を寄せ合って暮らす地域ではない。通りに面した窓には、花や蔦つたの葉、幾き何か学がく的な紋もん様ようを模かたどった鉄の枠わくが取り付けられ、白く塗ぬられた壁かべに良く映はえている。扉とびらの前は塵ちり一つなく掃はき清きよめられ、帝都の埃ほこりっぽい空気も、ここでは心なしか清せい涼りように感じられるほどだ。瀟しよう洒しやな邸てい宅たくが立ち並ぶ、帝都でも富ふ裕ゆうな層の住む区画である。

　帝都で育ちはしたが、こんなところへは来たことがない。何となく居い心ごこ地ち悪く感じるルーナの側で、しかしヒューレイは何とも思わない顔だ。

「ああ、もうすぐだ。ほら、その先の角」

「立派な家だけど……誰だれの家？」

「もちろん、オレん家に決まってるじゃん」

「？　だって、おまえは皇宮に……」

「いちいち帰るのも面めん倒どうだからさー。ここ買った」

「は……!?　何それ！」

「ま、ちょっと帰りにくい理由もあるしな」

　一体、その気軽さは何なのか。先刻の包み焼きを買うのとはわけが違うのに。それとも貴族というのは皆みな、こんな感覚が普ふ通つうなのだろうか。衝しよう撃げきに言葉もなく、ルーナは得体の知れないものを見る目で彼を見やったが、しかしヒューレイはその視線を少しも気にしなかった。彼女を連れて、目的の屋や敷しきに辿たどり着くと、遠えん慮りよなく扉を開けて中に入る。

　彼に次いで、ルーナも足を踏ふみ入れる。建物の外観と同じく、内部もなかなか洒落しやれた造りだ。解りやすく贅ぜいを凝こらした装そう飾しよくはないが、白しら壁かべに大だい胆たんに配された木目の柱、明暗を意識した抑おさえた色合いの敷しき物ものなど、隅すみ々ずみまで洗練されて野や暮ぼったいところがない。家主の趣味を窺うかがわせるそれらに、思いがけずルーナが感心させられている間、ヒューレイは奥から出てきた使用人と思おぼしき男と、何事か話している。

「留守にしてる間、何かあった？」

「皇宮のお屋敷から、知らせが入っております。宰さい相しよう閣下から……」

「うえー、その件はいいわ。放っとけ」

「ですが……」

「そんなことより、言っといた客は来たか？」

「はい」

　奥にお通ししております、という答えを聞くと、ヒューレイは我が意を得たりとばかりににっこり笑った。ルーナを振ふり向いて、手招きをする。

「こっちだ、ルーナ。あんたと『お話し』したい奴やつが待ってる」

　さすがに時間には正確だなー、などと呟つぶやきながら、屋敷の奥へ向かう。彼の後を追いながら、しかしルーナの意識は別のところにあった。たった今、交かわされていた会話。

「……ヒューレイ、さっきのは何だ」

「さっきの？」

「宰相閣下が何とかって言ってただろう」

　そしてルーナの知る限り、そう呼ばれる人間はこの国でただ一人だ。やはり彼女をここへ連れてきたのは、ロキシスに関係してのことか。騙だましたのか、と疑うルーナに、しかしヒューレイは顔をしかめて、あああれか、と答える。

「知らん。オレには関係ねえ」

「関係ないってことはないだろう。何の知らせなんだ」

「だから知らねえって。……何度か言ってきてるんだがな、あの坊ぼつちゃんがオレに用なんざ、ろくなことじゃねえよ絶対。聞かねえほうがまし。よって現在放置中」

「な……」

　彼女を煙けむに巻くための冗談かとも思ったが、しかし苦々しいその表情は、冗談とも思えない。仮にも帝国の宰相閣下を相手に、そんな態度が許されるのか。呆あつ気けに取られるルーナだったが、しかし付け加えられた彼の言葉にはっとする。

「それに今、あいつと顔合わせたくねえし。──さすがに、ばれたら殺されかねん」

　どういうことだろう。何がばれたらいけないというのか。──明るみに出てはならないような、一体何があるというのか。

　しかし、それを問い質ただす必要はなかった。彼女がそれを問う前に、ヒューレイは行き着いた先の扉を開ける。合図もなしに部屋に入ると、先客に向かって軽く挨あい拶さつする。

「よう、待たせたな。首しゆ尾びはどうだったよ？」

「こちらは問題ありません。そちらも──問題はなかったようですね」

「いや、まるで問題なかったわけじゃないんだがな……」

　何か言いたげなヒューレイが振り返るのを、ルーナは見なかった。彼を押し退のけるようにして、慌あわてて室内に入る。その声を、知っている──冷静で礼れい儀ぎ正しい、けれどどこか皮肉な口調。

　果たして、目が合った声の主は、彼女の想像通りだった。かつて見慣れた制服姿ではないが、それでも彼を見み間ま違ちがえるはずはない。正面から彼女を見ても、相変わらず表情一つ変えない黒くろ髪かみの青年を見やって、ルーナは思わずその名を叫さけんだ。

「──ベルダ！」
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　──どうして、この男がここにいるのだろう。

「何かあったのですか？」

　愕がく然ぜんとするルーナの目の前で、彼はヒューレイに向かって尋たずねた。生き真ま面じ目めな顔を僅わずかに鋭するどくし、不測の事態を油断なく警けい戒かいする表情だ。──かつて見慣れた、厳しい皇宮騎き士しの顔。

　一方で、ヒューレイが態度を変えることはない。常通りの軽けい薄はくな調子で、わざとらしく肩かたを竦すくめてみせる。

「あ？　ああ、たいしたことじゃねえんだけどよ。丁てい重ちようにお迎むかえに上がったんだが、うちの連中が三人がかりで、女一人にしてやられるってのはどうかと思ってなあ……。ベルダ、おまえさん、こいつの護衛してたって本当かよ？　要いらねえだろどう考えても」

　ぼやく言葉を受けて、ああ、とベルダは呟く。そこではじめて、驚きよう愕がくに声もなく立ち尽つくしているルーナに視線を向ける。

「相変わらず、というわけですね」

　その瞬しゆん間かん、ルーナは弾はじかれたように動いた。側にいたヒューレイが止める間も与あたえず、真っ直すぐにベルダに飛びかかると、その襟えり首くびを引っ摑つかむ。

「ベルダ、おまえ──何やってるんだ！」

　本心を言えば、ほんの少し、ほっとした部分はある。かつては宰相ロキシスの信任を受け、護衛兼けん監かん視し役としてルーナの側近くについていた皇宮騎士は、しかし今まで杳ようとしてその行方ゆくえが知れなかった。先だって、帝てい位いを狙ねらう陰いん謀ぼうに加担した廉かどで捕とらえられるべきところだった彼は、しかしそれを潔いさぎよしとせず、追手から逃のがれて姿を消した。

　皇こう帝ていの直属、その能力も忠誠にも欠けたところのあるはずがない皇宮騎士の、あってはならない醜しゆう聞ぶん。しかしそれとは別の意味で、ベルダの行動はルーナに衝撃を与えた。それほど長く側にいたわけでも、何もかもを知るほどの付き合いだったわけでもないが、それでもルーナは、彼がそんなことをするはずがないと信じていた。皇宮騎士の忠誠はともかく、彼が直接の上司であるロキシスに向ける尊そん崇すうと敬愛は、揺ゆるぎなく本物だったからだ。

　あるはずがないことが起きたなら、それなりの原因があるはずだ。最初、ルーナはそれが自分のせいだと思った。ベルダが彼女の護衛の任から外される原因となったのは、彼女が皇宮で開かれた舞ぶ踏とう会に潜もぐり込んだことだった。ベルダに協力を強しいたことが、ロキシスの彼への信しん頼らいを損そこない、それが彼を反逆に与くみする道へ駆かり立てたのかと思ったのだ。

　しかし、実際に彼がどういう形で陰謀に手を貸したのかを知れば、その考えには疑問が残る。ベルダは、魔ま獣じゆうを生み出す術式を扱あつかうことができたのだ。そしてそれは、そもそものきっかけだとルーナが思っていたあの舞踏会の夜に、皇宮を混乱に陥おとしいれたやり方である。これまで誰だれも──魔ま法ほうに関しての才覚は他たの追つい随ずいを許さないはずの皇帝イシュトヴァルドでさえ、そんな術式を知らなかった。あの夜、ベルダ以外に、魔獣に皇宮を襲おそわせることができた人間がいる可能性は限りなく低い。

　だとしたら、あの舞踏会の夜はきっかけではない。そのずっと以前から、彼には企たくらみがあったのだ──彼女が彼の忠順を、心から信じていたときから。

「あなたに、責められる覚えはありませんが」

　突とつ然ぜん、食ってかかられたベルダは、驚おどろきよりは不快の念を表してそう言った。ルーナを振り払はらいはしなかったが、冷たい眼まな差ざしで彼女を見下ろしている。

「……あの舞踏会の夜のことなら、お互たがい様でしょう。あなたはあなたの都合で動いた、私も同じようにさせてもらっただけです」

　その言葉で、ルーナははっきりと確信する。やはり、あの夜のことは彼の仕し業わざなのだ。思えば、だからこそ彼は、ルーナに協力してくれたに違ちがいない。彼女がロキシスの屋や敷しきから出て、舞踏会に潜り込むのを手助けしてくれたのは、そうして彼自身の行動の自由を確保するためだ。

「何で、あんなことを」

　そんなことをしなければならない、どんな理由があったというのか。皇宮騎士は、特に優すぐれた能力を持つ者が選ばれてなるものだ。誰もが手に入れられる身分ではないし、それだけに誰もが憧あこがれる名めい誉よである。ましてや、ベルダのように貴族の生まれでない者が選ばれるのは、それほど例のあることではない。壁かべの外に平民として生まれた人間としては、望めるもののほとんど全てを得ていた彼に、どんな不満があって皇宮に背そむくというのだろう。

「おまえが、皇宮を襲うなんて信じられない……。何が目的なんだ？　何で──裏切るんだ」

「裏切る？」

　しかし、ルーナに何と言われても、ベルダに動じる様子はなかった。どころか、常々表情に乏とぼしい彼には珍めずらしく、微かすかに唇くちびるを歪ゆがめてさえみせる。笑えみというにはあまりにも刺とげ々とげしい、皮肉な表情。

「お忘れですか。私は皇宮の生まれではない。裏切るも何も、元より、あの場所に属していたことなどありません」

　皇宮に迎えられるにあたっての皇宮騎士の宣せん誓せいなど、なかったかのようなことを言う。その悪びれなさはどうかと思うが、しかしある面では、ルーナにも彼の気持ちが解わからないわけではなかった。彼女自身、数ヶ月を皇宮の中で過ごして、その異質さに慣れはしても、馴な染じむことはできなかった。ただ隔かく離りされて過ごしたルーナでさえそうなのだ、あの中で、出自や来歴による様々な軋あつ轢れきを経験してきたであろうベルダが、皇宮に愛着など抱いだけなくとも無理のない話だ。

　しかし、ルーナが言いたいのはそういうことではない。たとえ異質な世界でも、彼を信じていた人間は確かにいたのに。

「じゃあ、ロキのことはどうでもいいのか？　ロキはおまえを信頼してた。身分とか、生まれとか関係なく……おまえだって、知ってたはずじゃないか！」

　──この皇宮で、あの方にお仕えできたのが私の名誉です。

　かつて、ベルダは彼女にそう言ったことがあった。常に感情のこもらない、冷静とも酷こく薄はくともつかない彼の口調が、そのときはいつになく真しん摯しな響ひびきだったのが、今でも記き憶おくに残っている。あのとき、確かに彼は心からそう思っていたはずだ。それが、どこで変わってしまったのか。

　ロキシスの名を出した瞬間、ベルダの表情が動いた。彼女を見下ろす瞳ひとみが僅かに眇すがめられたのは、彼女を通して別の何かを見定めようとするかのようだ。その顔に一いつ瞬しゆん過よぎった感情は、何かを懐なつかしむもののようでもあり、何かに耐たえるもののようでもあったが、しかしそれと確かに見定める前に、確固たる響きの声が告げる。

「……あの方を、裏切ることなど有り得ません。私の主あるじは、ロキシス殿でん下かただお一人です」

「自分が何を言ってるのか、解ってるのか？　皇宮を魔獣に襲わせておいて、何を……」

「皇宮を襲うことと、あの方を裏切ることは、同等ではないでしょう。──皇宮は、あの方に相応ふさわしくない」

　帝てい国こくの現在の繁はん栄えいを築いた『魔法』、その力が何よりも重要視される世界。皇宮の価値基準に照らせば、確かにロキシスはあの世界にいるべき人間ではないだろう。魔ま力りよくを持たずに生まれた彼は、その血に課せられた務めを果たすことができなかった。どころか、ただ生きていくだけでも無用な苦労を強いられる。

　それは、侮ぶ蔑べつの視線に耐えなければならないというだけの意味ではない。たとえば明かりを灯ともすこと、目の前の扉とびらを開けること……生活の細々とした部分まで、魔法によって維い持じされている皇宮の中にあって、魔力を持たない人間は事々に他人の手を借りなければならないのだ。彼が自ら言った通り、『出来損ない』の立場に甘んじていなければならない。

　けれど、それでもロキシスは、この国を守ろうとしているはずだ。方法が正しいかどうかはともかく、その思いだけははっきりしている。

「ロキは皇宮を守ろうとしてる。でもおまえがやってるのは、それを何もかも壊こわすことだろう。もしロキのためだって言うなら、何だって皇帝を代えようとなんてしたんだ！」

　そうした皇宮の価値観からすれば、圧あつ倒とう的に不利な能力の欠けつ如じよがありながら、ロキシスが現在の宰さい相しようの地位にいられるのは、皇帝の信任あってこそだ。もしイシュトが皇帝でなくなれば、彼の地位も危あやうくなる。ましてや、ベルダが助力した相手はストラシア家の人間だった。ロキシスとは政敵であるという、かの一族が帝位につけば、ほぼ確実に彼はその地位を失うというのに。

　……が、そこまで考えて、ルーナはふと気付く。その、ストラシア家の陰謀を潰つぶしたのも、またストラシアではなかったか。帝位を求める一族の悲願を、怨おん念ねんと言い切った彼が──何な故ぜ今、ベルダと共にいるのか。

「ヒューレイ」

　そうだ、元はと言えば、この男がきっかけなのだ。ベルダに再会した衝しよう撃げきで、つい存在を忘れかけていた。振ふり返ると、ヒューレイは彼女とベルダのやりとりを他人ひと事ごとのような顔をして眺ながめている。

「これはどういうことだ？　何でおまえが、ベルダと一いつ緒しよにいる？」

　わけが解らない。一度はストラシア家の野望を蹴けったヒューレイが、ベルダに近付く理由は何なのか。まさか、今になって帝位が欲しくなったとでもいうのか。

　しかしルーナに半ば責める口調で問われても、ヒューレイには動じるところはなかった。混乱する彼女に向かって、ちょっと肩かたを竦すくめてみせると、まるで緊きん張ちよう感かんのない表情で答える。

「お？　まあ、そうカリカリすんなよ。そう喧けん嘩か腰ごしじゃ、落ち着いて話もできねえだろ。とりあえず、そいつ放してやってくれねえ？　一応、大事な協力者なんでな」

「協力者!?」

　ルーナは愕がく然ぜんと、相手を見返す。一体、これはどういうことなのだろう。

「ベルダは……この男は反逆者だ。前にそう言ったのは、ヒューレイ、おまえだろう」

「まあな。でも反逆者だろうが何だろうが、使えるものは使うのがオレの信条でね。目的が同じなら、手も組むさ」

「目的……？」

「──そのために、あなたの力が必要だ」

　ヒューレイの言を引き取るように、ベルダが続ける。その断固たる響き、鋭するどい眼差しに気け圧おされるように、ルーナは摑つかんでいた襟えり首くびを放した。息いき詰づまる気配に黙だまり込んだ彼女に、ベルダは低くそれを告げる。

「我々の目的は、ただ一つです。──『輝き石せき』の力を封ふうじ、この国から『魔法』を消し去ること」







　それが、この国の全すべてを歪ませる根源であると、ベルダは言った。

「この国を覆おおう全ての格差と停てい滞たいが、魔法と、それを重んじる皇宮に起因しているものです。変えなければ、帝国に未来はない」

　格差というのは、ルーナにも理解できた。貴族と平民の間は、魔法によって隔へだてられている。血筋や権力といったものは目に見えないが、魔ま法ほうは目に見える、現実的な脅きよう威いだ。貴族たちは選ばれし者としての権けん威いと力で民たみを支配する。

　そしてその象しよう徴ちようが皇宮だ。魔法の『印』を持たなければ立ち入ることさえ許されない貴族たちの世界は、壁の外とは別世界である。絶えず『輝石』から汲くみ上げられる力が、様々な術式を動かして、人々の生活を快適に保っている。暑熱を遠ざけ寒気を遮さえぎり、飢うえることも渇かわくこともない。尖せん塔とうの上に造られた庭園にまで清らかな水が満ち、建物の中は常に明るく、ありとあらゆる危難から守られた楽園。

　しかし、それはあくまでも作り物だ。遠い昔、『輝石』の力を前提にして作られた砂上の楼ろう閣かく。

「あの場所は、遥はるか昔に造られたときから、何も変わっていない──変えることができないのです」

　古い時代の建物の上に、更さらに新しく塔とうを建てていく皇宮の造りが、その端たん的てきな現れである。古い時代に造られた基き礎その部分を変えられないから、そうするしかない。皇宮を支えるために使われた技術が、今はもう失われてしまっているからだ。

「皇祖ヴァルシウスがこの国を興して六百年、我々の歴史は常に、彼の事績の上に成り立ってきました。彼の生み出したものを守り……ただの一つも、新しいものを作り出さなかった」

『輝石』の力を利用した魔法という技術が、優すぐれていたことは間ま違ちがいない。そうでなければ、大陸辺境の小国であったフォーセガルドが、近きん隣りんの他国を吞のみ込んで拡大することはなかっただろう。しかし、どれほど優れた道具も、使い続ければいつかは錆さび付く。そして錆び付いた道具を修復する術すべが、もうこの国には残っていない。

「……皇宮に入ることを許されてから、私は魔ま獣じゆうに関する記録を探しました。あれがどういうものなのか……辺境の人々が襲おそわれて死なずに済む方法はないのか、知りたかったからです」

　帝国の国境沿いにだけ現れる異形の化物について、帝てい都とで関心を持つ者は少なかった。たとえば魔獣が群れを成して人を襲い、村々を壊かい滅めつさせるようなことでもあれば違っただろうが、それほどの被ひ害がいもない。犠ぎ牲せいになるのは不運な村人が年に数人、でなければ生命知らずに自ら魔獣と戦う〈狩かり人ゆうど〉たちくらいのものだ。危機から遠く離れた帝都で、問題になるほどのことではない。

　だが、辺境の貧しい村で〈狩人〉の息むす子ことして生まれたベルダには、他人事ではなかったのだろう。今、彼が扱あつかう、魔獣を生み出す術式は、そのときに得た知識によるものだと語ったベルダは、しかしもっと重要なことがあると言った。

「重要なことって？」

「皇宮に残っている記録を確かめる限り、魔獣というものが最初に記き載さいされたのは、大体二百年ほど前でしかありません。それより前には、魔獣など存在していなかった」

「……どうして、それが重要なんだ？」

「魔獣は、『輝石』の力が揺ゆらぐところに現れる影かげです。もし『輝石』が、六百年前から変わらず力を発しているとしたら、魔獣はその最初から現れていなければおかしいでしょう。それが、年月が過ぎたある時点から突とつ然ぜん生じた──『輝石』が劣れつ化かをはじめた証しよう拠こです」

　へえ、と呟つぶやいたのはルーナではない。傍かたわらで聞いていたヒューレイも、今はじめて聞いたというような顔をしている。手を組んでいるんじゃなかったのか、とルーナは思ったが、黙って二人の会話に耳を傾かたむける。

「それ、確かなのか？　聞かねえ話だけどな」

「研究所の一部では認にん識しきされていたみたいですが、表には出なかったようですね。どのみち『輝石』が相手では、防ぐ手立てもありませんから。もしかしたら『ヴァルシウスの術式』の方がおかしいのかもしれませんが、これもどうしようもありません」

　初代皇こう帝ていヴァルシウスが構築し、以降歴代の皇帝が受け継ついできたこの術式こそ、失われた技術の最たるものである。一度損そこなってしまえば、二度と同じものは作れない。変へん更こうや改良を加えることも許されない。できるのはただ、受け継いだものをそっくりそのまま後代に伝えることだけだ。たとえ、どんな不都合が生じようとも。

　そしてそれがあらゆる面で、現在の帝国の実情である。生まれは変えられず、改革は忌き避ひされ、発展は望めない。特に皇宮において、その傾けい向こうは顕けん著ちよだった。障しよう壁へきに守られた楽園に暮らす人々は、その外にある悲ひ惨さんさや苦しみに目も向けない──いや、もしかしたら、内側においてもそうかもしれない。

「この国は、緩ゆるやかに滅ほろびつつある」

　やがて、ベルダはきっぱりとそう言った。

「いずれ『輝石』は力を失う。今日明日にという話ではないですが、必ずそうなります。そしてそれまでの時間が長ければ長いほど、この国は『輝石』に依い存そんしていく。何も作り出すことができなければ、過去の遺産に縋すがるしかないですから。だったら──早めに引導を渡わたしてやるのが、親切というものでしょう」

　貴族たちの特権的な環かん境きようを破る。魔ま力りよくなどという、この国の内側でしか通用しない力だけで、人の価値を測る世界を変える。──楽園で安あん穏のんとしている連中に、その愚おろかさが解わからないのなら、彼らを守る障壁を叩たたき壊こわしてでも知らしめてやる。

　ルーナは、少しの間黙り込んだ。途と方ほうもない話すぎて、上手く想像がつかなかったのだ。平民として育った彼女に、魔法は身近なものではなかったが、帝都の住人として日々皇宮を見上げて生きてきた。あの壮そう麗れいで広大な城が崩くずれれば、この国は大きく変わるだろう。

　けれど、そんなことが本当に可能なのか。

「……それで、私に何をさせる気なんだ」

　何とか口を開いて、ルーナはそう尋たずねたが、実際のところ何となく、彼が言い出しそうなことは解っていた。魔法に縁えんのない彼女に、『輝石』との繫つながりなど一つしかない。

「あなたは『輝石』を作り出した『精せい霊れいの民』の血を引いていると聞いています。あなたなら、皇帝を打だ倒とうせずに『輝石』の力を奪うばえるかもしれない」

「！　皇帝を打倒って」

　ベルダの要求は予想通り、しかし聞き捨てならない言葉もついてくる。驚おどろくルーナに、しかしベルダは冷ややかな眼まな差ざしを向けただけだった。今いま更さら何を驚いているのかと言わんばかりだ。

「当然、そうなるでしょう。帝てい国こくの魔法を支えているのは、『輝石』と『ヴァルシウスの術式』の二つです。どちらかを壊さなければなりません」

　そして『ヴァルシウスの術式』を動かしているのは皇帝の魔力だ。その魔力を断たてば──彼の魔力を供給している、術式の刻まれた心臓を止めれば、『輝石』の力を魔法として利用することができなくなる。皇宮の障壁は消え失うせ、多くの貴族たちが『印』に頼たよって使う魔法のほとんど全てが使えなくなる。

「しかし実際のところ、あの皇帝を正面から敵に回すのは得策ではない。『輝石』と『ヴァルシウスの術式』の両方が生きている状態では、こちらの戦力がどれほどあっても、蹴け散ちらされて近付くことも難しいでしょうから」

　冷静に語るベルダの声には、しかしいざとなればそれも吝やぶさかではないという響ひびきが十分にこもっている。彼の目的である、帝国の魔法の消失のためには、攻こう撃げきする対象は『輝石』か皇帝しかない。そして、未いまだ謎なぞに満ちているが故ゆえに何が起きるか解らない『輝石』に手を出すよりは、多少の困難はあっても、まだ皇帝の生命を狙ねらう方が危険は少ない。

「そんなこと……！」

「もしあなたに協力していただければ、彼の生命を狙う必要はなくなります。こちらが、多くの犠牲を払はらうこともなくなる」

　ルーナは思わず唇くちびるを嚙かんだ。淡たん々たんとした口調、しかしベルダは明らかに、彼女の動どう揺ようを誘さそおうとしている。かつてルーナが宰さい相しようロキシスの屋や敷しきに留め置かれていたことを知る彼は、彼女が皇帝その人と面識があることも当然に知っている。既き知ちの皇帝を死なせたくなければ協力しろと、彼が言外に言っているのはそういうことだ。

　──どいつもこいつも。

　勝手なことを言う。ベルダに限らない、誰だれもがそうなのだ。『輝き石せき』を生み出した『精霊の民たみ』の血──それがどういうものなのか、他ほかならぬルーナ自身が一番知らないというのに。

「でも私は、何もできない。皆みな、『輝石』がどうとかって言うけど、私は何も知らないんだ」

『精霊の民』は、自らの知識を血に託たくしたという。彼らの血を引く者ならば、たとえどのような環境にあろうと、彼らの創造物を扱うことができる……らしいが、実際にルーナにそんなことができるかと言えば、本人には甚はなはだ疑問である。『輝石』の力を使えるなどという割に、彼女は魔法らしきものも使えない。怪け我がも病気も普ふ通つうにする。恩おん恵けいと言えば唯ゆい一いつ、魔法を受け付けない体質ということくらいだが、まるで影えい響きようを受けないわけではなく、酔よって気分が悪くなったりするので、恩恵と言うのも微び妙みようなところで──しかもその『恩恵』は、今や封ふうじられてしまった。

「それに今の私は、もう普通の人間と同じはずだ。……皇宮を出るときに、魔ま法ほうをかけられたから」

　彼女の『精霊の民』の特性を封じたと、ロキシスは言っていた。それがどういうことかはよく解らないが、少なくとも皇宮の障壁を通り抜ぬけられなくなったことは確かだ……と考えて、ルーナははたと思い出した。そうだ、彼女がここへ来たのは、それが理由だった──もう一度、あの障壁を通り抜けて、皇宮へ戻もどるために。

「魔法を……？」

　目の前で、ベルダが珍めずらしく驚いたように目を瞬またたいた。が、すぐに視線を厳しくして彼女を見つめる。目には見えない何かを見定めようとするような眼差しを前に、ルーナは交こう渉しようを持ちかける。

「ベルダ、おまえの考えは解った。話によっては、協力してもいい。でもそのために、まずこの魔法を解いてほしい」

　これさえ解ければ、皇宮に入れる。本当にベルダに協力するかどうか──魔法をなくすために、皇帝を害そうなどという計画をどう阻そ止しするかということは、後で考えればいい。今はただ、早く彼の側へ行かなければ……。

「そいつは無理だろうな」

　しかし、答えは思いがけないところからもたらされた。場の空気に似合わぬ軽い口調、けれど間かん髪はつ容いれぬ間合いで、ヒューレイは断言する。

「ああ、さっきからあんたに妙みような感じがするなーと思ってたら、そういうことか。『精霊の民』であることがばれないようにって？」

「……解るのか」

「解るさ。ついでに、それが超ちようややこしくって、強力な術式だってこともな。かけた本人だって解く気ねえんじゃねえのそれ、っていう」

　肩かたを竦すくめるヒューレイは、冗じよう談だんめかしてそう言ったが、ルーナは答えることができなかった。彼の言葉は、きっと正しい。イシュトは、彼女にかけた魔法を解く気はなかった──もう二度と会うことはないと決めていた。

　だが、彼の言に驚かされたのはこれだけではなかった。ヒューレイは呆あきれたように続ける。

「どうせ、奴やつの仕し業わざなんだろうが。しっかし、どんだけ本気なんだよあいつは……。いくら皇帝陛下ったって、寿じゆ命みよう縮むだろ、こんな術式」

「！　今、何て言った？」

「へ？　あ、いや、こんな術式作って動かせるの、あの皇帝くらいしかいないって……」

「そうじゃない！　その……寿命って」

　もしかして、彼女の身にかけられたこの魔法もそうなのだろうか。彼が支えている『ヴァルシウスの術式』と同様に、彼の生命を削けずるような代しろ物ものだったのか。

　──この先、誰も、君に手出しすることがないように。

　それが『精霊の民』である彼女が、皇宮の外に出るための条件だった。誰にも利用されないように、ごく普通の人間として生きていけるように──彼女がそれを望んだばかりに、イシュトの生命を代だい償しようにしてしまったのだとしたら。

「……何だよ」

　続く言葉は出なかった。絶句したまま立ち尽つくすルーナの様子に、さしものヒューレイも何かしら感じるものがあったらしい。いつもの軽けい薄はくな調子は鳴りを潜ひそめ、珍しく真しん剣けんな表情を浮うかべる。深刻な──嫌いやな予感を恐おそれるような。

「寿命ってのは、まあ、言葉のあやだよ。あの男の好きそうな、馬ば鹿かみてーに力を食う術式だが、あいつなら動かせるだろう──普通なら」

「…………」

「なあ、ルーナ、あんた何か知ってんのか。まさか──あいつ、どうにかなってんじゃねえだろうな」

　尋ねられたルーナは躊ちゆう躇ちよする。それを彼らに知らせていいのか、咄とつ嗟さに判断がつかなかったからだ。けれどこちらを見つめるヒューレイは思いがけず真剣な目つきで、はぐらかすことを許さない雰ふん囲い気きだ。

「──一つ、教えてほしい」

　意を決して、ルーナは口を開いた。彼らはイシュトの力を恐れているからこそ、彼を警けい戒かいしているはずだ。その必要がないと解わかれば、無む駄だに彼を攻撃しようとは思わないだろう。

「たとえば、おまえたちの計画が成功したとして……魔法ってものがなくなったとして、そうしたらイシュトはどうなるんだ？　もし、『ヴァルシウスの術式』を支えなくてよくなるんだったら──このまま、黙だまって死なせずに済むのか？」

　小さく息を吞のむ気配。二人の顔に驚きが浮かんだところを見ると、彼女の言葉は正しく伝わったのだろう。ルーナは一つ息をつくと、顔を上げてはっきりと言った。

「さっき、『話によっては』って言ったのはそのことだ。もしイシュトが助かるのなら協力する。『精せい霊れいの民』として役に立たなくても、皇宮と戦って、必ず『輝石』を壊こわしてみせる。でも、イシュトに手を出すなら──おまえたちは敵だ」

「…………。まじかよ……」

　やがて、呻うめくようにヒューレイが呟つぶやいた。心底愕がく然ぜんとした様子で、まじまじとルーナの顔を見ていたが、そこに冗談や誤解の気配を見み出いだせないと知ると、いよいよ絶望的な表情になる。

「それはまずいだろまじでやばいだろ……。あ！　もしかして、ロキシスの奴が延々言ってきてんのはこれのことかよ!?」

　悲鳴じみたその声を聞いて、ルーナもまた、この屋敷に到とう着ちやくした直後のことを思い出す。屋敷の召めし使つかいが、主あるじに宛あててロキシスから連れん絡らくがあったことを伝えていたが、ヒューレイはそれをろくでもない用件だと決めつけて、清すが々すがしく無視していたのだった。

　だが、ロキシスが今の段階で、敢あえてヒューレイにそれを伝える理由があるだろうか。個人的な心情は置いておくとしても、イシュトがああした状態であるのは、彼の信任を自らの地位の基き盤ばんとしているロキシスにとっては、不都合な情報であるだろうに。

「そんなの決まってるじゃねーか。あいつ、次はオレに帝てい位いを押し付けようとしてるんだろうよ！」

「帝位を？　ロキが、おまえに？　そんなことあるか？」

「あるよ！　だってオレしかいねーからな！　あいつはな、この国のためなら何でもやりやがるぞ。腐くされ縁えんで虫が好かないこのオレを、割り切って玉座に押し上げるくらいは朝飯前だ！」

　嫌きらいな相手に帝位を渡わたすなど有り得ないと思ったのだが、そう言われると逆に納なつ得とくしてしまえるから不思議なものだ。ルーナは思わず黙ったが、しかしヒューレイは心の底からその予想が不ふ愉ゆ快かいなようだった。苛いら々いらした仕草で頭を搔かくと、更さらに文句を吐はき捨てている。

「あーもーふざけんな。せっかく叔父貴おじきを追い払ったと思ったら、今度はこうくるか！　くそ、絶対だ。絶対やらねーからな。こうなったら、さっさと『輝石』を……」

「──それは、願ってもない好機です」

　だが、別の声がその文句を遮さえぎる。はっとしたルーナは視線を転じた。ヒューレイとは裏腹に、ベルダの顔には既すでに驚おどろきの色はない。冷静な表情、しかしその声こわ音ねにははっきりと、生き生きとした響ひびきが宿っている。

「確かなことなのですか？　もしそれが本当なら、我々にとって最大の障害が、労せずして消えるということだ」

　ルーナは絶句して答えられなかった。咄嗟にできたのは、相手を睨にらみつけることだけだ。この男は、一体何を言っているのか。

「おい、ベルダ。そりゃ話が違ちがうだろ」

　代わりに不満の声を上げたのはヒューレイだ。しかし彼も、ルーナの心情を代弁しているわけではなかった。不愉快な表情はそのままに、責めるように眉まゆを顰ひそめる。

「それじゃ、オレはどうなるんだよ。言っただろうが、オレがおまえについてるのは、帝位なんてものが回ってきてほしくねえからだっての。あいつが死んだら回ってくるだろーが」

「回ってきても、受けなければいいではありませんか」

「簡単に言ってくれんな。それができたら苦労しねえし」

「最後まで拒きよ否ひできなくとも、日を稼かせいでくだされば十分です。皇こう帝ていが死の床とこにあるのなら、日が経たつほどに彼の力は弱まるはずですから」

　こんなことは、本当に予想していなかった。帝てい国こくから魔法を奪うばうという彼の願いを、今、事を起こして叶かなえようと思ったのは、ある意味皇帝の治世が盤ばん石じやくであることを信じていたからだ。皇帝イシュトヴァルドはまだ若い青年だ、彼が帝位にあるうちは、帝国の変革など訪おとずれず、しかし退しりぞくまで待つには時間がかかり過ぎる。

「彼は避さけ得ない障害でした……が、ここで退場してくれるというなら、これほどの好都合はない。幸いなことに、彼には血を継つぐ子供もいない。たとえ他ほかの誰だれより適任だとしても、ヒューレイ卿きようがすんなり帝位につくのは気に入らないという方々も多いでしょうね。焚たきつければよく燃えそうです──願わくば、彼の死まで燃え続けてくれればありがたいのですが」

「──ふざけるな！」

　やっと、声が戻もどってくる。ありったけの力を込めて、ルーナは目の前の男を怒ど鳴なりつけた。胸の内側を食い破って溢あふれ出した怒いかりが、身体からだの芯しんを震ふるわせる。この男は何を言っているのか──彼の死の算段を立てている。彼の死を願っている！

「何が変革だ。それがおまえの理想なのか？　だったらくそくらえだ──イシュトを殺すなら、おまえも私の敵だ」

「勘かん違ちがいしないでいただきたい」

　だが、その怒りを受けても、ベルダの態度に変わりはなかった。憤いきどおりに燃える彼女の瞳ひとみを、冷れい徹てつな眼まな差ざしが真っ直すぐに見み据すえる。

「私が彼を殺すのではありません。むしろ、何もしないでいようとさえ思っている。皇帝の死は、定められた摂せつ理りだ──他の誰でもない、これは彼自身が選んだ運命でしょう」

　ルーナはぎゅっと拳こぶしを握にぎる。ベルダの言葉が、ある意味正しいことは彼女にも解わかっている。イシュトは自分の運命を知っていた。何な故ぜ、そんな犠ぎ牲せいを払はらうことを良しとしたのかは解らないが、少なくとも避けようとはしていなかった。彼の選んだ、彼の運命。

　けれど、ルーナにはどうしても納得できない。彼の選せん択たくにではない──そんな選択肢しを存在させる、そもそものこの世界こそが。

「ベルダ、おまえはこの国を変えるべきだと言った。いつまでも、昔を受け継ぐことしかできないこの国は停てい滞たいしてるって。私もそう思う──六百年も前から、たった一人に全すべてを背負わせてきたなんて、そんなの絶対間ま違ちがってる」

　一人の犠牲の上に、何万もの幸福が成り立つ世界。数の論理からいけば正しくはある。たとえば非常の決断を強しいられる場合には、そんなことがあっても仕方がない。

　だがそれは、人の世にあって、あまりにも不出来な論理ではないか。ましてそれを、世界の仕組みにしていいはずがない。人の幸せが誰かの犠牲の上にしか成り立たないなんて、誰が決めたのか──皆みなで幸せになることが、どうしてできないのか。

「私は嫌だ、犠牲にするのもされるのも。イシュトを死なせて目的を叶えるなら、そんなのは今までと、何一つ変わらない」

「ご立派なことを仰おつしやいますが、変化に犠牲はつきものです。世界をよりよくするために、たった一人の犠牲を躊躇う必要などありますか」

「一人を犠牲にしなければ成り立たない世界なら、それこそが間違ってる。そんなことしかできないのなら──いっそ、皆で不幸になった方がましだ」

　無感動な相手の顔を睨みつける。目を逸そらすつもりはない、一歩だって退くつもりはない。ベルダもまた、何も言わずに彼女を見返す。互たがいに引けない沈ちん黙もくが、張り詰つめた緊きん張ちよう感かんとともに満ちたとき。

「ああ」

　妙みように間の抜ぬけた声が、固まった空気を打ち壊すように辺りに響く。深刻な会話に水を差されて、舌打ちを堪こらえて振ふり返ったルーナの視線の先で、ヒューレイが何やら思いついた様子でぽんと手を打った。と、ルーナに向かって突とつ然ぜん、馴なれ馴れしい笑え顔がおを浮うかべる。

「解った。つまりほら、あれだ」

「……何？　解らないなら、ちょっと黙っててくれ。今忙いそがし──」

「あんた、イシュトのことが好きなの？」

「────っ!?」

　咄とつ嗟さに声が出なかった。思わず喉のどを詰まらせて、その場で目を剝むいて固まってしまったルーナに構わず、ヒューレイは何やら心得顔で頷うなずいている。

「だってそれ、要するに『あなたと一いつ緒しよに不幸になりたい』ってことじゃねえか。一人じゃ幸せになる気はないってね。はは、なかなかそこまで言う奴やついねえよなあ」

「…………！」
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「遠えん慮りよすんな、オレ結構そういう話好きだから！　しかし意外だなー、あの男の何がいいわけ？　顔？」

　急に、呼吸する機能が異常をきたしたような気がする。声どころか息もつけず、焦あせるルーナが何一つ言葉を返さないうちに、ヒューレイは嬉き々きとして、次々に畳たたみかけてくる。

「あーまあ、顔はいいけどさ。何だ、あんた面めん食くいなのか。どっちかっていうと、男の面なんぞ気にせず引っ叩ぱたきそうな女だと思ってたけど、案外可愛かわいいとこあるじゃねえか。確かに、女は引っかかる顔だわなーありゃ」

　いろいろ言い返したいことが湧わき上がってくるが、どこからどう言ったものか解らない。口を挟はさむ隙すきも言葉も見つからない。かつてない混乱に襲おそわれ、意味を成さない音ばかりを呻うめいていたルーナだが、しかしふと怪け訝げんなことを言われ、ようやく少し頭が働いてくる。

「でもさー、あいつ怖こわくね？　あんな顔してんだから、ちったあ笑えばいいのによ。人が話しかけても、聞いてるんだかねえんだか反応ねえし。人形みたいで不気味だろ」

「え……？　いや、イシュトは愛あい想そうはいいだろ。私が悪口言ったって、にこにこして聞いてるくらいだし」

「……何考えてるか解らんところあるよな」

「ああ、それはある。そもそも、何であんなに私に纏まとわりついてくるのか解らない。やたらくっつきたがるし、髪かみとか触さわりたがるし、すぐ『愛してる』なんて言える神経も理解できない」

「…………。へー」

　ようやく取り戻した言葉で、ルーナは真面目まじめに答えたのだが、しかし何故か、言うほどに反応は虚ろだった。ヒューレイは彼女から視線を逸らすと、どこか明後日あさつての方向を眺ながめやる。せっかく人がちゃんと答えたというのに、その態度は何なのか。ルーナは少し機き嫌げんを損じたが、彼女が文句を言うより先に、ヒューレイは再び口を開く。

「なあ、だからさ、このままあいつが死ぬのを待つなんてのはなしにしようぜ。ルーナが協力してくれるんなら、そんなことする必要ねえよ。最初の予定通り行こうじゃねえか」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　しかし話しかけた相手は、ルーナではない。突然、話を振られたベルダは、眉一つ動かさず答えた。

「我々は確実な手段を取るべきです。放っておいても皇帝が消えてくれるなら、その機を待って動くのが最善です」

「でも昔から言うだろ。人の恋こい路じを邪じや魔ますると、ろくなことにならねえんだぜ」

「──だから何だと言うんですか」

　それは、これまで聞いた彼の声の中で、もっとも冷たい声こわ音ねであっただろう。無感動と呆あきれと侮ぶ蔑べつと苛いら立だちが、抑よく揚ようを欠いた言葉にないまぜになって、聞く者の心に突つき刺ささる。傍はたで聞いていたルーナでも、僅わずかにたじろぐほどであったから、その視線を正面に受けたヒューレイは更さらにであっただろう。う、と小さく呻くと、今度はルーナに向かって囁ささやく。

「……何あいつ怖い。なあ、あいつに空気読ませる方法ってないの？」

「何故私に訊きくんだ」

「だってあいつ、前にあんたの護衛をしてたって聞いたから。どうやって言うこと聞かせてたんだよ」

「私の言うことなんか聞いたわけないだろ。ロキの言うことなら聞くよ」

「もっとオレにもできそうなことねーのかよ」

「皇宮騎き士しの試験に、空気を読むって項こう目もく作ったらいいんじゃないか？」

　聞こえよがしな悪口に、ベルダは一つため息をついた。といっても、別に悪口が気になったわけではないらしい。彼には珍めずらしくその顔を露ろ骨こつにしかめると、面おも白しろくなさそうにヒューレイを見やる。

「……つまり、あなたはどうあっても、帝てい位いには近付きたくないというのですね。その振りさえもしたくないと」

「ばれたか」

　イシュトが生きて、帝位を保持している間に片を付けたい。万が一にも、それが回ってくる危険が生じるのは、断固として避さけたいのだ。まして、自らを囮おとりに時間を稼かせぐなんて真ま似ねは絶対にごめんだと嘯うそぶくと、ヒューレイは笑みを浮かべた。それまでの冗じよう談だんめいた、明るいものとは違ちがう。相手を試ためす、どこか冷れい酷こくな面おも差ざし。

「オレの我わが儘ままってだけでもないんだぜ。厄やつ介かいな一族に生まれちまったもんでな、迂う闊かつなことをすると、煽あおられて妙な動きをする奴も出てくる。そうすると、これまでみたいにおまえだけに肩かた入いれしてやるってわけにもいかなくなる」

「…………」

　少しの間、ベルダは黙だまっていた。考えているような間は、彼が正しくヒューレイの言葉を理解している証あかしだろう。──もし、このまま歩み寄ることがなければ、今からでも手を切る用意はあるのだと。

「……彼女にかけられた、封ふうじの魔ま法ほうはどうするつもりですか」

「んー、まあ一応、解けるだけ解いてみるわ。でも結局のところ、あの魔法は全部目め眩くらましだ。もしこのルーナが、間違いなく『精せい霊れいの民たみ』だったら、『輝き石せき』との繫つながりが消えてなくなるはずはねえよ」

　んなこと知ってんだろ、と、ヒューレイは当然のごとくに言い放つ。自分の『精霊の民』としての能力に未いまだ確信の持てないルーナは、多少居い心ごこ地ちの悪い思いをしたが、それを表には出さなかった。ここで、自らの価値を落とすわけにはいかない──彼女が、この企たくらみに有用であると信じてもらわなければ、イシュトを救うことができない。

　やがて果てしなく続くかと思える沈黙の後、ベルダは再び冷静な顔に戻もどると、ついにその一言を口にした。

「解わかりました。あなたの言う通り、最初の予定通りに、事を運ぶことにしましょう。──皇宮を沈しずめ、『輝石』を奪うばう」
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　これからのことを話し合い、方策を確かく認にんした後、ルーナはこのまま、ヒューレイの新しい屋や敷しきに身を寄せることになった。召めし使つかいに、割り当てられた部屋へと案内されながら、このところ他人の家に厄介になってばかりだと、何となく思った。しかし、それで不都合があるわけでもない。帰るべき家もないし、そもそもここにいるのはほんの一時のことだ。

　部屋に着き、ようやく一人になったルーナは、まず扉とびらをきっちり閉めた。一人になったことを確かめると、おもむろに室内を見回す。屋敷に足を踏ふみ入れたときの印象と同じく、抑おさえた色調で統一された室内は、しかし決して地味ではなく、隅すみ々ずみまで洗練された居心地の良さそうな空間であったが、彼女が見ていたのはそうしたことではない。どこかで、膝ひざを抱かかえて丸くなりたい──一人で、心の底から落ち込みたい。

　結局、ルーナは部屋の隅っこで、寝しん台だいにあったクッションを抱えて座り込んだ。羽う毛もうの感かん触しよくに顔を埋うずめて、叫さけび出したい衝しよう動どうを堪える。

　──あんた、イシュトのことが好きなの？

「嫌いやだ……」

　今思い出しても眩暈めまいがする。そんなことがあるはずがない。自分勝手で我儘で、他人の心など気にもかけないあんな男に、好きになる要素などあるものか。心にもない愛は簡単に口にするのに、本当のことは一つも教えてくれない。気き紛まぐれに彼女を捕とらえておきながら、また気紛れに放り出したりする。無責任でいい加減、思いやりの欠片かけらもない男。

　だから有り得ない。彼女の理性は正確に、現実を把は握あくしている。好きになるはずはないし、なってはいけない。不幸になりたくないのなら、近付くべきでさえない。

　けれど──あの問いを聞いた瞬しゆん間かんに、解ってしまった。

「絶対、嫌だったのに……」

　理り屈くつでは受け入れられないはずのことを、とうに乗り越こえているなんて知らなかった。あのとき、彼女は答えようとしたのだ。あんな男は好きじゃない、嫌きらいだ、迷めい惑わくしている……しかしそのどれ一つとして、現実に声にはならなかった。

　発することができた言葉は、一つだけだ。

　──あなたと一いつ緒しよに、不幸になりたい。

　馬ば鹿かげている、そんな願いは後ろ向きに過ぎる。だが、耳を傾かたむけるに値あたいしない戯たわ言ごとと切り捨てるのは難しかった。蘇よみがえる記き憶おくが言葉に重なる。彼女自身にも知られることのなかった、本当の願いの形が見える。

　──さよならだ、ルーナ。

　彼がそう告げたとき、真っ先に湧わき上がってきた感情は怒いかりだった。彼の心情を思いやるでも、悲しみを覚えるでもなく、何より腹を立てたのは、それを拒きよ絶ぜつと感じたからだ。彼に突き放されたと思った。勝手に踏み込んできたくせに、強ごう引いんに彼女の手を取ったくせに、何な故ぜ今になってその手を放してしまうのか。

　誰だれかとずっと一緒にいるなんて、彼女には縁えんのないことだ。親もない、家族もない。どれだけ近しくなった人間でも、必ずいつかは通り過ぎる。永遠など有り得ないのなら、それを恨うらむべきではない。たとえ限られた時間でも、心が通った瞬間があれば、それで十分だと思っていた。

　けれどもしかしたら、彼だけは違うのかもしれない。彼女の心も拒絶も無視して、捕らえてしまう男なら、他人の心も時の流れも、気に留めないのではないだろうか。──いつか離はなれてしまうなんて、考えなくてもいい相手。

　本当は多分、ずっと望んでいた。離れていかないでほしい。この世界に一人ではないと信じたい。たとえ不幸になったとしても、一緒にいられれば構わない──一緒にいようと、言ってほしかったのに。

　しかし、彼はそうは言わなかった。何でもないように笑って、回したこともない気を回して──彼女には何一つ打ち明けてくれないまま、勝手に手を放してしまった。

「……そういう、奴やつだけどな……」

　余計なことはいくらでも言うくせに、肝かん心じんなところで言葉が足りない。我儘放題に生きていると思いきや、自分の望みなど持っていない。一方的に振ふり回しておきながら、それで彼女に好かれると信じている。

「あああ、何で、よりにもよって……」

　あの男でなければならなかったのか。今いま更さら言っても仕方のない繰くり言ごとは、クッションにぶつかってくぐもった呻うめき声にしかならない。世の中には他ほかにいくらでもまともな男がいるだろうに、どうして彼なのだろう。あんなに厄介で面めん倒どうで鬱うつ陶とうしくて始末に負えない男を──どうしてこんなにも、好きになんてなってしまったのか。

「最悪だ……」

　どう考えても、賢かしこい判断とは思えない。自分で自分のことが信じられない。こんなの何かの間ま違ちがいに違いない──けれどそうでないことは、自分が一番よく知っている。誰もいない部屋の隅で、暗く膝を抱えたまま、ルーナは心から本気で己おのれの不運を嘆なげいた。




　でもきっと、仕方がない。

　一度、出会ってしまったなら──それはもう、仕方がないのだ。
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　ぽつん、と何かが意識の水みな面もを揺ゆらす。雑然と混乱した夢から、彼は目を覚ました。

　とはいえ、それは完全な覚かく醒せいとはほど遠い。夢ゆめ現うつつの微睡まどろみが、ほんの少し現の方に傾いただけに過ぎない。しかしそれだけでも、全身に伸のし掛かかる倦けん怠たいが意識されてきて、イシュトは深く息をつく。身体からだが重い、指一本動かすのもひどくだるい。きっとそのうち、息をするのも面倒になるに違ちがいない。

　それでも瞼まぶたを持ち上げてみると、室内の様子が薄うす暗ぐらく見えた。殺風景な眺ながめは記憶にある通りだが、寝台の側に見覚えのない水差しなどが出現しているところを見ると、誰かが出入りしているのだろう。召使たちに身辺をうろうろされるのは好きではないから、愉ゆ快かいな気分ではなかったが、すぐにどうでもよくなった。喉のどの渇かわきを自覚して、水を飲みたいと思ったが、そのためには身体を起こさなければならないと気付くと、やはり興味を失った。

　朦もう朧ろうとする意識が、再び夢の世界へ沈みかける。こうして、昼も夜もなくうつらうつらするようになって、どれくらいの日が経たっただろう。時間の感覚はとうになくなっていたが、自分がどこへ向かっているかははっきり理解できた。──時々目を覚ますたびに、倦怠感は着実に募つのっていく。掌てのひらに乗せた砂すな粒つぶが、指の間からさらさらと零こぼれ落ちるように、身体から力が失われていく。

　不快な感覚には違いない。しかしその意外な穏おだやかさに、イシュトは厭いとわしさよりも驚おどろきを感じていた。痛くもなければ、苦しくもない。昔、皇こう帝ていの義務として心臓に『印』を刻まれたとき、死というものはこういうものかと思った──こんな苦痛を、最さい期ごにはもう一度味わわなければならないのなら、何故この一度のときに死んでしまわなかったのかと絶望さえしたのに、実際はそういうものでもないらしい。

　これなら、なかなか悪くない。あとは、意識の狭はざ間まに絶え間なく押し寄せる夢が、まともなものであってくれればいいのだが。うなされるようなものを見ると、すぐに目が覚めてしまう。そうするとまた少し、身体がだるくなっている。

　ふと、身体に絡からみついていた重さが消える。四し肢しに力が戻もどってきて、寝台から起き出したい衝動に駆かられ、イシュトは自分が夢を見ていることを知った。

　夢の中で、彼は広い屋敷に住んでいた。細部まで馴な染じみのある屋敷、今現在は彼の幼おさな馴な染じみが住んでいるあの家は、その前には彼の住まいだったのだ。照明は赤い本物の炎ほのお、『印』ではなく自らの手を使って開ける扉──極力魔ま法ほうの仕し掛かけを排はいした屋敷は、魔ま力りよくを持たない幼馴染には住みやすいだろうが、皇宮の生活に慣れた人間にとってはひどく不便に思えるだろう。幼い彼を、無害に閉じ込めておくための工く夫ふうだった。魔法の術式など置いておけば、彼は必ずその有り余る魔力で暴走させて、屋敷の者に深刻な被ひ害がいを与あたえるだろうから。

　屋敷の中は静かだった。召使たちは誰もが、彼の注意を引きたくないようだった。目が合うと顔を引きつらせて、甘い菓か子しをくれるのだ。これをあげるから大人しくしていて、お願いだからあっちへ行って──どんな悪戯いたずらをしても怒おこられなかった。ただ、もらう菓子が増えるだけ。

　はじめて彼を叱しかったのは、大人ではなかった。

　──お願いしますって言ったらな。ちゃんと頭下げなきゃ駄だ目めだからな。

　今は彼の宰さい相しようとなったあの少年が、目の前でそう言ったとき、イシュトはこれまでにない衝しよう撃げきを覚えたのだった。少年の態度は堂々としていて、彼の顔色を窺うかがうようなところは少しもなくて、周りの大人たちとは何もかもが違った。少年は、彼が怖こわくないのだろうか。彼を追い払はらったり、逃にげ出したりしないのだろうか。

　それから、少年はちょくちょく遊びに来るようになった。彼はイシュトに様々なことを教えた。何かを競きそい合って遊ぶときは公平にやらなければいけないこと、勝ちたいからといってずるをするのはよくないということ。何かをしてもらったらありがとう、自分が悪いと思ったときはごめんなさいと言うこと……この屋や敷しきの外の世界を、はじめて現実として感じたのも、彼が話してくれたからだ。

　少年の父親は、この国の皇帝であるという。皇宮を含ふくめ、この国で暮らす数えきれないほどの人たちの幸福のために働いているのだと誇ほこらしげに語る少年は、けれど一方で、それをどこかで辛つらく感じているようだった。少年は、心から敬愛する父の帝てい国こくを受け継つぐことができない。父の玉座が、他の誰かに明け渡わたされるのを、黙だまって見ているしかないのだ。

　──だったら。

　それを自分が手に入れたらどうか、とイシュトは思った。少年にできないことを彼がやれば、きっと感心されるに違いない。それにもっと、彼の側にいてくれるようになるのではないか──少年の話に出てくる、屋敷の外のどんな友達よりも、彼の方がずっとすごくて、一番価値があると思ってくれたら。

　果たして、その目もく論ろ見みは上手くいった。少年は今も彼の側にいて、離れていくことはない。けれど望みは叶かなったというのに、何故かその喜びは晴れやかな感情ではなかった。何かが澱おりのように溜たまって、次し第だいに彼を塗ぬり潰つぶしていく。思えば、ずっと昔からそうだった。彼の周囲はどこまでも静かで、がらんとして、何もない──召めし使つかいたちがくれた甘い菓子のように、何か与えられるものがなければ、誰も側にはいてくれない。

　──馬ば鹿かみたい。

　不意に、景色が変わる。目の前に現れた人ひと影かげは、今や夢でしか会えるはずのない人だった。赤みがかった長い髪かみ、真っ直すぐにこちらを見つめる瞳ひとみに、夢の中でもどきりとする。その瞳に覗のぞき込まれると、その清せい冽れつな気配に祓はらわれるように、澱よどんだ何かが消えていくのだ。

　だから彼女が欲しかった。彼女を見ているときだけは、息ができるような気がした。誰がいてもいなくても、たとえ周りの全すべてが敵でも、きっと彼女は平気だろう。何もかもを馬鹿みたいだと言い切って、切り捨てるその強さがあれば、きっとこの澱みも全て消し去ることができるのだと。

　しかし実際の彼女は、全然強くなどなかった。誰だれかを切り捨てるどころか、切り捨てられても手を放せない。何の得があるわけでもないのに、誰かのために傷ついて、守れなかったと嘆くのだ。理解できない──何を与えられたわけでもないのに、何な故ぜ彼女はそんなことをするのだろう。

　理想を裏切る現実、けれど彼女に幻げん滅めつすることはなかった。むしろ裏切られれば裏切られるほどに、得体の知れない執しゆう着ちやくを覚える。最初にあったはずの単純な憧あこがれは、その色を変えてしまった。彼女を手に入れたい、けれどどうすればいいのか解わからない。彼女は代だい償しようを欲ほつしない。そして、相手の望みにつけ込むのでなければ、彼にできることはない。

　細い身体を押さえつける。抵てい抗こうする腕うでを摑つかみ、声を上げる唇くちびるを封ふうじて、白い肌はだに痕あとをつける。乱暴な欲よく望ぼうは頭の芯しんを酩めい酊ていさせて、一いつ瞬しゆんだけ、何もかも満たされるような錯さつ覚かくを起こす──けれどこれが正しくないことは、夢の中でも解っていた。こんなことをしたいわけではない、欲しいのはこんなものではない。

　彼女の瞳が、彼を見つめる。澱を祓われた彼の内側に、何もないことに気付かされる。欲しいのは、この虚うつろを埋うめる何かだ。誰に裏切られても、望むものが与えられなくても、それでも傷つくことを躊躇ためらわない、彼女に満ちるあの光。

「────」

　とりとめのない夢が終わる。彼女の面おも影かげが遠くなり、意識が再び浮うき上がっていく。慕したわしい夢から、重い身体に縛しばられた寝しん台だいの上の現へ──いや、もはやそちらが夢かもしれない。いずれ遠くなく終わりを迎むかえる、どちらが夢でどちらが現か、誰に解るというのだろう。

「──イシュト」

　けれど、彼の名を呼ぶ声がして、意識が少しばかり現実感を取り戻す。再び目を開けると、今度は近くで、知った顔が覗き込んでいた。さっきまでは小さかったのに、とぼんやり考える。いつの間にこんなに大きくなったんだろうか……。

「……また、何も食ってないのか」

　ため息混じりに言われるのが嫌いやで、顔を背そむける。何でそんなことを責められなければならないのか。そんな失望したみたいな顔をするのは止やめてほしい。今はちょっと面めん倒どうなだけなのだ。

　ロキシスは何も言わなかった。ただどこか厳しい顔で、じっと彼を見下ろしている。そういえば、どうして彼がここにいるのだろうと、イシュトはぼんやり考えた。もはや、彼がロキシスにしてやれることは何もないのに──ロキシスが彼の側にいる理由はなくなった。

「律りち儀ぎだな……」

「何だ？」

　掠かすれた声は、しかし相手の耳には届かなかったらしい。訊きき返されたが、イシュトは繰くり返すことはせず、黙って首を横に振ふる。口を利きくのは億おつ劫くうだった。ひどく疲つかれる。

「──おまえの言った通り、ルーナを皇宮から出した」

　だが、続くロキシスの言葉には、反応せざるを得ない。イシュトは思わずにっこり笑う。

「そう……ありがとう」

　結局、ロキシスは折れてくれたのだ。彼女の存在をこの国の脅きよう威いと捉とらえる彼が、イシュトの望みに従うのは本意ではなかっただろうが、それでも彼女を行かせてくれた。律儀だな、と再び思う。どうやら彼は最後まで、イシュトを彼の主あるじにしておいてくれるつもりらしい。

　案の定、見上げるロキシスの表情は不満そうだ。しかし、それは自らの考えを曲げたせいというわけではないようだった。再び目を閉じかけるイシュトの耳に、低い問い掛かけが聞こえる。

「本当に、それで良かったのか？……側に、いてほしかったんじゃないのか」

　イシュトは小さく笑った。本音を言えば、もちろんそうだ。彼女が欲しかった。自分のものにしたかった。どこへもやらずに閉じ込めて、側に置いておきたかった。

　けれど、そうして手に入る彼女の身体からだよりも、ずっと欲しいものがあったのだ。──今、望み通りの自由を得た彼女が、微笑ほほえむ顔を思うだけで、虚ろな彼の内側に満ちてくる何か。たとえ側にいなくても感じられる、彼女の光。

「いいんだ。もう、いい……」

　これでいい。もう、十分だ。──その光のすべてを手に入れることは、できなかったとしても。

　ゆるゆると、眠ねむりの波が打ち寄せる。もう一度、あの夢の続きが見られるといいと思いながら、イシュトは再び現うつつの岸を離れて、夢の世界へ落ちていった。
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　丸い月が、ぽっかりと空に浮いている。

　暑熱が和やわらいで、帝てい都との夜は涼すずやかだ。月にかかる雲を払はらう風は、地上では微び風ふうとなって、昼間の熱気を押し流していく。夜の店が煌こう々こうと明かりを灯ともしている地区を除けば、街の大部分は月明かりの下、眠りの中に沈しずんでいる。

　夜よ闇やみの中なか、薄うすぼんやりと浮かび上がる巨きよ大だいな建造物が、空に向かって伸のびている。昼間は太陽の光を受けて燦さん然ぜんと輝かがやく皇宮は、夜にはまた別の表情を見せていた。帝都の全てを膝しつ下かに従え睥へい睨げいするような威い圧あつ感かんは鳴りを潜ひそめ、大理石や真しん珠じゆ母ぼ、玻は璃りで造られた外がい壁へきや屋根が、月光を柔やわらかく受け止めてほのかな光を纏まとう様は、幻まぼろしのように現実感がなかった。

　闇に漂ただよう、夢の城──その広大さ、壮そう麗れいさも、どこか昼間の精せい彩さいを欠いているように見えるのは、夜の中で真実の姿がさらけ出されているせいかもしれない。皇宮がその最さい奥おうに抱かかえるもっとも重要な柱、その存在の全てを支える主を、失おうとしている不安定さ。夜通し灯る魔ま法ほうの明かりが、僅わずかに暗く感じられるのも、この華か麗れいで歪いびつな城なりの、主に対する気き遣づかいのようにさえ思われる。皓こう々こうとした光が、彼の眠りを妨さまたげることがないように──たとえほんの僅かでも、その身にかかる負担を減じるように。

　静かな夜だった。その静せい寂じやくには、何かを恐おそれて息を潜める緊きん張ちよう感かんに似たものが感じられないこともなかったが、ともあれ表面上は穏おだやかな夜に違ちがいなかった。やがて月明かりが陽光に取って代わられるまでの、限られた時間の微睡まどろみ。

　しかし、その夜を破ったのは朝の光ではなかった。







　そのとき、ロキシスは自分の屋や敷しきにいて、持ち込んだ仕事を片付けていた。既すでに日付が変わる時刻、周囲の人間に気を遣つかわせるので、執しつ務む室からは早々に撤てつ退たいしたが、それでは時間が足りない。今抱えている案件の全すべてに目め途どをつけて、形にしておかなければならない。誰が見ても解るようにまとめて、遅ち滞たいも混乱もなく、次の人間に引き継つがなければいけない──イシュトが皇こう帝ていでなくなれば、必然的に、彼も今の地位には留まれなくなるだろう。

　──このままでいけば……。

　それも、遠い先のことではない。日々、少しでも惜おしい時間を割さいて必ず足を運んで、イシュトの様子を見ていれば解る。少し前までは彼が行くと、多少無理をしてでも起き上がって話をしたものだが、ここ数日は見み栄えを張る気力もなくなったのか、だるそうに横になったままだ。始終うとうとしていて、時々は呼びかけても目を覚まさない。強く起こせば起きるし、起きているときはまともな受け答えをしはするが……それも時間の問題だろう。

　この後どうなるか、ロキシスはよく知っている。眠りが次し第だいに深くなり、支えがあっても身体を起こしていられなくなる。衰すい弱じやくして意識が混こん濁だくし、譫うわ言ごとばかり言うようになって、やがては彼の顔も解わからなくなるのだ──父がそうであったように。

　持って数ヶ月、半年は持つまい。その時間を長いと思うか短いと思うかは人それぞれだろうが、少なくとも帝てい国こくの政治を動かすのに十分な時間とは言えない。時間がない。

　──だが、どのくらいの時間があれば、十分だったと言えるのか。

「…………」

　目を通していた書類の上の文字が、急に意味のない模様に見えてくる。集中力を途と切ぎれさせる疲ひ労ろうを自覚して、ロキシスはそれを振り払おうと、大きく息をついた。余計なことを考えている場合ではない、目の前のことを片付けるしかない……けれどそう思えば思うほど、彼の意識の隙すきを突ついて雑音のように割り込んでくる思考が、瞬またたく間に脳のう裏りを侵しん食しよくしていく。

　──十分だと。

　一体、この自分は何様だというのか。誰だれがそれを判断するにしろ、彼にそれを判断する資格はない──その時間が、イシュトが生命を賭かけて稼かせいだものであることを考えれば。

　それに比べて、彼の成したことは何だっただろう。目の前に詰つまれた仕事を、ロキシスはこれまでとは違った視線で見やる。この全てをやり遂とげるには、時間が足りない。けれどその時間の価値に、見合うだけのものなのか。

　──たった、これだけだ。

　ずっと、彼の生命を背負っていることを知っていた。そのことを片時も忘れたつもりはない、常にできる限りのことをしてきたつもりでもいる。しかしそれでも、もっと何かできたのではないかと思わずにはいられない。自分はこの国の何を守り、何を変えただろう──彼に、何を返すことができただろう。

　──今、君がここにいるのが、何よりの証しよう拠こだろう。

　──おれだけが、君の望みを叶かなえられたからだ。この国を──君の父上の国を、おれだけが君にあげられたから。

　前にイシュトがそう言ったとき、ロキシスは言葉を返せなかった。そうでないと言えるはずがなかった。真実、イシュトのためを思うなら、彼の生命を帝国の力と時間に替かえたりはしないはずだ。だからそれを甘受した時点で、ただ利害のためだけに彼を利用していると、イシュトに言われても仕方がないのだ。

　利用したと言われるのなら、胸を張って利用してやったと言えるだけの成果を示したかった。その成果でしか、ロキシスが彼に伝えられることはないのだから。だが、それにはあまりにも足りない。あまりにも……。

「────！」

　突とつ然ぜん、衝しよう撃げきに襲おそわれたのはその瞬しゆん間かんだった。がくんと大きく室内が揺ゆれ、ロキシスは反射的に立ち上がった。壊こわれやすいものが割れて、甲かん高だかい音が耳に障さわる中、腹に響ひびく重い音が空気を震ふるわせる。何か巨大なものが破は壊かいされた音──石造りの壁かべが崩くずれる音。

　この衝撃には、覚えがある。──闇に紛まぎれる異形の化物に襲われて、皇宮が危機に瀕ひんしたのは、それほど昔のことではない。

「まさか……！」

　あのときと同じだ。嫌いやな予感に、即そく座ざに非常事態を察知して、ロキシスは部屋を飛び出した。庭園へ出て、空を見上げる。いつの間にか月は雲に覆おおわれて、夜空は暗く何も見えない。だが、そこには確かに何かの気配がある──『輝き石せき』の力の歪ゆがみが生み出す、凶きよう暴ぼうな意志。

「──閣下！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に呼ばれて、ロキシスは振ふり向いた。通路の向こうから、皇宮騎き士しが一人駆かけてくる。彼の前に辿たどり着き、跪ひざまずいたその兵が何か言う前に、ロキシスは既にその内容を知っていた。

「魔ま獣じゆうか」

「はっ……」

　魔獣を生み出し、皇宮を襲わせるような心当たりは一人しかいない。やはり生きていたか、とロキシスは苦々しく思った。あの男を取り逃にがした後、皇宮のありとあらゆるところを──遥はるか昔に遺い棄きされて今は住む者もない、闇に閉とざされた区画まで、可能な限り捜そう索さくの網あみを広げて捜さがしたというのに、一体どこに隠かくれ潜んでいたのか。

　行方ゆくえが知れない以上、いつかは何かを仕し掛かけてくると思っていた。思ってはいたがしかし、何な故ぜそれがよりにもよって今なのか。正直、今はあの男の相手をしている場合ではないのだ。少しは空気を読んでほしい。

　いや、空気を読んだからこそ今なのか──今回は、全ての魔獣を一いち撃げきで消失させる奇き跡せきは、絶対に起こり得ないのだ。どんな犠ぎ牲せいを出そうとも、地道に戦って一体一体消していくしかない。

　だがもちろん、無む駄だな犠牲など出すつもりはない。

「状じよう況きようは」

「主だった方々の屋敷には通達をしております。その他ほかの皇宮の召めし使つかいたちは、所定の場所に避ひ難なんを」

　騎士の声こわ音ねは緊きん迫ぱく感かんに満ちてはいたが、決して恐きよう慌こうを示してはいなかった。前回の魔獣の襲しゆう撃げき以降、こうした場合における手て筈はずは既に確立されている。重ねた訓練通りに初動を終えたことを告げた騎士の報告に、ロキシスは一応の満足を示して頷うなずいたが、しかし本当の危機はこれからだ。

「敵の勢力はどのくらいだ。どこで交戦している？」

「南の塔とうが一つ崩ほう落らくしたと報告がありましたが、それ以降のことはまだ解っておりません。居住区の方でも戦せん闘とうが発生しているようですが、ここにいては詳くわしくは……」

　頼たよりない報告だが、しかしそれもやむを得ない。現在はロキシスの私し邸ていであるこの屋敷は、他の貴族の住まいや皇宮の重要な部署から、まるで別の方向にある。元々は皇族が人との交わりを避さけて過ごす別宅として造られ、彼の前には幼いイシュトが、その力を抑おさえられ隔かく離りされるように暮らしていた場所だ。住みやすくはあるが、皇宮の状況をたちどころに知るには不便な立地である。

　こうしてはいられない。ロキシスはすぐに対応を決める。何はともあれ、まずは正確な情報を得られる場所へ行かなければならない。

「執務室へ行く。まだ、あの塔は陥おちてはいまい」

「お供致いたします」

「いや、いい。この状況で、貴重な戦力を俺一人に使うのは無駄だ。おまえは迎げい撃げきに合流しろ」

「ですが閣下、それでは……」

「屋敷の衛兵もだ。もう、ここを守る必要はない」

　ロキシスが出ていけば、もうこの屋や敷しきには誰もいない。たいした数ではないとはいえ、こんな外れた場所に兵力を分散している意味はない。守らなければならない場所は他にある。

「……ここを離はなれて、皇こう帝てい陛下の御ご座ざ所しよをお守りしろ。何が起きても──たとえ皇宮の塔という塔が崩れ落ちても、絶対にあそこに魔獣を近付けるな」

　少し前までなら、こんな命令はしなかった。戦力の全すべてを、一人でも多くの人間を救うために動かしただろう。しかし今はその全てを、一人の人間を救うために動かさなければならない。もはやイシュトは奇跡を起こすどころか、自分の身一つ守ることすら覚おぼ束つかないだろうから。

　まだ、死なせるわけにはいかない。少なくとも、『ヴァルシウスの術式』を誰かに継つぐまでは──その考えはロキシスの胸に鋭するどい痛みを残したが、彼の足を止めることはなかった。幼おさな馴な染じみの身の安全すら純じゆん粋すいに心配してやれないなんて、本当にどうかしている。しかしこれが、今までずっと彼がしてきたことなのだ。

　騎士を行かせると、一いつ旦たん部屋に戻もどり剣けんを摑つかんで、ロキシスは急いで屋敷を出た。普ふ段だんは身に帯びることのない真剣が、仕し舞まい込まれずすぐに持ち出せたのは、この前までここで暮らしていた娘むすめが置いていったからだ。手持ち無ぶ沙さ汰たを解消するにも、剣を振っていた彼女の姿を思い出す。もし彼女がいてくれれば、イシュトのことを任せられたのに……。

　──いや。

　それはおかしい。何気なく閃ひらめいた自分の考えを、ロキシスは愕がく然ぜんとしながら打ち消す。あの娘こは保護すべき対象であって、戦力ではない。一体、彼女に何を期待しているのか。

　──あなたたちの、力になりたい。

　彼女に、何かできるとは思わなかった。『精せい霊れいの民たみ』でなければ、出会うことも、興味を持つはずもなかった相手。イシュトが執しゆう着ちやくしているのは知っていたが、それが何故なのかは理解できなかった。美しいが、中身は特別聡そう明めいでも純粋でもない、普ふ通つうの娘だ。たかが魔ま法ほうの幻げん影えいで見ただけなのに、どうしてそこまで一方的に入れ込めるのか、馬ば鹿か馬ば鹿かしく思ってさえいた。

　だが今は何となく、その理由が解わかる気がする。あのとき、ロキシスも口を開いてしまったからだ。何ができるはずもない彼女に、それでも何もかもを話してしまった。

　──それでいいって、ロキも本当にそう思ってるのか。

　無神経な台詞せりふ、こちらの事情も内心も勘かん案あんせずに彼を責める言葉に腹が立った。しかし、それ以外の言葉が彼女の口から発せられたなら、きっと失望しただろう。その言葉が聞きたかった。彼の立ち位置をはっきりさせる──良くも悪くも心を支える、その響き。

　真っ直すぐにこちらを見つめる、強い瞳ひとみ。きっと、こちらが揺らいでいればいるほど、あの瞳に惹ひかれるのだろう。まるで、何もかも見み透すかされているように感じる。その信念を貫つらぬかないのかと、正面から問われているようで──それに応こたえるためならば、何だってしようと思わせる瞳だ。

　──私は諦あきらめない。

　彼にそう伝言を残したとき、彼女はあの瞳をしていただろうか。彼女の望みを叶かなえることが不可能だと知りつつも、ロキシスはもう笑い飛ばそうとは思わなかった。ルーナは信念を貫くだろう。不可能だろうが何だろうが、必ずその身を賭として戦うだろう。

　そしてそう思うからこそ、無意識に彼女を戦力に数えてしまう。彼にはできないことをしてくれるのではないかと──この手では守れないものが、彼女になら守れるのではないかと。

　やれやれ、と心で呟つぶやく。彼でさえこうなのだ、あのぼんやりしたイシュトなら、魂たましいごと持って行かれても不思議はない。しかし本人に自覚はないだろうが、あの他人を頼らせる性質が、彼女に災難や苦労までも引き寄せているような気がしなくもない……。

「！」

　だが、思考はそこで断たち切られた。突然、通路の窓がけたたましい音を立てて震える。咄とつ嗟さに身を庇かばうロキシスの前で、砕くだけ散った玻は璃り窓から、黒い影かげが飛び込んできた。身を低くした獣けものの漆しつ黒こくの中で、赤い目だけが爛らん々らんと輝かがやいている。目を合わせた者の心臓を凍こおらせるような、禍まが々まがしい色。

　ほんの一呼吸の間があって、ロキシスは剣を抜ぬいた。一応、剣けん術じゆつの心得はある……が、それはこの状況にあっては、どうにも心こころ許もとないとしか言いようがなかった。帝てい国こくの宰さい相しようとなって、自分の剣で自分を守る機会も必要もなくなった。剣の鍛たん錬れんよりもしなければならないことがありすぎて、正直こうして剣を抜くのが何年振ぶりか思い出せないくらいだ。

　しかし、そんなことを言っても仕方がない。自分でこの場を切り抜けられなければ、ここで生命を落とすだけだ。何もかも中ちゆう途と半はん端ぱなうちに、何も成し遂とげられないままで。

　闇やみ色いろの魔ま獣じゆうに剣を向ける。しかし、その切っ先が定まらないうちに、敵が素す早ばやく飛びかかってくる。目にも見えない速さで喉のど元もとを襲おそった獣の牙きばを弾はじけたのは、確実に腕うでではなく幸運のおかげであったに違ちがいない。耳みみ障ざわりな鋼はがねの悲鳴に顔をしかめながら、全力で獣を振ふり払はらう。

　普通の獣なら、それなりに傷ついて咆ほう哮こうしたであろう。だが、魔獣は音も立てずに離れたところに着地すると、再び彼に狙ねらいをつける。その動きに痛手を受けた様子はなく、ロキシスはようやく思い出した。魔獣というものはただ斬きっても、傷つきも死にもしないのだ。その核かくとなる部分を壊こわさなくてはならない。敵の動きを見切り、正確に核を貫く技量がなければ、絶対に勝つことができない。

　そしてその技量がないことは、自分でよく解っている。続いて襲ってきた魔獣の牙と爪つめに、ロキシスは半ば覚かく悟ごを決めていた。一撃を防ぎ、一撃を加える、しかしこれはただ時間を稼かせいでいるだけだ。息が上がる、心臓が忙いそがしく鳴っているのに、身体からだは少しも敏びん捷しように動かない。

　背中に何かが当たって、息を吞のむ。壁かべに追い詰つめられたと悟さとった。しかし目の前の魔獣に隙すきはない。どこにも逃にげ場のない獲え物ものを嬲なぶるように、じりじりと距きよ離りを詰めてくる。襲い来る苦痛を予想して、それでも目を逸そらさずに身構えるロキシスに向かって、魔獣が最後の跳ちよう躍やくをする──。

「──殿でん下か！」

　鋭い声が闇を裂さいた。構えた剣にかすりもせず、彼の視界いっぱいに広がった魔獣の姿が、一いつ瞬しゆんにして霧む散さんする。核を失った魔獣は、こうして空気に溶とけるように消えてしまう。

　視界を塞ふさぐものが消えたロキシスの目に、声の主が見えた。魔獣の核を正確に刺さし貫いた剣を素早く収め、彼の前に跪ひざまずく。消えた魔獣と同じ闇色の髪かみ、じっと彼を見上げる白い顔を見たとき、ロキシスは魔獣と相対したときとは別種の震ふるえを感じる。どうして──どうして、こいつが。

「殿下、お怪け我がはございませんか」

「──ベルダ」

　たった今、皇宮をこんな事態に叩たたき込んでいる張本人。しかしこちらを見上げる瞳は、本当に彼の身を案じているようで、ロキシスは軽い眩暈めまいを覚える。一体、この男は何のつもりなのだ。

「……それを訊きいてどうする？　もうおまえには関係ないだろう」

「殿下の御おん身みに、傷などつけるわけにはいきません」

「おまえはもう皇宮騎き士しではない。騒そう乱らんに関かかわった廉かどで、とうに除じよ籍せきした」

　あんなことをしておいて、許されるとでも思っているのか。皮肉と言うには更さらに毒のある声でロキシスは告げたが、しかしベルダは表情一つ変えなかった。真剣な眼まな差ざしはそのままに、当たり前のように言ってのける。

「私が皇宮騎士であろうとなかろうと、あなたは私の主あるじです。ただ一人、心からお仕えしたいと思える方です」

　よくも、とロキシスは拳こぶしを握にぎりしめる。よくもそんなことが言えたものだ。彼を陥おとしいれておきながら、守りたいものもやってきたことも、何もかもを失わせようとしているのはどこの誰だれか。

「……何をしに来た」

「あなたをお守りするために」

　間かん髪はつ容いれずに、澱よどみない答えが返ってくる。ロキシスには笑えない冗じよう談だんにしか聞こえないが、ベルダは至って真剣だった。

「皇宮中に魔獣が溢あふれています。前回よりも大物は少ないですが、それ以上に数が多く、前とは比べものになりません。こうして、あなたを襲うものも出てくる」

「おまえがやったことだろうが！」

　思わず声を荒あららげる。ロキシスは、目の前の男に摑みかかった。自分で窮きゆう地ちに陥れておいて、その上恩に着せて救おうというのか。ただ裏切るだけでは、まだ足りないというのだろうか。

「おまえは、俺を主だと言った。なら今すぐ、この魔獣を退しりぞけろ」

「魔獣は力の歪ゆがみです、人の言葉など通じません」

「ならどうする気だ！　皇宮中の人間を殺し尽つくすつもりか」

「魔獣を消したいとお望みなら、そうなさればいいではありませんか──前には、そうできたはずだ」
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　言葉の上では単純な提案、しかしその響ひびきに、意味ありげな視線に、ロキシスは言葉を失う。少し前にちらりと考えたことが、正せい鵠こくを得ていたことを悟った。この男は知っているのだ。前にはできたことが、今はできないということを──皇宮を守護する圧あつ倒とう的な力が、失われつつあることを。

「──約束を、果たしに来ました」

　摑つかんだ手から、力が抜ける。愕がく然ぜんとするロキシスに、しかしベルダは更に驚おどろくようなことを言う。

「前に申し上げたはずです。次にお会いするときは、必ずあなたに玉座をと。今がそのときです。もう、そうなさるしか道はないのですから」

「何だと……？」

「皇こう帝ていに力が残っていないのなら、この魔獣を一いつ掃そうする方法は一つしかありません。力の歪みの源である『輝き石せき』を、永遠に放ほう棄きすることしか」

　全すべての魔法の源、六百年の長きに亘わたって受け継つがれてきた『輝石』。一度失われれば二度と元には戻もどせないそれを、守り伝えることが義務の家系に生まれたロキシスには、考えもつかないことだった。そんなことができるわけがない。

　しかし同時に、ベルダの真意も理解する。これが、彼の狙いだったのだ。皇宮を魔獣の海に沈しずめ、どれだけの犠ぎ牲せいを出そうとも、全てを根底から覆くつがえす。

「おまえは……それほどまでに、皇宮が憎にくいのか。魔ま法ほうに支えられた『楽園』が？」

「憎いわけではありません。ただ、邪じや魔まだとは思っています。あなたの理想を叶えるために」

「……俺の？」

「私のでもあります」

　呟いて付け加えたベルダの顔に、何かが過よぎる。真しん摯しさは変わらないが、その瞳ひとみに宿る光は、哀あい切せつとも言うべきものに近い。当とう惑わくするロキシスに、ベルダは微かすかに表情を変える。昔を懐なつかしむような、けれど何な故ぜか泣きたそうにも見える微笑ほほえみを浮うかべて、殿下、と小さく囁ささやいた。

「私は、約束を果たしました……ですから、どうかあなたの約束を思い出してください」

「約束だと……？」

「あの日、私に理想の価値を教えたのはあなたです。あなたの描えがいた世界のためなら、生命を賭かけてもいいと思った。──魔法でも、『印』でもない、人の価値が目に見えないもので分かたれることのない国にしてくださると、あなたは仰おつしやったではないですか」

　瞬しゆん間かん、脳のう裏りに閃ひらめく光景がある。尖せん塔とうの上から見下ろす帝てい都と──壁の外の世界。魔法を持たない人々が、それを当たり前として暮らす街。それがどんなものなのか、少年の頃ころのロキシスには想像がつかなかった。魔法がなくて、この世が成り立っていくものだろうか。もし成り立つのだったら……彼の血の欠けつ陥かんが、父の業ごうとして蔑さげすまれるのでなければ、どんなにかいいだろう。

　あの街の人々は、どうやって暮らしているのだろう。お伽とぎ話ばなしの舞ぶ台たいを想像するために、彼は外のことを知りたかった。皇宮騎士の候補として、あの街から皇宮へ上がってきた少年と近しくなったのはその頃だ。

　皇宮の暮らしが楽園のようだと言った彼は、しかしその新たな生活を享きよう受じゆするのが嬉うれしくないようだった。家族と別れて、魔法の資質があるというだけで、まるで別の人種のように扱あつかわれる。家族と自分の何が違うのか。皇宮の外と中の人間の何が違うのかと言う彼に、ロキシスは違わないと答えた。違わない、違っていいはずがない──魔法が使えようと使えまいと、自分は父の息むす子こであるはずだ。それを証明してみせる。

　そのために、この国が欲しかった。魔法のあるなしにかかわらず、それぞれを幸せにしたいと思った。思えばあの約束は、彼にとっても今へと続く第一歩だったのだ。忘れてはいない、だが……。

「……それでおまえは、こんなことをしているのか。『輝石』を破は壊かいして、魔法をなくすだと……あまりにも短たん絡らく的だ」

「殿下」

「魔法は技術で、『輝石』は力だ。それ自体にいいも悪いもない。確かに、直接恩おん恵けいを受ける者と受けない者の差は大きい。しかしこの技術が、今日までこの国の繁はん栄えいと安定を支えてきたんだ。そういう意味では、恩恵を受けない者などいないはずだ──それをおまえは、滅ほろぼせというのか」

「身に過ぎたものは、必ず人を害します。『輝石』の力は、私たちの力ではありません。使い方を知らないから、こんな歪いびつな差が生まれる」

「だが今『輝石』を失えば、衰すい退たいは免まぬかれない。歪な形でも、繁栄は繁栄だ。それさえ奪うばえば、国ごと沈む！」

「……これは、受け売りですが」

　ロキシスの言葉に、少し考えるような間を置いて、ベルダは答える。いかにも気が進まないという顔をして、しかし結局はそれしかないと思ったのか、諦あきらめたように呟つぶやいた。

「『一人を犠牲にしなければ成り立たない世界なら、いっそ皆みなで不幸になった方がまし』なのだそうですよ」

「……何だと」

「殿下、全ての差をなくせるとは思いません。誰もが幸せになる世界など有り得ない。ですが、幸福になる人間と不幸になる人間が定まっている世界を、変えることはできるのではありませんか。魔法でも『印』でも血筋でもなく、自分の意志だけで生き方を決められる世界でなければ──人がこの国に尽くす価値がない」

　ロキシスは答えなかった。何という不見識だろうか、たった一人のために他ほかの全てを不幸にしてもいいなどと、まるで浅はかな恋こいする娘むすめの言い分だ。そんなことは受け入れられない、到とう底てい耳を貸す余地はない──心からそう思うのに、けれどそれでも聞き流せないのは、逆なら知っているからだ。他の全てのために、たった一人を犠牲にする。全ての幸福が、その犠牲の礎いしずえにあると知っている。

　──「おまえは、どうしたいんだ」

　もし世界の形が違ちがったなら、あの日、そう訊きいてやれただろうか。──彼の理想に付き合わせて、死なせたりせずに済んだのか。

　胸の奥に、痺しびれるような感覚がある。それを吐はき出すように、ロキシスは大きく息をつく。言わなければならない、そんな幼よう稚ちな論法を受け入れられるわけがないと、きっぱりと切り捨てるべきなのだ。だがどうしてこんなにも、その言葉に詰つまるのか──稚ち拙せつであるが故ゆえに純じゆん粋すいな、その思いに惹ひかれるのは何故なのか。

「ベルダ──」

　目の前の男の顔を睨にらむ。しかし、その続きを言うことはできなかった。不意に、その顔が闇やみに沈む。ベルダだけではない、彼自身も──ありとあらゆるものが漆しつ黒こくに包まれる。

「…………」

　突とつ然ぜん、耳が痛いほどの静せい寂じやくに襲おそわれる。魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうも、破壊の音もぴたりと止やんだ。一いつ瞬しゆんのうちに全ての光と力を失った皇宮は、奇き妙みような静寂の混乱とともに、しばらく闇の中に彷徨さまようこととなる。
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　飛びかかってきた黒い影かげを、一いつ閃せんの下もとに切り捨てる。正確に核かくを断たち切られた羽を持つ魔獣が、断だん末まつ魔まの咆哮さえ残さずに塵ちりとなるのを、ルーナは見やりもしなかった。早く行かなければいけない、こんなところで時間を取られている場合ではない──しかし異形の化物は次から次へと現れて、鬱うつ陶とうしいことこの上ない。

「ベルダの馬ば鹿か、私まで足止めしてどうするつもりなんだ……！」

　とりあえず一番事態に関かかわっている人間を罵ののしってみたが、しかし彼が故意にそうしているのでないことは重々承知である。『輝石』の力の歪ゆがみ、意志どころか実体さえ持たない影に過ぎない魔獣というものに、人と意志を疎そ通つうする能力はない。一体や二体なら、魔法によって進行方向くらいは誘ゆう導どうできるらしいのだが、これほど大量となるともはや制せい御ぎよできるものではない。

　夜の闇よりも黒い影が、壁へき面めんにびっしりと取りついている塔とうを遠目に見てしまい、ルーナは背筋がぞっとするのを感じた。これだけの魔獣がいれば、もはやどのような形でも『輝石』を破壊するしかないと、誰だれの目にも思わせるのが狙ねらいであるらしいが、それにしてもやりすぎではないか。ヒューレイという協力者を得たベルダが、彼に魔獣を発生させる術式を教え、魔ま力りよくの能あたう限りの魔獣を生み出すようにと言った結果がこれらしい。

　──こうしてみると、もしかしてヒューレイって、ほんとにすごいのか……？

　さすがに、自分で皇こう帝てい候補を名乗るだけのことはある。しかしそれでもルーナとしては、依い然ぜん彼の能力には懐かい疑ぎ的である。魔獣の件はともかくとして、結局彼は、ルーナにかけられたイシュトの魔法を完全には解けなかったのだ。

「半分！　半分は解いたって！……ちょ、そんな顔すんなよ。これでも相当オレすげーってなるべきところなんだけど！」

　胡う乱ろんな目で見やるルーナに、ヒューレイは、彼は彼で不満そうにそう言ったものだ。これで調子のいいことを言っているだけなら、また剣けんで脅おどしつけてでもやるところなのだが、術式を扱った後に、高価そうな服が汚よごれるにもかかわらず床ゆかの上にぐたっと座り込んだところを見ると、それなりに本気でやってはくれたらしい。

「言っとくけど、オレが悪いんじゃねえからな。あの男が規格外なの。恨うらむならあんたの恋こい人びとを恨めよな」

「恨んでいるさ。私にこんなものをつけて追い払はらえると思っている辺り、もう恨み骨こつ髄ずいだとも」

「動じなくなったなー……」

「それで、半分解けたとして、どういうことになるんだ？」

　できないものはできないものだ、どうこう言っても仕方がない。それよりは建設的なことを考えようと思ったのだが、返ってきた答えは建設的どころではなかった。ヒューレイはへらっと笑うと、小首を傾かしげてみせる。

「さあ？　解んね」

「ヒューレイ！」

「だってしょうがねえだろ、オレ、直で『輝き石せき』見たことねえし！　うーん……でもまあ、大だい丈じよう夫ぶじゃね？」

「適当なことを言うなよ。……私が『輝石』の力をどうにかできなかったら、この計画自体が失敗するんだろう」

　実際に、どうしたら『輝石』の力を失なくせるのかはルーナにも解わからない……ただ何となく、こうではないかと思っていることがあるだけだ。しかしそれを確かめるにしても、イシュトの魔ま法ほうが邪じや魔まをして、『輝石』に彼女が『精せい霊れいの民たみ』であることを解ってもらえなければどうしようもない。

「駄だ目めな場合は、血を使うんだな」

「血？」

「血液は魔力と同じく、生命そのものだ。特に『精霊の民』ってのは、血で自分らの遺産を動かす技術を伝えてるんだ。『輝石』にあんたの血が解わかれば、いかにイシュトの魔法がアレでも、『輝石』はあんたを認にん識しきするはずだ。そもそも帝てい国こくの魔法と、『輝石』の仕組みはまるで関係ねえわけだし」

「う……うんと、よく解らないけど、大丈夫なんだな」

「あ、言うの忘れてたけど、あんたまだ魔法の影えい響きようは受けるからな。イシュトの術式が残ってっから。うっかり皇宮騎き士しなんかと鉢はち合わせして、魔法食くらったりするなよ。死ぬからな！」

「明るく言うようなことか！」

　思い出したら、何だか疲つかれてきた。現実に意識を戻もどし、ルーナは向かってくる魔獣を斬きり捨てながら走る。探しているのは扉とびらだ──かつて一度、『輝石』の側近くへ行ったときに、彼女のために開いた扉。

『輝石』のある場所へ行く通路は、皇帝の住居にのみ通じている。しかしそれは『精霊の民』の遺い跡せきを、後代に帝国が壊こわして造った通路だ。しかし本来『精霊の民』が、自分たちのために作った通路は別の部分だった。彼らが姿を消して以降、ただの壁かべに過ぎなかったその扉は、皇宮の迷めい宮きゆうじみた造りの中にひっそりと紛まぎれ込んで、長い年月を動かず過ごした。

　あの扉を開けたのが、そもそものはじまりだったのかもしれない。

　片手に明かり、片手に剣を持って、ルーナは通路を進んでいった。階段を下りるたび、次し第だいに広くなる通路の壁は、絵とも文字ともつかない彫ほり物で埋うめ尽つくされている。異様な様相に、あのときは畏い怖ふさえ覚えたものだが、今はただ喜びしか感じなかった。ここで間ま違ちがいないのだ。この広い皇宮の、他のどこでも見られない装そう飾しよく──『精霊の民』の遺跡。

　しかしあのときと違うのは、こんなところまで魔獣で溢あふれ返っていることだ。どこから入り込んだものか、比ひ較かく的てき小さなものばかりだが、彼女の持つ明かりを目がけ次々と飛び込んできてきりがない。自分が〈剣ノ舞まい姫ひめ〉であったことを、ルーナは心から感謝した。このくらいの大きさの魔獣なら慣れている、核を即そく座ざに見み極きわめて、視界に入った瞬しゆん間かんに消してしまえる。たとえ剣けん術じゆつの腕うでが優すぐれていても、魔獣と戦う経験がなければ、こうまで手て際ぎわよく片付けることはできなかっただろう。

　やがて、最後の階段を下り切る。暗がりの先に、行き止まりの壁を見つけて、ルーナはほっとしながら足を進めた。そうだ、あの壁が扉なのだ。彼女が触ふれれば開く。いや、血を流さなければ開かないのか……。

「────！」

　しかし次の瞬間、得体の知れない悪お寒かんが背筋を下る。咄とつ嗟さに足を止めなかったのは、本能の為なせる業わざだろう。駆かけ出したルーナは首こうべを回めぐらし、悪寒の正体を知った。闇の中に輝かがやく、無数の赤い光──高い天てん井じようの上から、魔獣が雪崩なだれを打って襲いかかってくる。その数は十や二十ではない、もっと──たくさんだ。

「くそっ！」

　あんなものを、相手になどできはしない。洪こう水ずいのように押し寄せる魔獣の群れに吞のみ込まれたら、剣を振ふるうどころではなく、あっという間に身体中を食い千切られる。ルーナはもう振り返らなかった。明かりも投げ捨て、ただ全力で前へ走った。突きあたりに見える壁を見み据すえる。

「開け──！」

　今すぐに。追ってくる魔ま獣じゆうを振り切れるように。

　眼前で、白く扉が輝いた。その表面に触れたと思った瞬間、その手て応ごたえが消しよう滅めつする。止まるはずのところで止まれずに、重心を崩くずして前に倒たおれ込む。

「……った……！」

　途と端たん、背後の気配がかき消えた。がばっと跳はね起きて振り向いたルーナは、しかしそこが先刻とまるで違ちがう場所であることを知った。暗い通路ではない、光に溢れた場所。目の前に魔獣の姿はなく、代わりに重じゆう厚こうな石の扉がそそり立っている。たった今削けずり出されたかのような、劣れつ化かのない滑なめらかさ。

「──通り抜ぬけ、た……？」

　今、経験したことが確かならば、そういうことになるだろう。呟つぶやいて、ルーナは恐おそる恐る扉に触れた。冷たい質感が伝わってくるが、何かが起きる様子はない。今は本当に、ただの石いし壁かべだ。

　何だかよく解らない。解らないがしかし、ルーナはそれほど困こん惑わくしなかった。ここへ来れば、こういうこともあるだろうと思っていた。前に来たときもそうだった、ここではどんなに奇き妙みようなことだって起こり得るのだ。

　──とりあえず、助かった……。

　だが次の瞬間に起きたことこそ、有り得ないはずのことの最たるものであっただろう。思わず扉にぺたっと手をついて、感謝の念を込めるルーナの背後で、突とつ然ぜん、声が響ひびく。

「──どうして、君が来るんだ」

　心臓が跳ね上がる心ここ地ちがして、ルーナは思わずびくりと身を竦すくめた。しまった、危機を脱だつした安あん堵どで、背後の気配など気が回らなかった。即座に剣を握にぎりしめ、切っ先を向けて振り返ったルーナだが、続く一いつ瞬しゆんでその剣を取り落としそうになる。

　再び、心臓が大きく鼓こ動どうを打つ。しかしそれは、すぐ前に感じた緊きん張ちようと恐きよう怖ふによるものとは僅わずかに異なった。目の前に見るものが信じられない──彼がこんなところにいるはずがない。

　しかしどんな幻まぼろしでも、これほどの美しさを再現することはできないだろう。淡あわい白金の髪かみ、煙けぶるような緑の瞳ひとみ。その指先に至るまで、全すべてが神に愛めでられて生み出されたような完かん璧ぺきな美び貌ぼう──他ほかの何物でもあるはずがない。

「一体、何をしに来た？　おれは……さよならと言ったはずだ、ルーナ」

「──イシュト」

　呆ぼう然ぜんと、その名を呟く。光を放つ『輝石』の側、台座の上に立つイシュトは、その作り物めいた美貌に何の表情も浮うかべずに、超ちよう然ぜんと彼女を見下ろしていた。







　しばらくは、互たがいに口を開かなかった。沈ちん黙もくする二人の顔を、『輝石』の緩ゆるやかに変化する光が照らし出す。

　台座の下から、ルーナは相手の顔をぼんやりと眺ながめていた。いつ見ても、腹立たしいほど綺き麗れいな顔だ──整い過ぎていて、本当のことがよく解らない。その顔にある陰いん影えいは、どの程度心配するべきものなのだろう。不ふ機き嫌げんなのかぼうっとしているのか、それともひどく疲れているのか。

「イシュト──具合はいいのか？」

　空間に満ちる『輝石』の光は、互いの姿を確認するには十分だが、細かい様子を把は握あくするには暗すぎる。真っ先にそう尋たずねたルーナに、しかし返ってくるのは素そっ気ない答えだ。

「死ぬほど悪い」

　いいわけないだろ、と呟いて、眉み間けんにしわを寄せる。いかにも不機嫌そうな、けれど彼には滅めつ多たにないその表情に、ルーナはその言葉が正しいことを知った。身体からだが辛つらいに違いない。当たり前だ、彼女が皇宮を出る前ですら、寝しん台だいから出られそうになかったのに。

「こんなところで何してるんだ。寝ねてないと……」

　彼の側に行きたかった。手を貸して支えてやらなければ、きっとすぐに倒れてしまう。急いで台座に近寄るルーナだが、しかしその足は途と中ちゆうで止まってしまう。

「それはおれの台詞せりふだ」

　冷たい声が、彼女の歩みを妨さまたげる。柔やわらかい緑の瞳が、凍いてつくような光を宿して彼女を見据える。ルーナはびっくりして、まじまじと彼を見返した。これまでこんな瞳で、彼に睨にらまれたことがあっただろうか。

「どうして、戻ってきたんだ。迷めい惑わくなことをしないでくれないか。君が『輝き石せき』に近付くなら──おれは、君を死なせなくてはならなくなるのに」

　次いで、そんな言葉が飛び出してきて、ルーナはますます啞あ然ぜんとしてしまう。イシュトにこんなことを言われるなんて、夢にも思ったことはなかった。もしかして正気ではないのかと思ったが、その冷たい瞳には確かに理性の輝きがある。

　合わせた視線にぞくりとするものを感じて、ルーナはその場に立ち尽くした。他の誰だれでもない、これは本当にイシュトの意志なのだ。彼女のことを迷惑だと、鬱うつ陶とうしそうに死なせると言ってのけた。

「でも、さっさと帰ってくれるならもういいよ。お願いだから、そうしてくれないか。もう、君を殺すのも面めん倒どうなんだ」

　だが、そう言われて引き下がれるはずがない。そうだ、とルーナは思い当たった。何な故ぜ彼女がここに来たのか、彼は何も知らないのだ。本当のことを伝えなくてはならない。彼を傷つけるためではなく、救うために来たのだと。

「イシュト、待って！　私はおまえを助けたいんだ」

「…………」

「『輝石』の力がなくなれば、おまえが苦しい思いをしなくても良くなるんだろう？　私には、それができるかもしれない。だから来た──おまえと戦うためじゃない。傷つけることはしないから」

　別段、感謝されたかったわけではない。けれどそれでも、これで彼の態度が変わると思った。彼女に害意がないと解わかれば、こんな敵意に満ち満ちた眼まな差ざしを向けられる理由はなくなる。きっと、何か誤解があるのだ。

　しかし、次にイシュトが浮かべた笑えみは、いつものあの笑顔ではなかった。

「おれを、助ける？」

「イシュト」

「馬ば鹿かだな、何でそんなこと。おれがいつ、助けてほしいなんて言った？」

　形のいい唇くちびるが歪ゆがむ。侮ぶ蔑べつに満ちた酷こく薄はくな表情は、冷れい笑しようと言うべきものだ。人並み外れて綺麗な顔がそんな表情を作ると、衝しよう撃げきもひとしおだ。胸を突つかれるような心地がして黙だまったルーナに、彼は嘲あざけるような口調で言った。彼女を、自分を──そして世界を。

「おれは、このままでいいんだ。だって最初から、こうなることは決まってた。──死ぬために生きてきたんだ」

「そんなこと……！」

「だから、余計なお世話は止めてくれ。それとも、嫌いやがらせのつもりなのか？　六百年受け継ついできた『輝石』を失う無能の皇こう帝ていとして、おれの名を歴史に残してやろうって？」

　ルーナは答えられなかった。こんな荒すさんだ言い様に、どう答えればいいというのだろう。黙り込んだ彼女を、イシュトは冷たい眼差しで見たが、やがてその瞳を背そむけると、小さく何かを呟く。

「せっかく────のに」

「……何だって？」

　何と言ったのか、聞こえなかった。その一瞬、彼の表情が少し違った気がして、ルーナは思わず訊きき返す。酷薄な態度の奥に見え隠かくれする、別の気配──しかしそれが何なのか見定める前に、彼はまた元通りの顔に戻もどった。冷たく彼女を突き放す表情、まるで仮面を被かぶるみたいに。

「帰ってくれ。おれに君は必要ない」

「嫌だ。私には私の都合がある──たとえおまえがどうでも、おまえに生きていてもらわないと困る」

「解わからないな君は！」

　先に声を荒あららげたのは、イシュトの方だ。再び彼女を睨みつける瞳は、それまでの温度のないものとは違ちがう。身体にぞくりと震ふるえが走るのは、おそらくそれが本物の彼の感情だからだ。何もかもを焼きつくそうとする、本物の──怒いかり。

「誰が君を誑たぶらかしたんだ？　君は誰のために、こんなところまでやってきたんだ！」

「誰の？　違う、私は自分で……」

「誤ご魔ま化かすなよ！　誰かが、おれの術式を解いただろう！……せっかく君に、残したのに」

　最後の言葉はひどく打ちひしがれた響きで、ルーナははっとする。彼女にかけた術式の半分が解かれていることに、きっとイシュトはすぐさま気付いたのだ。これが最後だと思い決めて、それでも彼女に残した贈おくり物を、無下に扱あつかわれたと思えば、それはいい気がしないに違いない。

「……こんなことなら、傷つければよかった」

　しかし、ルーナが弁明を試みる暇ひまはなかった。彼の瞳が異様な凄すご味みを持って、彼女を見み据すえる。

「術式を解いたら、おれのことを忘れるつもり？　そんなのは許さない。一生残る痕あとをつけたら……おれを忘れずにいてくれる？」

　イシュトが、すいと腕うでを上げる。瞬しゆん間かん、何か強きよう烈れつに嫌な気配がして、ルーナは咄とつ嗟さに剣けんを構える。いや違う、これでは防げない。目には見えない、けれど空間さえねじ曲げるような、圧あつ倒とう的な力の塊かたまりに吞のみ込まれる。

　結局ルーナにできたのは、何もかも構わず床ゆかに身を伏ふせることだけだ。庇かばった頭の上を、何かが通り過ぎていく。やがて聞こえる破は壊かい音──遺い跡せきの石いし壁かべが、粉々に散らばる。

「なっ……」

　振ふり返って惨さん状じようを見たルーナは、今度こそ血の気が引いた。もしもう少し彼女の頭が上にあれば、ああなっていたのは彼女だったはずだ。悪ふざけでは済まない。

「こ……こんなの傷で済むか馬鹿！　殺す気か！」

「殺す？」

　しかし、イシュトに悪びれるところはない。どころか冷たい笑みを貼はりつけて、楽しげにさえ呟つぶやく。

「ああ、それもいいかもしれないね」

　光の柱が降ってくる。串くし刺ざしにされそうなところを間かん一いつ髪ぱつで逃のがれると、今度は炎ほのおで追い回される。次から次へと襲おそい来る魔ま法ほうの攻こう撃げきを、必死で避よけるルーナの耳に、そのときふと、彼が呟くのが聞こえた。

「──おれと一いつ緒しよに、逝いってくれる？」

　笑いを含ふくんだ声、それを聞いた瞬間に、ルーナは全すべてを悟さとった。悟ったと思った。そう言って誘さそいながら、実際にはイシュトは信じていないのだ。そんなことは絶対に有り得ないと思っている。

　まったく、甘く見ないで欲しいものだ。ここまできたときに、とうに準備はできているというのに。

　──あなたと一緒に、不幸になりたい。

「イシュト」

　急に動きを止めた彼女に呼ばれて、イシュトはきょとんと目を瞬またたいた。よほど意外だったに違いない。今日、ここで再会してはじめて見る当たり前の彼の表情に、ルーナは思わず笑みを浮うかべる。

「それが、おまえの望みなのか？　私を連れていきたいって」

「ルーナ」

「──それなら、そうしてやってもいい」

　言うなり、ルーナは動いた。まだ彼女を追っている光の一筋に向き直る。視界の端はしで、イシュトがはっとした顔をするが、もう遅おそい。間に合わない、間に合わせてなどやらない。腕を掠かすめた光の軌き跡せきが、彼女の肌はだを切り裂さいて消える。

「…………っ」

　声を上げるのを堪こらえたのは、一体どちらだったのか。

　最初の痛みが通り過ぎて、ルーナは一つ息をついた。腕を捻ひねって、傷を確かめる。左の手首から肘ひじまで真っ直すぐに切られた。生なま温ぬるい血が滴したたるのが気持ち悪いが、しかし傷自体はそれほど深くない。指も腕も動かせる、問題はない。

　どん、と、何かが石の床に当たる音がする。視線を巡めぐらせた先で、イシュトが床に膝ひざをついていた。元より白い顔を更さらに青くして、愕がく然ぜんとした様子で彼女を見下ろしている。ルーナは肩かたを竦すくめると、軽く謝った。

「……悪いな、死ねなかった」

「何で……」

　呆ぼう然ぜんと呟く彼が、何を言わんとしているのか解っている。解っていてやったのだ──イシュトが、彼女にあの魔法を当てるつもりがないことを、知っていて手を出した。

「趣しゆ味みの悪いことをするからだ。人のこと追い回して、逃にげ惑まどう様を楽しむなんて悪趣味だ」

「違う……それは」

「──どんなことをされたって、私は帰らないからな」

　何か言いかける相手の言葉を遮さえぎって、宣言する。考えてみれば、イシュトの狙ねらいなど最初から解って然しかるべきだった。彼は何度も言っていたのだから。

　──でも、さっさと帰ってくれるならもういいよ。お願いだから、そうしてくれないか。

　──帰ってくれ。おれに君は必要ない。

「脅おどされて帰るくらいなら、最初からこんなところに来るものか。私は『輝き石せき』の力を消すんだ──おまえを助けるまで、絶対に帰らない」

「……何で」

　前と同じ問いかけ、しかし意味するところは少し違うようだ。小首を傾かしげるルーナの視線の先で、イシュトはふにゃっと表情を歪ゆがめる。先刻までの、冷れい酷こくな美び貌ぼうの片へん鱗りんさえ窺うかがえない──泣き出す前の子供のような顔。

「何で……そんな意地悪するんだ」

「──は？」

「君がおれを嫌きらいなのは知ってるけど、こんなのってひどいじゃないか。何で帰ってくれないんだ？　おれは……おれは真しん剣けんなのに」

「ああうん、真剣なのは何となく解るんだけど……」

　他ほかの部分が何一つ解らない。意味の解らない非難を受けて、ルーナは混乱してしまう。ひどいと言うなら、顔を合わせるなり冷たい態度で人をあしらい、魔法で怪け我がまでさせてくれたイシュトの方が断然ひどいのではないか。どうしてそこまで彼女を追い返したいのか……というか、「君がおれを嫌い」というのは何なのだろう。もしや、それは彼の中で確定事じ項こうなのだろうか。

　こんなのってない、とイシュトは繰くり返した。

「いくら嫌いだからって、最後の望みくらい、叶かなえてくれたっていいだろう。おれは……君に喜ばれたかっただけなのに」

「…………」

「もう、何なんだよ。おれがあんなに好きって言ってたときは、嫌いやな顔しかしなかったくせに、何で嫌いって言ったら来てくれるんだ？　ルーナ、君は変だ、おかしいよ……嫌いって言われる方が好きなの？　罵ののしられるのが趣味なのか？」

「人を勝手に変態みたいに言うな！」

　今、ものすごい悪口を言われた。ルーナは憤ふん然ぜんと抗こう議ぎするが、しかし相手はまるで聞いていないようだった。キッと彼女を見下ろして、もう嫌だ、と喚わめく。

「もう帰ってくれ！　君に会いたくなんかなかった！　おれのものになんかならないくせに、おれのことだけ踏ふみ躙にじっていって。せっかく、満たされているって信じられたのに、何で今になって」

「イシュト」

「嫌いだ──君なんか、大嫌いだ」

　それは、聞くには随ずい分ぶんと悲しい言葉であるはずだ。吐はき捨てるようなその響ひびきを聞いて、ルーナも胸に痛みを覚えないわけではなかったが、しかし表情一つ変えずにいられたのは、その痛みを上回るほどに、よく解わからない感かん銘めいを受けていたからだろう。彼の口から聞くと、衝しよう撃げきというよりは違い和わ感かんしか感じない。人生で二度とあるかどうか解らないから、貴重な経験として覚えておこう。

　それに、その言葉が、心からのものでないことくらい解っている。

　──ああ……具合悪いんだな。

　台座の上で膝をついたイシュトは、もう立ち上がることができないようだった。腕うでで身体からだを支えるようにして、肩で息いきをしている。今にも倒たおれそうな青い顔をして、支し離り滅めつ裂れつなことばかり散々喚いて──病気の子供が癇かん癪しやくを起こすのと同じ。

　まったく、手のかかることだ。面めん倒どうだし鬱うつ陶とうしい──けれど何な故ぜか、今は側に行ってやりたくてたまらない。ルーナは台座を見上げた。目が合ったイシュトに向かって微笑ほほえむ。

「それ、本当に？　本当に、私のことが嫌いなのか」

「もう顔も見たくない」

「そうか、残念だな。──私は好きなんだけど」

「…………」

　その瞬しゆん間かんの、彼の顔といったら見物だった。それまで険悪な調子で駄だ々だをこねていたことなど忘れ果てたかのように、ぽかんと目を丸くしている。せっかく美形に生まれた意味もない間ま抜ぬけ面づらだ、と思うとおかしくて、ルーナは笑えみを深くすると、台座の階きざはしに足をかける。

「今になって、勝手な男だ。私に答えを迫せまっておいて」

「答え……？」

「自分が何を言ったのか、覚えてないのか？」

　段をゆっくり上っていく。イシュトは近付くなとは言わなかった。まだ呆然と、彼女を見つめているばかりだ。

「忘れたとは言わせない。私に──結けつ婚こんしてくれと言っただろう」

「ルーナ」

「返事を、しに来た」

　また一段。ついにイシュトの前に辿たどり着いて、ルーナは静かにそう言った。目線を合わせるように、彼の前に跪ひざまずく。

「イシュト、結婚しよう」

　真っ直ぐに、目を見つめる。もう、逃がすつもりはなかった。勝手に放り出されるのも、駄々をこねられて振ふり回されるのも──何もできないまま、永遠に別れてしまうことも、絶対にごめんだ。

　少しの間、沈ちん黙もくがある。イシュトは呆然を通り越こして、息をするのも忘れたように彼女を見返していたが、ルーナの視線が微び動どうだにしないのを見ると、何やらため息をついた。

「……ルーナ。おれは冗じよう談だんを言う気分じゃないんだ」

「私だって、冗談なんか言う気分じゃない」

「これが冗談でなくて、何なんだ？」

　イシュトは心底困った顔をした。何だかさっきから、普ふ段だんは見ることの少ない彼の表情ばかり見る。面おも白しろいな、などと思っているルーナの内心を知る由もなく、イシュトは深刻そうに何か言っている。

「だって、そんなの無理だ。おれは……そんなこと、できない」

「いい度胸だ。元々、言い出したのはおまえだぞ。私と結婚しないなら、結婚詐さ欺ぎで訴うつたえてやる」

「ルーナ、おれにはもう、何もないんだ。力もない、時間も……君にあげられるものなんか、何も」

　その上、悲ひ愴そうな声でそう言うものだから、ルーナはおかしくてたまらない。思わず声を上げて笑ってしまった彼女に、イシュトがいよいよ混乱した瞳ひとみを向ける。

「それでいい」

「え……？」

「おまえが何も持ってなくても、別に構わない。私が、何もかもおまえにあげればいい話だろう」

　にっこり笑ってみせると、イシュトはその場に固まった。突つきつけられた彼女の言葉を理解しようとする、その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、ルーナは左手を伸のばす。血に濡ぬれた掌てのひらを、すぐ側で光を放つ『輝石』に押し当てる。

「！　ルーナ！」

　途と端たん、耳元でごうと風のような音が鳴り響く。空間を震ふるわす力の奔ほん流りゆうが渦うずを巻く。イシュトが慌あわてて名を呼ぶ声が聞こえたが、それも遥はるかに遠い。
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　押し寄せる光の感かん触しよくに包まれる、視界の全すべてが真白く染まった。







『ルーナ』

　そこは真っ白な空間だった。立っているはずの床ゆかの感覚も、手に触ふれるものも何もない。あるのはただ、光だけだ。明るいが目を焼くことはない、優やさしい光。

　およそこの世ならぬ場所、しかしルーナは混乱することはなかった。ここへ来たのは二度目だからだ。『輝き石せき』に触れると辿り着ける──おそらくは、彼女にしか辿り着けない場所。

『ルーナ、きてくれたんだね』

　空間が震えて、音を伝える。耳ではなく、身体に伝わる振しん動どうが言葉を成していくような感覚。男のものとも女のものとも言えないその不可思議な声が、たどたどしく言葉を紡つむぐのに、ルーナは微かすかに笑みを浮うかべる。

「私の名前、知ってるのか」

『しってるよ』

『つながってるもの』

『まえにルーナがきてくれてから、ずっとだよ』

　声が口々に呼応する。人の耳には違和感しか残さない音は、前にはただただ不気味でしかなかったが、今はそれほど聞き苦しくは感じなかった。声からは聞き取れないが、この存在が喜んでいることは解る。周りの光が暖かい。弾はずむような喜びが、胸に流れ込んでくる。

「……おまえの仕し業わざだったんだな」

　この感覚には、覚えがある。以前、帝てい位いを狙ねらう陰いん謀ぼうを阻そ止ししようとした彼女が、逆に追い詰つめられたとき、彼女のものでない意志が、彼女の身体を動かして、魔ま法ほうじみた力で敵を退しりぞけたことがある。あのときのように、こちらを侵しん食しよくする強さはないものの、それでも同じだ。

「こういうのは、止やめてくれ。私はおまえじゃないし、おまえは私じゃない」

　自分のものではない喜びを退けながらルーナが言うと、周りの光が変化した。波打つように変化していく光は、これまでの優しいばかりのものではなく、幾いく分ぶんか刺し激げき的だ。直接心に踏み込まれることを拒きよ否ひした彼女に、思いを伝えようとするかのように。

『なにもかも、あなたのもの』

『はじめからおわりまで、ずっと』

　光に悪意は感じなかった。ただ光の変化が、見る者のうちに不安をかき立てる。当とう惑わく、不満、懇こん願がん──そして悲ひ嘆たん。

『あなたのために、ここにいる──ずっと、まっているのに』

　声の言う「あなた」が自分ではないことに、ルーナは気付いた。それは『精せい霊れいの民たみ』のことだ──遥か昔、この存在を創り、そして何処どこかへ消えた人々。

　光が揺ゆれる。悲しみは反転し、一点に集束する。満ちていく膨ぼう大だいな力に意識が押し流されそうになるのを、ルーナは必死に堪こらえる。嵐あらしのように、暴ぼう虐ぎやくなまでの強大な力──しかしやはり、悪意ではない。むしろその逆だろう。彼女に向かって捧ささげられる──押し付けられるといってもいい──圧あつ倒とう的な献けん身しん。

『あなたのために。あなたの、しあわせのために』

『輝石』は『精霊の民』によって創られた、何らかの仕し掛かけであるという。彼らにしか扱あつかえない力を、彼らのために溜め込み続けてきた。しかし『仕掛け』であるならば、それは命じられた通りにしか動かないはずだ。主あるじの意志を傾かたむけてまで、力を与あたえるようなものを、果たして『精霊の民』は創っただろうか。

　彼らがこの地から消えて、残された遺い跡せきは、そのことごとくが朽くち果てた。唯ゆい一いつ残ったのが『輝石』──ならばこうして残る方が、『精霊の民』の想定しなかったことなのではないか。正しく動いた仕掛けは、主を失って正しく朽ちた。『輝石』は正しく動いていない──どこかで何かが狂くるってしまった。

「待ってくれ、そんな力は要いらない──そんな力があっても、私は幸せになれないんだ」

　力の奔流が収まっていく。しかし依い然ぜんとして、光は不安定な変化を続けている。空間が震えて言葉を紡ぐ。感情の読み取れない、無機質な声。

『どうして』

『どうしてだめなの』

『受け取ってくれなければ』

『──おわることもできない』

　けれど、誰だれもいない空間に響ひびくその声には、どこか人に似たところがある。ああ、とルーナは思った。それこそが歪ゆがみ、ただの仕掛けに過ぎなかった『輝石』を、今までこの世に残してしまった思いだ。

　──『精霊の民』に奉ほう仕しするために創られた。使命を全まつとうするために、今日まで待ち続けてきた。

「……要らないなんて言ったのは、悪かった」

　やがて言葉を選んで、ルーナは言った。単なる仕掛けであるならば、傷つくことはないだろう。だが、この声の主は違ちがうはずだ。孤こ独どくな魂たましいを傷つけるには忍しのびなかった。

「でも、この力があったら駄だ目めなんだ。おまえがずっと、彼らの──私のことを、守ろうとしてくれたのは解わかってる。けど、私はもっと守りたいものがある」

『なに』

「──好きな人が、できたんだ」

　人でないもの、ただの力の塊かたまりに言うには、意味のない言葉だったかもしれない。独り言を呟つぶやくような面おも映はゆさを感じながら、しかしルーナは言葉を続けた。何となく、この存在には通じる気がした。

「おまえのこの力は、彼の生命を削けずるんだ。私を守ってくれる力だけど、私の一番守りたいものを失なくしてしまう」

　いつの間にか、力の流れは止まっていた。光の変化が緩ゆるやかになる。まるで空間の全てが、彼女の言葉に耳をそばだてているように。

「彼と一いつ緒しよにいたいんだ。私だけ守られていても意味がないんだ。もし、私の願いを叶かなえてくれるなら──この力の全てを消してくれ」

　返事はなかった。ただ、光だけが明めい滅めつを繰くり返している。しかしその沈ちん黙もくが否定的なものでないことを、ルーナは感じていた。身体からだを包み込む光の温度が、ひどく心ここ地ち好よいものだったから。

『──それが、あなたの願い』

　やがて、声がそう言った。確かめるようでも、受け入れるようでもある。

『これで、おわり』

『あなたをしあわせにできる』

　うん、とルーナが答えると、また少し沈黙があった。一ひと際きわ強い光が輝かがやいて、再び空間が震える。

『……ほんとうに、しあわせになれるの？』

　それははじめて聞く響きだった。感情が読み取れないはずの無機質な声に、それでもはっきりと解る猜さい疑ぎの気配に、ルーナは思わず笑ってしまう。まるで自分が、小さな子供になったように感じた。子供の手を放した母親が、それでも我が子を心配するような響き。

「なれるよ。……あいつ一人なら、不幸にしかなれなそうだから、私が幸せにするんだ」

　光が明滅する。それまではなかったはずの闇やみが、空間の四方から押し寄せてくる。不意に泣き出したいほどの喪そう失しつ感かんに駆かられて、ルーナは『輝石』が確かに自分と繫つながっていたことを知った。理性ではない別の部分が、引きちぎられるような痛みを訴うつたえる。身体の一部を失うような気持ちにさせられる。

　だが、それを止めることはできない。

「──ありがとう」

　だから代わりにそう言って、ルーナは痛みをやり過ごした。

「私は彼らじゃないけれど、待っててくれてありがとう。……守られているのも、悪くなかった」

　辺りが急速に暗くなる。光が渦を巻いて、彼女の目を眩くらませる。上も下も解らない、嵐の中の木の葉のように吹ふき散らされて、ついに彼女は、その空間から消えてなくなった。







　……目を開けても、何も見えなかった。さっきまでの白一色の世界とは裏腹の、漆しつ黒こくの闇の中。

　瞬またたきをしても、何も変わらない。自分の手さえ見えない暗さに、ルーナは一いつ瞬しゆん恐きよう慌こうを覚える。あの白い光に目を焼かれて、失明でもしてしまったのかと思ったのだ。しかしそう思ってびくっと身体を震ふるわすと、背に回された腕うでを感じて、ルーナは自分が抱だきしめられていることを知った。

　姿は見えない、けれどこの闇の中で、一人でないと感じられるのは心地好い。ルーナはそっと相手の身体に頭を預けると、小さく息をついた。

「イシュト」

「うん」

「大だい丈じよう夫ぶか」

「……何だか、変な感じだ」

　が、答えに驚おどろいて、ルーナは顔を上げる。『輝き石せき』と、彼の身体は術式で繫がっているから、この変化が彼にも何か悪い影えい響きようを及およぼしたのかと思ったのだ。しかし、彼女がそう危き惧ぐしたのは伝わったのだろう。ルーナが問い質ただす前に、耳元で囁ささやきが答える。

「ずっとあったものが急に消えたから、変な感じなんだ。苦しくはないよ。ちょっと……楽になった」

　それが身体のことなのか、もっと別の意味なのかは解らなかった。しかし少なくとも、身体の方は確かに先刻よりもましなようだ。囁きに苦しそうな息は聞こえず、ルーナは安あん堵どした。

「そうか、良かった」

「良くはないよ」

　しかし、間かん髪はつ容いれずに否定の言葉が返ってくる。やっぱり何かまずいのだろうか。ルーナは再び焦あせりかけるが、続いた声は落ち着いたものだった。

「だって、ねえルーナ……おれは、歴史に名前が残っちゃったよ」

　ああ、とルーナは呟いた。帝てい国こくの建国から六百年、何代もの皇こう帝ていが受け継ついできた力の源が、ついに消失したのだから。彼女としては、まったく後こう悔かいはない選せん択たく、しかしイシュトにはまた別の感かん慨がいがあるだろう。

「ごめん……嫌いやだった？」

「まさか」

　ぎゅっと強く抱きしめられる感かん触しよく。答える声は笑いを含ふくんでいて、ルーナは少しほっとしたが、しかし続けられた言葉は妙みように真面目まじめな声こわ音ねだった。

「……でも、責任は取ってほしい。ここまでされて……こんなに離れられなくされて、それで君に捨てられたら、もうおれは立ち直れる気がしない」

　それがあまりにも重大そうで、切実に訴えるのがおかしくて、ルーナは肩かたを震わせてしまう。どうしていきなりそんな心配からはじめたのか、わけが解らない。

　いや、この男のわけが解らないのは、今にはじまったことではない。暗くて見えない笑えみの代わりに、ルーナは無事な右手でぽんと彼の胸を叩たたく。ずっと側にいるというように。

「もちろんだとも。歴史の本で褒ほめられるより、ずっと──必ず、幸せにするから」

　そのまま手を持ち上げて、見えない相手の姿をなぞっていく。胸から肩、首筋から頰ほおに触ふれると、少し腰こしを浮うかせて口付けをした。最初はおずおずと、けれど応じられると慕したわしさが募つのる。交かわす吐と息いきが熱い──きっと彼も、そう感じているだろうと信じた。

『輝石』を失った暗くら闇やみの中、音を立てるものはなかった。押し潰つぶされそうな静せい寂じやくの中、顔も見えない互たがいの存在だけが、ただ感じられる全てになった。
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　見上げた空は高かった。雲一つない、澄すんだ青空。吹きつける風はひんやりとして、もうすっかり秋が深まっている気配だ。

　風に煽あおられてなびく髪かみを押さえて、ルーナは尖せん塔とうから身を乗り出した。皇宮の数ある塔の中でも、とりわけ見晴らしのいい場所だ。開かれた皇宮の門から、人や荷車が列を成して整然と出ていく様子を眺ながめながら、ルーナは呟いた。

「ああ、順調みたいだな。それにしても、ここってどれだけ人が住んでたんだろうな……あの列、全然途と切ぎれる気配がないけど」

「まだはじまったばかりだよ」

　応じる声は、彼女の背後から聞こえる。ルーナに続いて扉とびらを開けて、露ろ台だいに出てきたイシュトは、彼女の見ている眼下の光景を一いち瞥べつした。

「いっぺんに出ていかせると、大混乱になるからね。ああして、毎日順番に出ていってもらってるから、だいぶかかるんじゃないか。まあ、冬が来る前には終わらせるって、ロキは言ってたけど」

　これほどの人間が皇宮を出ていくというのは、これまでに前例のないことだ。小さな混乱は無数に、より深刻な問題も日々次々に生じているが、しかしそれでもやり遂とげなければならないことだった。もはやこの皇宮に、あれだけの人間が住む余地はないのだ。

　帝国が『輝石』の加護を失って、一ひと月つきが経過していた。あの日、ルーナが最後の『精せい霊れいの民たみ』として『輝石』の働きを終えさせた日、皇宮もまた全すべての機能を消失したといっていい。これまで何もかもを魔ま法ほうに頼たよっていた皇宮の暮らしは、あっという間に破は綻たんした。火を起こす燃料もなく、塔の上層へ水を送ることもできず、暗闇を照らすことさえ覚おぼ束つかない。魔法を失った皇宮は、ただの巨きよ大だいな箱に過ぎない。

　これでは生活していけない。我先に皇宮を捨てようとする貴族たちを抑え、先行きが見えず動どう揺ようする人々を宥なだめ、混乱を起こさず皇宮から大勢を退たい避ひさせる計画を作り、その間、皇宮内の日常生活が回っていくように対処を迫せまられていたロキシスは、現在のところこの皇宮の最高責任者である。こうして実際に退避がはじまった分、これまでよりは少し気が楽であろうが、それでも苦労は計り知れない。

「ロキ、大変だな。冬までに神経が擦すり切れないといいけど」

「もう自や棄けなんじゃないかな。『やることの方が、向こうから湧わいて出るんだ、探す手間が省ける』とか、虚うつろな目で言ってたし」

「それは……イシュト、おまえも何か手伝ってあげたら」

「そうしたいのは山々だけど、でもおれがいたら却かえって邪じや魔まするよ。おれはもう、元皇帝、なんだから」

　既すでにイシュトは帝てい位いにはない。建国以来、帝国を支えてきた『輝石』の消失の責を問われ、退位を余よ儀ぎなくされたのだ。帝国の皇帝の唯ゆい一いつの義務は、『輝石』を維い持じし次代へ引き継ぐことであった。それを果たせなかった以上、彼がその地位に相応ふさわしくないことは明白であり、イシュトもそれを認めて退しりぞいた。

　認めて……だがそこにどんな思おも惑わくがあったか、ルーナはおよそ想像がついている。皇帝であったイシュト、宰さい相しようロキシス、更さらに言えば、彼らを問い詰つめる立場にもなり得る貴族側の中でも、有力な一族であるストラシア家の家長もまた、それぞれの理由で真実を隠いん匿とくしたい人間であるからだ。彼らがどう話し合って、どう他ほかの人間を丸めこんだかまでは解わからないが、少なくとも皇宮に魔ま獣じゆうが雲うん霞かのごとく発生した件については、『事件』とは看み做なされていない。『輝石』の消失に伴ともなう影響の一つとして処理されて……未いまだ彼女は捕ほ縛ばくもされず、自由の身のままである。

　つまりは彼女たちの策さく謀ぼうまでも背負って、帝位を下りたイシュトではあるが、しかし忸じく怩じたるもののあるルーナの内心にもかかわらず、本人は至って平気そうである。今も、輝かがやくばかりの清すが々すがしい笑顔で、それにさ、と話を続ける。

「おれが手伝うって言っても、ロキの方で断固拒きよ否ひだと思うし。皇帝だったときから、おれ何の役にも立ってなかったよ！」

「別に恥はずかしく思う必要はないけど、自じ慢まんげに言うのはどうかと思う」

　まるで悪びれもしないイシュトの様子に、ルーナは呆あきれてそう答えた。まったく、この態度に耐たえていられたのだから、宰相閣下の忍にん耐たい力には恐おそれ入る……と思ったルーナは、そこでふと、数日前に彼に会ったときのことを思い出した。イシュトに「ルーナと結けつ婚こんする」と告げられたロキシスが、真意を質ただすべく彼女を呼び出したのだ。どうやら、またイシュトがとんでもない暴挙に出て、彼女に無む理り強じいをしているのではないかと気を回してくれたらしい。

　強しいられたわけではない、本当にそうしたいと思ってするのだと説明したルーナに、ロキシスは意外にも、それほど驚おどろいた様子は見せなかった。いや、露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめて「本気か？」と言ったり、いかにも信じられないものを見るかのような顔をして首を振ふったりはしたのだが、彼女らしくない選択だとは思わなかったらしい。最後には何やらしみじみと「苦労するな、おまえも」などと呟つぶやいてくれたのだが、まあ言いたいことは解らなくもない……。

「──ロキは、皇帝になるのか？」

　幾いく許ばくかの期待を込めて、ルーナはイシュトに訊きいてみた。もしあの実直な青年が、新たな国を支えるのなら、きっと誰だれにとっても一番いいだろうと思える──きっと、ロキシス本人にとっても。

「そうなるといいって、おれは思う。元々、ずっとこの国を動かしてきたのはロキなんだし。今はそれどころじゃないみたいだけど……でもずっと、その方がいいって思ってた」

　帝位に選ばれなかった皇子と玉座を分け合ってきた元皇こう帝ていは、何の躊躇ためらいもなくそう言った。ロキの望みだったんだから、と続けかけて、しかしそこで何かを思い出したように言葉を切る。

「そうだ。そういえばさ、おれびっくりしたことがあるんだ」

「何？」

「『輝き石せき』の力がなくなって、最初にロキに会ったとき、何て言ったと思う？」

　勢い込んで尋たずねられたルーナは、少し首を傾かしげる。わざわざ問うてくるくらいだから、よほど意外なことを言ったのだろうが、しかし思いつく反応など一つしかない。

「？　おまえが無事で良かったって言ったんじゃないのか？」

「…………」

　一番有り得そうな答えを言ったはずなのだが、しかしイシュトは言葉に詰まったように黙だまった。怪け訝げんな顔で首を傾げると、逆に問い返す。

「……何で解ったんだ？」

「何でおまえは解らなかったんだ？　普ふ通つう、それしかないじゃないか。ていうか、何て言われると思ったんだ」

「怒おこられると、思ったんだけどなあ……」

　ルーナが呆れて言うと、イシュトは当てが外れたとばかりに呟いた。心底困こん惑わくしているらしいことは、その表情から窺うかがえる。

「ロキは、この国を守ることが一番大事だから」

　そんな彼が、『輝石』を失ったことを責めないはずがない。愛いとしいルーナがしたこと、しかも自分のためにしてくれたことだと思えば、イシュトとしては何も言うことはないのだが、しかしロキシスに対しては申し訳なく思わないと言えば噓うそになる。何と言って怒られても仕方がないと覚かく悟ごしていたイシュトに、しかし彼はこう言ったのだという。

　──もう、おまえに死ねと言わなくても良くなったんだな。

「そんな風に思ってたなんて、知らなかった」

　ぽつりと呟くイシュトの言葉に、ルーナは思わず微笑ほほえんだ。ならばきっと、ロキシスの長い後こう悔かいの日々も終わったのだろう。

「そうとも、おまえは何も知らないんだ」

　ロキシスには散々迷めい惑わくをかけているのだから、少しくらい恩を返すべきだ。ルーナが言うと、イシュトは少し何か考えるようだったが、やがて一つ頷うなずいた。

「そうかな。ルーナがそう言うなら、じゃあやろうかな」

「？　何を」

「ロキに頼たのまれてるんだ。もう一度、魔法を使えるようにできないかって」

『輝石』に頼って発達した、歪いびつな形の魔法ではない。皇祖ヴァルシウス帝てい以前にこの地に伝わっていた、自然の力を利用する魔法は、このまま『輝石』とともに失ってしまうには惜おしいものだと、ロキシスは考えているようだ。

「軍の研究所を、そのまま使っていいって。あ、真面目まじめに働いたら、給料をくれてやるってさ！　おれ、給料ってもらったことないんだけど、それがあったらルーナと一いつ緒しよに暮らせるんだろ？」

　およそ箱入りも極きわまった発言である。多分、実際のところはあまりよく解っていないに違ちがいない。こんなところだけはしっかり皇帝らしかったか、とある意味感心しながら、ルーナは頷いた。

「解った。それで、どこで暮らすんだ？」

「え？」

「一緒に暮らすって、言っただろう。……家、とか」

　いえ、とイシュトが呟いた。きょとんとしているところを見ると、おそらくそんなことは考えてもみなかったのだろう。良かった、とルーナは思った。これなら、彼女のしたことも無む駄だにはならなそうだ。

「もし、嫌いやでないならでいいんだけど」

　言いながら、上着から取り出したものを見せる。陽光に輝くそれを見て、イシュトが小さく首を傾げた。

「……鍵かぎ？」

「家を、借りた。皇宮の外に……一緒に、住もうと思って」

　それはずっと、考えていたことだった。皇帝だったイシュトは、この国の全すべてを所有してはいたが、実際にそれを知りはしないのだ。彼が知る世界は、この皇宮の、それもほんの一部だけ。

「前に、故郷ってどんなところかって、私に訊いたことがあるだろう。おまえにも見せたいんだ、私が育ったところを」

　この皇宮の外の世界を。もう、ここに囚とらわれている必要はないのだということを、どうしても知ってもらいたい。

　少しの間、イシュトは返事をしなかった。真顔で彼女を見つめる瞳ひとみには、驚きが溢あふれている。まるで想像もしなかったことを言われたような彼の反応に、ルーナは慌あわてて言葉を継つぎかける。

「ああ、いや、無理にとは言わないけど。こことは全然違うし……」

「──行くよ」

　だが、答えはきっぱりとしていた。見上げるルーナの前で、イシュトはにっこり笑う。不安も躊躇いもまったくない──心から彼女に寄せる信しん頼らいの笑え顔がお。

「ああ、本当に君の言う通りだな。おれは何も知らないんだ──ここを出ていけるなんて、思いつきもしなかった」

「イシュト」

「君と一緒に行くよ。どこだって、一緒なら平気だ──だって、おれを幸せにしてくれるんだろう？」

　どちらからともなく、手を伸のばす。互たがいに指を絡からめて握にぎり合うと、二人は目を見み交かわして、同時に言った。

「──行こう」

　ここでなくても、他ほかのどこでも──そこにあなたがいるのなら。
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　こんにちは。本書をお手にとってくださって、ありがとうございます。

　本書『とらわれ舞姫の受難　君に捧げる最後の告白』は、シリーズ最終巻です。こうして最後まで辿たどり着けたのも、ひとえに支えてくださった皆みな様さまのおかげと感謝しております。

　今回も素す敵てきなイラストを描かいてくださったまち様。細部まで見み惚とれるイラストに、一枚一枚ときめかせていただきました。いろいろとご配はい慮りよもいただき、本当にありがとうございます。

　一いつ緒しよにこの話を生み出してくださった担当様方をはじめ、この本を作るのに関かかわった全すべての方々に、深く御お礼れいを申し上げます。

　そして何よりも、ここまで読んでくださった読者の皆様に、心からの感謝をお伝えさせてください。最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。

　……で、本編はここで終しゆう了りようなのですが、少しページが残っている＆担当様が「その後の話があるべき！」と仰おつしやるので、この後に小話を書いたりしました。

　もしよろしければ、そちらもお楽しみいただければ幸いです！
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　燦さん々さんと輝かがやく日差しが、人でごった返す通りを余すところなく照らしている。空は明るく、抜ぬけるように高い。この季節特有の涼すずやかな風が吹ふき抜けて、雑ざつ踏とうの熱気を洗い流していく。

　細い小路から広場に出て、ルーナはようやく息をついた。小路の奥にある甘味屋の揚あげ菓が子しがとても評判なので、買いに行ったは良かったが、まさかこんな人出だとは思わなかった。

　──あいつを置いていって、正解だったな……。

　連れのことを思い出し、しみじみ思う。人ひと混ごみどころか、通りを歩くこと自体に慣れない彼を、こんなところに引きずり込めばどうなるか。既すでに何度か、大きな迷子に手を焼いていたルーナは、彼に広場で待っているように言い聞かせて、単身目的を果たしたのだった。……一緒がいいと駄だ々だをこねる相手の言は無視した。小さな子供ではなし、一人で危険もないだろう。

　だが──小さな子供ではないからこそ、生じる問題もある。

「……から来たの？　この街ははじめて？」

　広場を見回して、ルーナはすぐに目的の人物を見つけた。というよりも、自然と目が行ってしまう。広場を往来する数えきれない人々の中でも、彼ほど目立つ人間はいない。

　陽光に柔やわらかく輝く白金の髪かみ、煙けぶるような緑の瞳。滑なめらかな曲線を描えがく白はく皙せきの頰ほおは、その下に血が通っていると想像もできない。──見る者を幻げん惑わくするほどの、この世ならぬ美び貌ぼう。

　──まあ……ある意味、この世のものじゃなかったんだけど……。

　彼と出会った皇宮は、ルーナにとっては異世界だった。けれどこうして彼を彼女の『現実』に置いてみると、その美貌はいよいよ浮うき世よ離ばなれして見える。夢が現実を侵しん食しよくするような違い和わ感かんに、ルーナは軽い眩暈めまいさえ感じるのだが、しかし今はそのことを考えている場合ではない。

　広場に立つ彼は、一人ではなかった──見知らぬ娘むすめたちに向かって、小首を傾かしげている。

「うーん……はじめて、かな？　ずっと、近くに住んではいたんだけど」

「じゃあ、引っ越こしてきたばかりなのね！　この辺のこと、まだよく知らないんじゃない？」

「私たちと一緒に行きましょうよ。一人じゃつまらないでしょ」

　──……またか！

　苛いら立だちと呆あきれが半々くらいの気持ちで、ルーナは様子を窺うかがってしまう。実際、こういうことははじめてではない。──彼と出歩くと必ず、どこからか女性が近付いてくるのだ。

　──仕方ない、とは、思うんだけど……。

　彼に、外の世界を見せたかった。皇宮の中に閉じ込められて、自らの運命の他には何一つ知らなかった彼に、もっと他の生き方があることを知ってほしかった。だからこうして気安く声をかけられるのは、むしろ彼にとってはいいことなのかもしれない──皇宮で、至尊の冠かんむりを戴いただいていた頃ころ、彼にそんなことを試みる者などいなかっただろうから。

　だがしかし、こんなことは知らなくて良いような気がしなくもない。大体、あの態度は何だ。いくら相手が若くて可愛かわいい娘だからって、そう丁てい寧ねいに受け答えなどしなくても……。

「一人じゃない、連れがいるんだ。彼女が戻もどってくるのを待ってるんだよ」

「それにしては遅おそいんじゃない。この人混みだもの、はぐれちゃっても仕方ないわよね」

「ねえ、いいじゃない。あなたを一人で放っとく娘こなんかより、ずっと楽しませてあげる」

　娘たちの一人が、蠱こ惑わく的な笑みを浮うかべて彼の腕うでに触ふれるのを見て、ルーナはいよいよ辛しん抱ぼうできなくなった。肩かたを怒いからせて、大おお股またで彼らに近付こうとしたとき。

「それはないな」

　間かん髪はつ容いれずに答える声を耳にして、ルーナの足が思わず止まる。まるで埃ほこりでも払はらうようにさりげなく腕を払うと、彼はあっけらかんと言ってのける。

「ルーナと一いつ緒しよにいるより楽しいことなんてない。彼女は綺き麗れいで凜り々りしくて、すごく可愛い」

　空気が凍こおりつく気配を察して、ルーナはその場で固まった。その言葉が彼女の内心に及およぼす影えい響きようもさることながら、どう考えても人前で、しかも自分に誘さそいをかけてきている相手に言うべき言葉ではない。案の定、娘たちは明らかに気を悪くしたようで、むっとした顔で問い返す。

「……何よそれ。その子、そんなに美人なの？」

「それはもう」

「私たちより？」

「当たり前じゃないか」

　──ああああの馬ば鹿か！

　至し極ごく大おお真ま面じ目めに頷うなずいた彼から顔を背そむけ、ルーナは踵きびすを返す。前言撤てつ回かいだ、彼はもう少し、見知らぬ人間にも気を遣つかうべきだ。今はここを離はなれて、ほとぼりが冷めるまで待つしか……。

「あ！　ルーナ」

　だというのに、弾はずむ声に名を呼ばれる。あろうことかこの状じよう況きようで、目め敏ざとくこちらを見つけた彼は、たった今まで話していた相手のことなど忘れたかのように足早に近づいてくる。

「ルーナ、お帰り！　どこ捜さがしてるんだ？　おれ、言われた通り動かずに待ってたのに」

「──イシュト……」

「それでどうだった？　ちゃんと買えた？」

「いや……それより……」

　にこにこしている彼の背後から、言い知れぬ視線を感じる。恐おそる恐る目をやると、憎にく々にくしげにこちらを睨にらむ娘たちと目が合って、ルーナはげんなりしてしまった。

　──『何あの邪じや魔まな女』って目だな……。

　女が、同じ女を値ね踏ぶみする視線は、男のそれよりずっと厳しい。かつて〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として身を立てていたルーナは、そうした視線にはそこそこ慣れていたつもりだった。しかし、ここ最近浴びるそれは、かつてのものとは少し意味が違ちがっているように思われる。値踏みされているのは、彼女自身の資質ではないのだ──この男の隣となりに立つのに、相応ふさわしい女であるかどうか。

　まったくもって、余計なお世話だ。けれどそう思う一方で……不安にならないわけでもない。

「ね、早く半分にしようよ。約束だろう？」

「その前に」

　相手の言を遮さえぎって、ルーナは尋たずねた。……少し声が尖とがるくらいは許してほしいところだ。

「イシュト。──私を待っている間、何してたんだ」

「何って？」

「彼女たちと、何か話してただろう」

　イシュトは目を瞬またたいた。言われてはじめて思い出したらしい。突とつ然ぜん振ふり向いた彼に、それまでは露ろ骨こつに忌いま々いましそうな顔をしていた娘たちは、鼻白んだ様子でそそくさと人混みの中へ消えていった。その姿を見ていたのかいないのか、イシュトは、ああ、と他意のない声を上げる。

「道を訊きかれたんだよ。おれも解わからないって答えたら、世間話になっちゃって」

「道を？」

「うん」

「……他人に道を訊くような人間が、どうしておまえをこの街で遊びに誘えると思う？」

「──あれ？」

　ルーナの指し摘てきに、イシュトはようやく怪け訝げんな顔になった。が、その理由までは解らないらしい。不思議そうに首を傾げる彼の様子に、ルーナは喉のど元もとまで出かかった言葉を吞のみ込んだ。

　──何でも良かったに決まってる。

　彼に声をかける、口実が必要だっただけだ。傍はたから見れば明白な事実、しかしそれを告げるためには、根本的なことを彼に知らせなければならない。つまり──イシュトが、彼女以外の娘からも、好意を向けられているということ。

「……とにかく。知らない人間に声をかけられても、簡単に返事なんかするんじゃない」

　──しかし、何で気付かないんだ……？

　胸がもやもやする。どうして彼女だけが、こんな目に遭あわねばならないのだろう。彼は少しも気付かない──向けられる周囲の視線の意味も、それが彼女をどんな気分にするのかも。

「あ、二つ買ったの？」

　一方で、彼女の内心になどまるでお構いなく、イシュトはそんなことを言っている。彼女の持つ包みに目を留めたらしい。実のない思考を抑おさえ込んで、ルーナは、ああ、と答えた。

「いや、一つはもらったんだ。有名な、中に蜜みつが入ってる奴やつじゃないけど、おまけだって」

　前に食べたことがあるから、蜜入りの分は譲ゆずってやる、とルーナは言ったが、しかしイシュトは何な故ぜか黙だまったままでいた。……と、おもむろに手を伸のばして、おまけの方の菓か子しを摑つかむ。

「やっぱりおれ、こっちにする」

「は？　何で。蜜の方が食べたいって言ってたくせに」

「気が変わったんだ」

「ちょっ……待て！　それじゃ、私があの店まで買いに行くことなかったじゃないか」

　そういう普ふ通つうの揚あげ菓子で良かったなら、他ほかにいくらでも買いやすい店があったのに。しかしルーナの文句を聞き流し、イシュトは早さつ速そく菓子をぱくつきながら、適当な方向へ歩き出す。

「ああもう！」

　こうなると、ルーナもいつまでもその場に留まってはいられない。まるで方向も解っていないくせに、勝手な真ま似ねをしないでほしい。いや、彼は常に勝手なものだ。気き紛まぐれで鈍どん感かん、やりたいことをやりたいようにやって、いつだって振ふり回されるのは彼女の方なのだ。

　だから──これくらいの束そく縛ばくは、当然許されるべきだ。

　速足で追い付いて、彼の隣を歩く。人ひと混ごみに引き離される前に、ルーナは彼の空いている手を取ると、イシュトが驚おどろいた顔をするのにも構わず、指を絡からめて握にぎり締しめた。







　──全っ然、解ってないんだなあ……。

　市場の中、愛しい彼女と手を繫つないで歩きながら、しかしイシュトの心はそれほど浮き立ってはいなかった。もちろん、ルーナと手を繫ぐのは嬉うれしい。たとえそれが彼を迷子にしないための対策というだけだったとしても──胸がいっぱいになって息が苦しくなるくらい、幸せだ。

　けれど、その幸せに耽たん溺できしてはいられない。今、不ふ愉ゆ快かいな視線に満ちたこの場所では。

「ついでだから、夕食の材料も買って帰ろう……ちょうど都合良く、荷物持ちもいることだし」

　彼の隣で、ルーナがそう言った。皮肉な口調、だがそれを口にする彼女の表情に、イシュトは思わず見み惚とれる。何気なく零こぼれる微かすかな笑えみ──言葉とは裏腹の、温かくて柔やわらかい表情。

　闘とう技ぎ場に立つ姿しか知らなかったときには、彼女がこんな顔をするなんて想像もしなかった。敵に相対するときの凜りんとした表情、大勢の観客に向けて作られた笑顔、その二つだけが彼の知っている全すべてで、それが一番綺麗だと信じていた。けれど最近、時々現れるこの微笑ほほえみは、闘技場で見せていた美しさとは違う。柔らかい肌はだに触れて、その温度を感じて、その瞳ひとみに彼だけを映すようにして──自分だけのものにしたくてたまらなくなる。

　しかし、彼女がそう思わせるのは、何も彼に限った話ではないのだ。

　──…………。

　刺し激げきのような気配を感じて、イシュトは反射的に振り向いた。一いつ瞬しゆん前にすれ違った男たちが、足を止めて何か囁ささやき交かわしている。彼らの関心がどこにあるのか、視線を辿たどるまでもない。

「ああ、ありがとう」

　その関心の対象は、野菜を買った露ろ店てんの店主に、明るく礼など言っている。どうやらまた何か、『おまけ』なるものをもらったらしい。しまった、とイシュトは歯は嚙がみした。もうこんなことにならないよう、気をつけているはずだったのに──先刻の菓子の一件は不覚だった。もし道など尋ねられたりしなければ、ルーナから目を離しはしなかったのに。

「！　何するんだ」

　店主を鋭するどく睨みつけて、イシュトは彼女の手を強く引く。抗こう議ぎの声が上がるのにも構わず、そのまま彼女を店先から引き剝はがした。ああもう、と口の中で呟つぶやく。

「……何だって君はそんなに物をもらってくるんだ。要いらないって断ればいいだろう！」

「は？　何でそんなこと。せっかく良くしてくれてるのに。こっちだって助かる」

　解ってない、とイシュトは内心で答える。良くされるにはされるだけの、下心がある──心蕩とろかされる彼女の笑顔を見るために。そしてあわよくば、それ以上に近付きたいと狙ねらっている。

　──何で、気付かないんだろう……？

　イシュトの目にはこれ以上なく露骨な男たちの態度と視線は、しかしルーナにはまるで意識されていないようだ。だが彼女に、危き惧ぐをそのまま伝えることはできない──彼女にとって、男は彼以外にもいくらでもいるなんてことを知られたら、うっかり捨てられないとも限らない。

　いっそ、彼女をどこかに閉じ込めてしまいたいと思う。誰だれの目にも触ふれないところに──けれどそうして皇宮に留めておいた頃ころ、ルーナはこんな風に彼に笑いかけてはくれなかった。

　今いま更さら、この笑顔を手放せない。彼女の冷たい眼まな差ざしも、彼を罵ののしる声も大好きだけれど、やっと笑いかけてくれるようになったこの幸運を、今になって失うなんて耐たえられない。

　ならば──方法は一つだけ。

「……イシュト？」

　雑ざつ踏とうの中、急に立ち止まったイシュトに、ルーナが怪訝な顔をした。

「どうしたんだ？　ああ、もしかして疲つかれた？　この人混みだから……一いつ旦たんどこかで休」

　しかし、彼女に皆みなまで言わせないうちに、イシュトは素す早ばやくその身体からだを強く抱だきしめる。彼女の動きを封ふうじると、咄とつ嗟さに反応できないでいるルーナの首筋に口付けを落とす。

「…………！」

　声にならない声を上げる喉のどが動く。唇くちびるの下にその感かん触しよくを味わいながら、イシュトは己おのれの目的を達した。与あたえるのは僅わずかな痛み──白い肌に鮮あざやかに浮うかぶ、所有の証あかし。

　誰にもやらない、指一本触れさせない──この身体も心も魂たましいも、全て彼のものなのだから。

「イシュト……！　何を……」

　解放されたルーナが、彼を睨む。しかし彼女の肌に残る印は、そんな眼差しでさえ快く変える。イシュトは心から笑みを浮かべると、再び彼女の手を取って、元の通りに繫ぎ直した。

「何でもない。これで、すっかり気分が良くなった。さあ、次はどこへ行くんだ？──君と一いつ緒しよなら、どこまででも行くよ」
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